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「
静
岡
市
の
ま
ち
づ
く
り
」は

ど
こ
を
目
指
す
の
か
？

　
総
合
計
画
は
、
長
期
的
な
視
野
に
立
っ
て
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

を
示
す
も
の
で
、
市
政
運
営
の
最
も
基
本
と
な
る
計
画
で
あ
り
、
と

て
も
大
切
な
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
総
合
計
画
を
く
わ
し
く
見
て
み
る
と
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上

で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
や
目
標
を
共
有
す
る
こ
と
の

必
要
性
に
気
付
い
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　
本
書
で
は
「
静
岡
市
の
ま
ち
づ
く
り
」
は
ど
こ
を
目
指
し
、
何
を

実
行
し
て
い
く
べ
き
な
の
か
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
有
す
る
た
め

に
、
第
3
次
総
合
計
画
の
内
容
を
示
す
と
と
も
に
、
わ
か
り
や
す
く

探
っ
て
い
き
ま
す
。
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新しいまちづくりの計画がスタートします

第３次総合計画
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ごあいさつ
　このたび、平成27年度から34年度までの8年間に
わたる第3次静岡市総合計画を策定いたしました。
　この3次総は、時代の潮流を大局的に見据え、
静岡市の将来のあり方を展望する中で、本市の特
性を活かしたまちづくりを行うことに主眼を置き、市
民、企業、団体など幅広い皆さんのご意見を伺い
ながら、策定してまいりました。
　わが国の人口は、平成20年をピークに減少に転
じており、本市の人口も減少傾向にあります。人口
減少は、地域経済の規模縮小など、社会全般に
様々な影響を及ぼします。
　本市は、この人口減少問題に真摯に向き合うた
め、3次総の最大の目標として、「平成37年（2025
年）に総人口70万人の維持」を掲げたところです。
この目標を達成していくためには、市民と行政が
一丸となって、「都市の発展（産業・経済の振興）」
と「暮らしの充実（安心・安全の確保）」の両立を
図っていかなければなりません。
　今回策定した３次総は、「歴史文化のまち」と

「健康長寿のまち」づくりをリーディング・プロジェ
クトとして位置づけ、本市の特色である「歴史」と
「健康」という長所をさらにみがきあげ、「『世界に
輝く静岡』の実現」を目指すことといたしました。
　本冊子は、この３次総の内容を、市民の皆さんに
わかりやすく説明するために、編集したものです。
是非お目通しいただき、市政への一層のご理解と
ご参画をお願いいたします。

第

3

次

総

合

計

画

を

策

定

し

ま

し

た

「
な
い
も
の
ね
だ
り
」か
ら

「
あ
る
も
の
さ
が
し
」へ
。

平成27年  3月　静岡市長　   N o b u h i r o  T a n a b e

市長あいさつ

第 3 次 静 岡 市 総 合 計 画

「 世 界 に 輝 く 静 岡 」 の 実 現
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※掲載の施設名及び事業名は、仮称のものを含みます。
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新しいまちづくりの計画がスタートします

第３次総合計画

平成15年4月1日

平成17年４月１日

平成20年11月１日

平成23年10月

平成27年4月〜

平成35年3月

平成17年３月

平成18年３月31日

平成22年３月

平成24年３月

平成31年4月

静岡市と清水市が合併し、新・静岡市
が誕生

全国14番目の政令指定都市に移行
「葵区」「駿河区」「清水区」が誕生

庵原郡由比町を編入

「第3次静岡市総合計画」
がスタート
前期計画（4年）スタート

「まちみがき戦略推進プラン」を策定。
市長マニフェストを下敷きにし、タウンミー
ティングなどにより寄せられた市民の意
見を元に作成した市政運営の指針

「第１次静岡市総合計画」を策定。
目指すまちの姿を「活発に交流し価値
を創り合う自立都市」とする。計画期間
は、基本構想10年、基本計画５年

庵原郡蒲原町を編入

 「第２次静岡市総合計画」を策定。
目指すまちづくりのテーマを「世界に輝く

『静岡』の創造」と定める。基本計画の
計画期間は５年

平成22年３月に策定した「第２次静岡
市総合計画」に、「まちみがき戦略推進
プラン」を統合し、第２次静岡市総合計
画の改訂版を策定

後期計画（4年）スタート

第 3 次 総 合 計 画
策 定 ま で の 経 緯

これまでの取組
　静岡市は、平成 15 年４月に旧静岡市と旧清水市が合併して誕生しま
した。合併後、第１次、第２次の総合計画を策定して計画的な行政運営
に努め、「新市の一体化」及び「政令指定都市としての基盤づくり」といっ
た本市の礎を築いてきました。
　具体的な成果としては、合併後の新市の均衡ある発展を目的とした生
活用水の確保とごみ処理対策、公共施設の耐震化対策、子育て・子育ち
の支援の推進などが挙げられます。
　さらに、国・県からの移譲事務を確実に実行し、自己完結型の大都市
経営を求められる政令指定都市としての組織体制や、職員の政策形成能
力の強化を行ってきました。
　これらを通して、「世界に輝く『静岡』の創造」を進め、本市の存在
感を国内外に示してきました。

策定体制と市民参画
　第３次総合計画の策定にあたっては、市長をトップとする庁内策定会議

を設置し、活発な議論を重ねてきました。さらに、分野別部会の開催や、

分野別部会に係る審議会等からの意見聴取、「Voice of しずおか市民

討議会」や、市民アンケートの実施、パブリックコメントなど、様々な方々

にご参画いただき、計画づくりを進めてきました。

　そして、基本構想と基本計画は、平成 26 年市議会 11 月定例会に議案と

して上程し、可決いただくなど、多くの皆様の多大なご理解、ご協力により

策定されました。

コラム
Column ①History

「総合計画」の策定にあたり

計 画 期 間



特集１

まちづくりは、市民の夢や希望がいちばんの原動力。そして、1人で
100歩進むより、100人で1歩進む方が良いに決まってますよね。
というわけで、最初に、この計画の目玉である重点プロジェクトを
ご紹介します。
静岡市の将来を考えて今後重点的に取り組んでいく事業を、6つ
のプロジェクトにギュッとまとめました。これを、2015年から8年
間、重点的に取り組んでいきます。

まずは、次のページを開いて、みなさんもまちづくりの1歩を、
ぜひ踏み出してください。

さ
て
、

準
備
は

い
い
か
な
？

しずおかまちづくり8年計画
重点プロジェクト編

しずおかまちづくり8年計画
重点プロジェクト編

2015 ⇒ 2022
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文化
自慢ネタをみがきあげ
まちの顔づくり

共生
互いに尊重し高め合う
のがしずおか流

中枢
静岡で会おうよ
静岡で暮らそうよ

P017

世界から静岡へ
人々が続々と
やってくる！

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

目
次

歴史
歴史を学び
ミライへ活かす

健康
健康という幸せを
みんなに

Hello!

自
転
車
サ
イ
コ
ー
！

い
い
汗
流
そ
う
！

運
動
し
な
き
ゃ
…

サ
ッ
カ
ー
は
、

静
岡
の
文
化
だ
よ
ね
。

静
岡
を
世
界
に

輝
か
せ
よ
う
！

こ
こ
は

気
候
も
人
柄
も

い
い
と
こ
ろ
だ
な
ぁ
。

み
ん
な
で

守
ろ
う
！

P013

輝かしい歴史も、
活かさなきゃもったいない！

登呂遺跡、今川義元公、徳川家康公、駿府城、
東海道の二峠六宿、

富士山、港、お茶、伝統工芸等々
数えればきりがないほどの要素が交わる

静岡歴史絵巻
でも、「歴史あ

・・
るまち」だけでは

もう魅力感じないよね

P019

家族の笑顔が
何よりいちばん！

「もし病気になったら？」
「介護が必要になったら？」という心配は
「健康寿命ランキング」上位の

静岡市に住んでいても気になるもの。
そして、子育て家族の幸せのためにも

まちの未来のためにも
「子育てしやすいまち」って

大事じゃん！

しずおかまちづくり8年計画
重点プロジェクト編

P015

街も自然も
食もスポーツも

静岡を遊びつくそう！

P021

安心・安全の備えも
どんどん進化中！

P023

あの人がいるから
わたしも頑張る

防災
その時大切な命を
守るために

重点プロジェクトのテーマは6つ。 気になるエリアから見てみよう！
ここからが

重要なんだ！

産業・経済を振興するルート

安心・安全を確保するルート

011012 The 3rd General Plan of Shizuoka City 2015⇒ 2022



歴
史

◉
駿
府
城
公
園
再
整
備

◉
桜
の
名
所
づ
く
り

◉
歴
史
文
化
施
設
整
備

　

�

駿
府
城
公
園
を
静
岡
の
歴
史
的
な
名
所
の
核

に
位
置
づ
け
、
市
内
の
歴
史
的
・
文
化
的
資

源
と
連
携
し
た
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

◉
三
保
松
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
整
備

◉
羽
衣
公
園
整
備

◉
三
保
松
原
の
保
全
・
活
用

　

�

世
界
文
化
遺
産
を
構
成
す
る
三
保
松
原
の

景
観
を
守
る
と
と
も
に
そ
の
価
値
を
発
信

し
、
来
訪
者
の
満
足
度
を
高
め
ま
す
。

静
岡
の
歴
史
的
な
名
所
の
核

（
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
）づ
く
り

世
界
に
発
信
し
、世
界
か
ら

人
が
集
ま
る
三
保
松
原
へ

輝
か
し
い
歴
史
も
、

活
か
さ
な
き
ゃ

も
っ
た
い
な
い
！

静
岡
市
ゆ
か
り
の
歴
史
上
の
人
物
と
言
え
ば
、徳
川
家
康

公
が
思
い
浮
か
び
ま
す
。し
か
し
、地
元
か
ら
一
歩
出
る
と
、

「
な
ん
で
静
岡
で
徳
川
家
康
？
」と
、そ
の
印
象
は
か
な

り
低
い
。弥
生
時
代
か
ら
、今
川
、徳
川
の
時
代
を
経
て
現

代
に
至
る
ま
で
、さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
が
刻
ま
れ
て
き
た
静

岡
。日
頃
感
じ
る
以
上
に
、輝
か
し
い
歴
史
が
埋
も
れ
て

い
る
の
で
す
。こ
の
ま
ま
で
は
も
っ
た
い
な
い
！
市
民
一
人

ひ
と
り
が
そ
の
価
値
に
気
付
き
、世
界
に
向
け
て
発
信
す

れ
ば
、も
っ
と
多
く
の
人
を
呼
び
込
み
、静
岡
の
誇
り
を
増

や
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
ね
。

多
く
の
輝
か
し
い
歴
史

的
・
文
化
的
な
資
源
が
、

市
内
各
所
に
埋
も
れ
て

い
ま
す
。さ
ら
に
核
と
な

る
場
所
を
見
い
だ
せ
れ

ば
、誰
も
が
自
慢
で
き
る

観
光
ブ
ラ
ン
ド
に
な
る
は

ず
！
静
岡
市
の
P
R
力

が
大
き
く
広
が
り
ま
す
。

静
岡
市
に
は
、旧
東
海
道

の
宿
場
が
6
つ
、峠
が
2

つ
あ
り
ま
す
。こ
の
歴
史

的
資
源
を
使
わ
な
い
手

は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
価

値
を
高
め
る
た
め
の
ス

ト
ー
リ
ー
づ
く
り
が
で
き

れ
ば
、歴
史
都
市
の
魅
力

が
グ
ッ
と
高
ま
り
ま
す
。

三
保
松
原
が
、世
界
文
化

遺
産
の
構
成
資
産
と
し

て
認
定
さ
れ
て
か
ら
、多

く
の
人
が
訪
れ
て
い
ま

す
。来
訪
者
の
満
足
度
を

高
め
る
た
め
、松
原
の
景

観
を
い
つ
ま
で
も
守
り
、

お
も
て
な
し
の
環
境
を

整
え
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

市民の憩いの場である駿府城
公園が歴史文化の学びの場に
もなり、また国内外の人々を
受け入れる拠点となります。

旧東海道沿いの観光資源が
さらに輝きを増し、観光客が
巡ることで、地域が活性化し
ます。

三保松原の魅力が向上し、
アクセスしやすくなること
で、三保半島全体が活性化
します。

5
年
前
頃
か
ら
三

保
松
原
の
松
枯
れ

が
ひ
ど
く
、せ
っ
か

く
の
世
界
遺
産
の

景
観
が
損
な
わ
れ

て
し
ま
い
そ
う
で

心
配
で
す
。

点
在
し
て
い
る「
歴

史
」を
た
ど
り
な
が

ら
、食
事
や
買
い
物

が
で
き
る
ル
ー
ト

が
あ
れ
ば
、静
岡
を

も
っ
と
紹
介
し
や

す
い
の
に
…
。

徳
川
家
康
公
ゆ
か

り
の
地
と
し
て
静

岡
市
を
位
置
づ
け

る
の
は
大
賛
成
！

で
も
、ど
う
や
っ
て

観
光
資
源
と
し
て

活
用
す
る
の
？

01政策
◉
ま
ち
歩
き
観
光
の
推
進

◉「
家
康
公
が
愛
し
た
ま
ち
静
岡
」

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

�

東
海
道
二
峠
六
宿（
※
１
）の
地
域
住
民
と
と
も

に
来
訪
者
の
満
足
度
を
高
め
、
国
内
外
の
フ
ァ

ン
を
増
や
し
、
観
光
交
流
を
進
め
ま
す
。

「
東
海
道
歴
史
街
道
」で

  

お
も
て
な
し

02政策03政策

関連
ページ

しずおかまちづくり8年計画
重点プロジェクト編

P045〜
分野別の政策・施策

「観光・交流」

P057〜
分野別の政策・施策

「文化・スポーツ」

P065〜
分野別の政策・施策

「都市・交通」

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
創
造
す
る
力
」
に
よ
る 

都
市
の
発
展

①

悠久の歴史を誇り、まちづくりにもっと活かそう！！

三保松原来訪者の
満足度向上

核となる
観光ブランドの創出

関連ページも、
見てみよう！

まちの未来 まちの未来 まちの未来

市民の声❶

市民の声❷
市民の声❸

◀ ◀ ◀

こう考えたら、どうでしょう？

それなら、こうしてみよう！

観光ルートの開発

魅力があり過ぎる
という悩みだね。

（※1）二峠六宿：静岡市内にある２つの峠
（薩埵・宇津ノ谷）と東海道五十三次のうち、
６つの宿（蒲原・由比・興津・江尻・府中・丸子）
のこと
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文
化

◉�

東
静
岡
市
有
地
利
活
用

◉
草
薙
駅
周
辺
整
備

◉
草
薙
駅
南
口
地
区
市
街
地
再
開
発
促
進

　

�

東
静
岡
地
区
を「
文
化・ス
ポ
ー
ツ
エ
リ
ア
」、

草
薙
地
区
を「
文
教
エ
リ
ア
」と
し
、そ
れ
ぞ

れ
の
機
能
を
集
積
し
て
い
き
ま
す
。

◉
オ
ク
シ
ズ（
※
３
）プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

◉
し
ず
ま
え（
※
４
）鮮
魚
の
普
及
促
進

　

�「
オ
ク
シ
ズ
」か
ら「
し
ず
ま
え
」ま
で
の
食
文

化
、伝
統
文
化
を
伝
え
な
が
ら
創
造
性
を
高

め
、静
岡
文
化
を
進
化
さ
せ
ま
す
。

文
化
と
ス
ポ
ー
ツ
の

殿
堂
づ
く
り

伝
え
る
食
文
化
、

高
め
る
伝
統
文
化

「
い
い
な
、静
岡
。

行
き
た
い
！
」っ
て
、

も
っ
と
言
わ
れ
た
い
。

「
静
岡
は
平
均
的
」っ
て
言
わ
れ
る
け
ど
、ホ
ン
ト
？
温

暖
な
気
候
、富
士
山
を
仰
ぎ
、駿
河
湾
を
望
む
。山
と

海
の
両
方
の
お
い
し
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
。長
い

間
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
文
化
や
食
文
化
に
加
え
、

ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
で
、静
岡
県
の
中
心
都
市
と
し
て
い

ろ
い
ろ
な
機
能
・
施
設
が
集
ま
っ
て
い
る
。こ
ん
な
に

恵
ま
れ
た
ま
ち
は
、そ
う
は
あ
り
ま
せ
ん
。多
彩
で
豊

か
、個
々
の
魅
力
の
レ
ベ
ル
が
高
い
こ
と
も
、静
岡
が

誇
る
個
性
。い
ろ
ん
な
人
に「
い
い
ね
！
」っ
て
認
め
て

も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

東静岡駅や草薙駅周辺がもっ
と魅力的になります。訪れる人
や地域の賑わいが増し、新たな
文化の創造が展開されます。

清水港周辺地区の魅力が高
まり、陸から海から人々が訪
れ、ウォーターフロントから地
域経済の活性化が進みます。

静岡の食文化、伝統文化を身近
に親しむ暮らしが市民に根付い
ていきます。地域の文化が受け
継がれ、発展していきます。

静
岡
に
は
優
れ
た
木

工
、漆
塗
り
、竹
細

工
な
ど
の
伝
統
が
あ

り
ま
す
が
、そ
の
貴

重
な
伝
統
工
芸
技
術

が
失
わ
れ
て
し
ま
わ

な
い
か
心
配
で
す
。

港
の
仕
事
に
憧

れ
、い
つ
か
自

分
も
そ
の
仕
事

に
就
い
て
み
た

い
と
感
じ
さ
せ

る
こ
と
が
で
き

な
い
か
。

東
静
岡
駅
周
辺
地

区
の
整
備
に
つ
い
て

は
、市
外
、海
外
か

ら
訪
れ
る
人
た
ち
が

楽
し
め
る
、お
し
ゃ

れ
で
モ
ダ
ン
な
整
備

を
し
て
ほ
し
い
。

01政策
◉�

清
水
都
心
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト（
※
１
）

　

活
性
化
の
推
進

◉
海
洋
文
化
拠
点
構
想
の
推
進

　

�

ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ（
※
２
）の
整
備
、海

洋
文
化
発
信
拠
点
の
創
出
、新
た
な
公
共
交

通
の
検
討
、客
船
誘
致
な
ど
の
施
策
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

港
町・清
水
の

海
洋
文
化
拠
点
の
創
出

02政策03政策

関連
ページ

しずおかまちづくり8年計画
重点プロジェクト編

P045〜
分野別の政策・施策

「観光・交流」

P049〜
分野別の政策・施策

「農林水産」

P057〜
分野別の政策・施策

「文化・スポーツ」

P065〜
分野別の政策・施策

「都市・交通」

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
創
造
す
る
力
」
に
よ
る 

都
市
の
発
展

②

自慢しきれないほど豊かな文化で、憧れを呼ぼう！！

優れた伝統文化など
のみがきあげ 東静岡駅周辺での

文化創造の機運醸成

まちの未来 まちの未来 まちの未来

市民の声❶
市民の声❷

市民の声❸

それなら、こうしてみよう！

清水港周辺地域の
活性化

何がいいって
静岡がいいな。

東
静
岡
エ
リ
ア
は
、静
岡

市
の
東
西
と
南
北
の
交

通
が
交
わ
る
と
こ
ろ
。こ

こ
に
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
の

拠
点
を
配
置
す
れ
ば
、よ

り
多
く
の
人
が
集
ま
り
や

す
く
な
り
、多
種
多
様
な

新
し
い
文
化
の
創
造
に
も

追
い
風
と
な
り
ま
す
。

清
水
港
周
辺
の
歴
史
や

景
観
、独
自
の
文
化
は
、

人
を
引
き
付
け
る
力
を

持
っ
て
い
ま
す
。公
共
交

通
を
整
備
し
た
り
、親

水
性
を
高
め
た
り
す
れ

ば
、清
水
港
へ
も
っ
と
訪

れ
た
く
な
り
ま
す
ね
。

伝
統
文
化
を
、意
識
し
て

生
活
に
取
り
入
れ
れ
ば
、

暮
ら
し
が
豊
か
に
な
り
、

未
来
に
伝
え
る
こ
と
に

も
つ
な
が
り
ま
す
ね
。

こう考えたら、どうでしょう？

◀ ◀ ◀

（※1）ウォーターフロント：海・川・湖などに面する水
際の地帯。過密化する都市の新たな開発区域として
の港湾、臨海部を指して使われることもある

（※2）ペデストリアンデッキ：高架等によって車道か
ら立体的に分離された歩行者専用の通路である。「歩
行者回廊」「空中歩廊」「公共歩廊」とも言われる

（※3）オクシズ：奥静岡エリア（奥大井・奥藁科・安
倍奥・奥清水）の愛称

（※4）しずまえ：静岡市駿河湾沿岸地域の愛称

関連ページも、
見てみよう！
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公
共
、
商
業
ス

ペ
ー
ス
に
、外
国

語
表
記
さ
れ
た

案
内
板
が
少
な

い
の
で
は
。

中
枢

◉
首
都
圏
へ
の
情
報
発
信

◉
移
住
希
望
者
向
け
支
援
策
の
推
進

　

�「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン（
※
３
）」「
地
方
創
生
総
合
戦

略（
※
４
）」を
策
定
し
、本
市
へ
の
移
住
定
住

を
促
進
し
ま
す
。

◉
戦
略
産
業（
※
5
）の
振
興

◉
企
業
立
地
の
促
進

◉
新
商
品
等
開
発
促
進

　

�「
海
洋・エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
」「
清
水
港・ロ
ジ
ス

テ
ィ
ク
ス
産
業
」な
ど
を「
戦
略
産
業
」と
し

て
、ヒ
ト・モ
ノ・カ
ネ
を
集
中
的
に
投
入
し
て

い
き
ま
す
。

静
岡
市
に
住
み
た
い
と
思
う

人
の
移
住
定
住
促
進

育
て
よ
う
！
私
た
ち
の

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
産
業
を
！

静
岡
で
会
お
う
。

静
岡
に
住
も
う
、

静
岡
で
働
こ
う
！

温
暖
な
気
候
、お
い
し
い
食
べ
物
は
静
岡
市
の
魅
力
。交

通
だ
っ
て
結
構
便
利
。だ
か
ら
、風
光
明
媚
な
静
岡
で
会

議
を
開
き
た
い
！
と
い
う
皆
さ
ん
、結
構
多
い
ん
で
す
。

一
方
で
、学
校
卒
業
と
同
時
に
静
岡
を
離
れ
て
し
ま
う
人

が
多
い
の
が
悩
み
で
す
。大
都
会
へ
の
憧
れ
？
、魅
力
的

な
仕
事
が
な
い
か
ら
？
。一
度
静
岡
を
離
れ
て
み
る
と
、

静
岡
の
良
さ
を
再
発
見
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ

う
し
た
人
た
ち
に
は
静
岡
に
帰
っ
て
き
て
も
ら
い
た
い
。

ま
た
、静
岡
に
憧
れ
と
親
近
感
を
持
つ
人
に
は
、静
岡
に

ど
ん
ど
ん
来
て
も
ら
い
た
い
。「
静
岡
で
会
お
う
よ
！
」

「
静
岡
で
暮
ら
そ
う
よ
！
」

「静岡暮らし」の情報発信を
増やし、イメージを広めてい
きます。本市への移住者が増
え、まちを元気にします。

静岡市や県中部圏で、国際
会議が多く開催されます。会
議参加者を通じて、静岡の
魅力が世界に伝わります。

静岡ならではの産業、独自のビジ
ネスモデルを持つ企業が躍動し
ます。これらが地域経済をけん引
し、静岡市で働く人が増えます。

清
水
港
や
高
速

道
路
、
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ク
ス
産
業

（
※
２
）の
集
積
、

世
界
水
準
の
産

業
を
も
っ
と
活
用

で
き
な
い
か
…
。

静
岡
市
は
交
通

の
便
は
良
い
が
、

通
過
点
と
し
て

考
え
ら
れ
る
傾

向
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

01政策
◉�「
日
本
・
ス
ペ
イ
ン・シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」開
催

◉
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
関
係
閣
僚
会
合
の
誘
致

　

�

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
合
宿
や
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト

な
ど
の
国
際
会
議
を
誘
致
し
、交
流
人
口
を

増
や
し
ま
す
。

次
回
の
開
催
地
は
静
岡
で
す

～S
hizuoka is T

he W
orld's 

　
　
　
　
　
　N

ext M
eeting P

oint

～

02政策03政策

関連
ページ

しずおかまちづくり8年計画
重点プロジェクト編

P045〜
分野別の政策・施策

「観光・交流」

P049〜
分野別の政策・施策

「農林水産」

P053〜
分野別の政策・施策

「商工・物流」

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
創
造
す
る
力
」
に
よ
る 

都
市
の
発
展

③

独自の産業とＭＩＣＥで、世界中から人を集めよう！！

次代を担う
産業の創出

静岡暮らしの
魅力発信

関連ページも、
見てみよう！

まちの未来 まちの未来 まちの未来

市民の声❶
市民の声❷

市民の声❸

それなら、こうしてみよう！

国際会議開催などの
ＭＩＣＥ（※１）の推進

アピール不足で
もったいない。

静
岡
市
の
気
候
風
土
や

生
活
環
境
の
良
さ
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。移

住
希
望
者
の
相
談
や
受

入
れ
態
勢
を
整
え
て
ア

ピ
ー
ル
す
れ
ば
、人
口
の

維
持
や
ま
ち
の
活
気
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

公
共
交
通
や
会
議
施

設
な
ど
の
利
便
性
を
高

め
、お
も
て
な
し
の
サ
ー

ビ
ス
を
み
が
い
て
、国
際

会
議
等
を
積
極
的
に
誘

致
し
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。経
済
効
果
も
期

待
で
き
ま
す
。

交
通
利
便
性
、産
業
特

性
を
活
か
し
て
、日
本

や
世
界
を
代
表
す
る
よ

う
な
産
業
、企
業
を
育

て
ま
す
。こ
れ
を
目
指
し

て
ヒ
ト
、モ
ノ
、カ
ネ
な

ど
が
集
ま
り
、地
域
の

経
済
を
盛
り
立
て
て
い

き
た
い
で
す
ね
。

こう考えたら、どうでしょう？

◀ ◀ ◀

（※3）人口ビジョン：本市の人口の現状と将来の姿を
示し、人口問題に関する市民の認識の共有を目指すと
ともに、今後、取り組むべき将来の方向を提示するもの

（※4）地方創生総合戦略：「人口ビジョン」を踏まえ、
2015年度を初年度とする今後５か年の政策目標や施
策の基本的方向、具体的な施策をまとめたもの

（※5）戦略産業：世界的な社会経済情勢に適応し、商
品やサービスなどの研究・開発・生産を行う、本市経済
をけん引する力を秘めた産業のこと

（※1）ＭＩＣＥ：多くの集客交流が見込
まれるビジネスイベントなどの総称

（※2）ロジスティクス産業：流通・運
輸業に加えて、空港や港湾、高速道
路などの交通ネットワーク、小売・卸売
業、商社これらを支える支援産業を総
称したもの
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子
育
て
中
も
、

親
が
安
心
し

て
働
け
る
環

境
を
実
現
し

て
ほ
し
い
。

◉�

Ｓ
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス（
※
２
）の
拡
充

◉
シ
ニ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
の
推
進

　

�

静
岡
型
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム（
※
３
）を
構

築
し
、誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
健
や
か
に
自

分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
環
境
を
つ
く
り
ま
す
。

◉
歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

◉
鉄
道
駅
や
そ
の
周
辺
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

◉
自
転
車
利
用
計
画
の
推
進

�　

�

鉄
道
駅
や
道
路
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、自
転
車
の

利
用
環
境
の
改
善
を
行
い
、歩
い
て
楽
し
く
自
転

車
を
利
用
し
や
す
い
ま
ち
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、健
康
的
に

長
生
き
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り

楽
し
く
歩
け
て
自
転
車
に
も

乗
り
や
す
い
ま
ち
を
創
る

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

ず
っ
と
幸
せ
に

暮
ら
し
た
い
！

平
成
22
年
に
国
が
実
施
し
た
調
査
に
よ
る
と
、静
岡
県

の
健
康
寿
命（
※
１
）は
女
性
が
全
国
１
位
、男
性
が
全

国
２
位
。な
か
で
も
静
岡
市
は「
恵
ま
れ
た
自
然
環
境

や
温
暖
で
住
み
や
す
い
気
候
」「
食
材
が
多
彩
で
豊
か

な
食
生
活
」「
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
市
民
の
多
さ
」な
ど
が
、健
康
長
寿

の
理
由
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
特
徴
、自
分
の

家
族
だ
け
で
な
く
将
来
の
市
民
に
も
伝
え
て
い
き
た
い

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。子
ど
も
、高
齢
者
、障
が
い
の
あ
る

人
、い
ろ
ん
な
人
が
笑
顔
で
、生
涯
幸
せ
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
。い
い
ね
、静
岡
っ
て
。

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら

す
た
め
に
も
、困
っ
た
と

き
に
頼
り
に
な
る
ま
ち

の
病
院
や
福
祉
施
設
は

身
近
に
欲
し
い
も
の
。そ

れ
に
、医
療
と
福
祉
が

連
携
し
た
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
が
あ
れ
ば
、も
っ
と
安

心
で
き
ま
す
ね
。

少
子
化
問
題
は
待
っ
た

な
し
。子
ど
も
を
も
ち
た

い
人
、子
育
て
中
の
人
が

安
心
し
て
静
岡
で
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

家
庭
へ
の
支
援
、社
会
全

体
の
理
解
や
協
力
を
急

い
で
進
め
な
け
れ
ば
！

快
適
な
歩
道
や
ま
ち
な

か
の
楽
し
い
仕
掛
け
が

あ
れ
ば
、も
っ
と
歩
き
た

く
な
る
ね
。
魅
力
的
な

目
的
地
を
つ
な
ぐ
自
転

車
道
が
あ
れ
ば
、も
っ

と
自
転
車
で
出
か
け
た

く
な
り
ま
す
よ
ね
。

年をとっても健康で自立的な生
活ができます。もし介護が必要に
なっても、住み慣れた地域で安心
して暮らせるようになります。

静岡市がより子どもを育て
やすいまちになり、子どもた
ちや家族の笑顔があふれる
ようになります。

歩きやすく、自転車に乗りやす
い道が増えます。徒歩や自転車
で出かけやすく、健康的に過ご
すことができるようになります。

健
康
長
寿
で
あ

り
続
け
る
た
め
に

も
、歩
く
人
が
増

え
る
よ
う
な
ま
ち

に
す
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。

静
岡
市
の
医
療
現

場
は
医
師
不
足
と

聞
き
ま
し
た
。「
若

手
医
師
の
誘
致
」

を
積
極
的
に
推
進

し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

01政策
◉
認
定
こ
ど
も
園
の
普
及
な
ど
、

　

幼
児
期
の
教
育
・
保
育
の
充
実

◉
放
課
後
子
ど
も
対
策
の
推
進

◉
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進

　

�

子
ど
も
の
幸
せ
を
第
一
に
、子
育
て
支
援
環
境
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

静
岡
の
子
ど
も
た
ち
が
、

笑
顔
で
育
つ
た
め
に

02政策03政策

関連
ページ

しずおかまちづくり8年計画
重点プロジェクト編

P061〜
分野別の政策・施策

「子ども・教育」

P065〜
分野別の政策・施策

「都市・交通」

P073〜
分野別の政策・施策

「健康・福祉」

健康であることに、喜びを持って暮らそう！！

歩いて楽しいまちの
整備の推進

静岡型地域包括
ケアシステムの構築

まちの未来 まちの未来 まちの未来

市民の声❶市民の声❷市民の声❸

こう考えたら、どうでしょう？

それなら、こうしてみよう！

子育てしやすい
まちづくりの推進

健
康

①「つながる力」による 暮らしの充実重点プロジェクト

健康が一番大事！

◀ ◀ ◀

関連ページも、
見てみよう！

（※2）Ｓ型デイサービス：高齢者等に対し、地域
の集会場などで、レクリエーション、会食、健康指
導などの生きがいの創出や孤立感解消などのサー
ビスを提供する事業

（※3）静岡型地域包括ケアシステム：多職種間
連携や、地域を支える人づくりを進めることによ
り、医療、介護、予防、住まい、生活支援を一体的
に提供する仕組みのこと

（※1）健康寿命：日常的
に介護を必要としないで、
自立した生活ができる生存
期間のこと
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◉�

津
波
避
難
施
設
の
整
備

◉
消
防
救
急
広
域
化

◉
防
災
ス
マ
ー
ト
街
区（
※
２
）の
整
備
促
進

　

�

行
政
の
危
機
管
理
体
制
の
強
化
を
図
る
と
と
も

に
、市
民
の「
自
助
」「
共
助
」の
取
組
を
積
極
的

に
促
進
し
ま
す
。

◉
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
産
業
の
創
出
推
進

◉
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
水
素
の

　

利
活
用
促
進

�　

�

災
害
リ
ス
ク
の
軽
減
等
の
観
点
か
ら
、エ
ネ
ル

ギ
ー
産
業
の
立
地
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

普
及
を
促
進
し
ま
す
。

自
助
、共
助
、公
助
に
よ
る

災
害
対
応
力
の
強
化

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及

な
ど
に
よ
る
安
心・安
全
の
確
保

災
害
に
強
く

安
心・安
全
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
に
し
よ
う
！

静
岡
市
民
は
、地
域
、学
校
、企
業
等
で
防
災
訓
練
を
重

ね
、防
災
意
識
が
世
界
一
高
い
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。災

害
が
起
こ
っ
た
ら
、ま
ず
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
と
い

う「
自
助
」の
意
識
と
、近
所
の
人
同
士
が
互
い
に
助
け

合
っ
て
地
域
を
守
る
と
い
う「
共
助
」の
意
識
を
更
に
高

め
、災
害
に
対
し
て
強
い
ま
ち
で
あ
り
続
け
た
い
で
す

ね
。そ
し
て
、消
防
や
救
急
に
よ
る
救
助
、ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
各
社
の
応
急
活
動
、市
の
支
援
体
制
な
ど
の「
公
助
」

の
力
も
高
め
、万
が
一
、災
害
が
起
き
て
も
、被
害
を
よ
り

小
さ
く
、復
旧
復
興
を
よ
り
早
く
で
き
る
ま
ち
で
あ
り

た
い
も
の
で
す
。

「
ど
こ
で
ど
ん
な
被
害
が

起
き
て
い
る
か
」「
ど
こ

に
避
難
し
た
ら
よ
い
か
」

な
ど
の
情
報
を
素
早

く
把
握
し
、正
確
に
伝

え
る
こ
と
は
と
て
も
大

切
。市
の
危
機
管
理
機

能
の
向
上
は
、減
災
に
も

つ
な
が
る
よ
ね
。

「
50
年
に
一
度
起
き
る
か

ど
う
か
」と
言
わ
れ
た

大
雨
が
何
度
も
降
る
時

代
。生
命
や
財
産
を
守

る
こ
と
を
第
一
に
、常
に

最
新
の
情
報
を
得
て
、防

災
対
策
を
見
直
さ
な
い

と
不
安
で
す
よ
ね
。

災
害
や
事
故
に
あ
っ
て

も
、行
政
の
機
能
が
適

切
に
維
持
さ
れ
る
か
ど

う
か
は
、市
民
に
と
っ
て

も
と
て
も
気
が
か
り
な

こ
と
で
す
。企
業
も
Ｂ
Ｃ

Ｐ
の
策
定
を
進
め
、災

害
に
強
く
、復
旧
の
早
い

ま
ち
に
し
た
い
で
す
ね
。

津波や地震に備えた施設や仕
組みが充実します。市民、企
業、行政の連携により地域の
災害対応力が強化されます。

ゲリラ豪雨や台風に強いま
ちを実現し、市民の大切な
生命と財産を守ります。

エネルギーの地域内循環が可能に
なり、平常時は環境に配慮した暮ら
し、大規模災害時は早期の電力復
旧や融通ができるようになります。

一
刻
も
早
い
産
業

の
復
旧
も
必
要
で

あ
り
、そ
の
た
め
の

Ｂ
Ｃ
Ｐ（
※
1
）は

欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
対
策
だ
と

思
う
。

異
常
気
象
が
も

た
ら
す
災
害
を

想
定
し
た
計
画

づ
く
り
は
ち
ゃ

ん
と
し
て
い
ま

す
か
？

災
害
が
起
き

た
時
に
、素
早

く
正
確
な
情

報
を
知
る
こ

と
が
で
き
る

と
安
心
だ
な
。

01政策
◉
広
域
河
川
の
改
修
整
備

◉
道
路
自
然
災
害
防
除
対
策
（
法
面
）

◉
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策

　

�

国
や
県
と
連
携
し
た
総
合
的
な
浸
水
対
策
、が
け

崩
れ
や
地
滑
り
か
ら
生
命・財
産
を
守
る
土
砂
災

害
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
台
風
な
ど
の

風
水
害
や
土
砂
崩
れ
へ
の
備
え

02政策03政策

関連
ページ

しずおかまちづくり8年計画
重点プロジェクト編

P053〜
分野別の政策・施策

「商工・物流」

P069〜
分野別の政策・施策

「社会基盤」

P077〜
分野別の政策・施策

「防災・消防」

P081〜
分野別の政策・施策

「生活・環境」

さまざまな危機に備え、大切な生命と財産を守ろう！

速やかな
復旧復興対策

地震や津波への備え

まちの未来 まちの未来 まちの未来

市民の声❶

市民の声❷

市民の声❸

こう考えたら、どうでしょう？

それなら、こうしてみよう！

風水害対策、
土砂災害対策

防
災

②「つながる力」による 暮らしの充実重点プロジェクト

安心して暮らせる
まちに

◀ ◀ ◀

関連ページも、
見てみよう！

（※2）防災スマート街区：太陽光発電システムなど
の自立的エネルギーを備える住宅が整備され、地域内
での電力融通が可能な機能を有するなど、被災時でも
自宅で過ごすことができる地震に強いまち。

（※1）ＢＣＰ：（Business 
Continuity Planning）
事業継続計画。 企業が災
害等の不測の事態に遭遇
しても、業務への影響を最
小限に抑え、事業の継続・
早期の復旧ができるよう、
あらかじめ策定しておく行
動計画のこと
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◉�

女
性
の
活
躍
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

◉
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

体
験
フ
ェ
ア

◉
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
イ
ベ
ン
ト

　

�

多
様
な
個
性
を
持
つ
市
民
が
互
い
に
尊
重
し
、共

に
暮
ら
す
ま
ち
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

◉
人
材
養
成
塾

　

（
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
コ
ー
ス
・

      

社
会
事
業
家
養
成
コ
ー
ス
）

�　

�

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
や
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
を
担
う
人
材
を
養
成
し
、行
政
と
の
協
働
を
推

進
し
ま
す
。

異
な
る
文
化
、性
別
、個
性
を

認
め
合
い
、共
に
助
け
合
う
ま
ち
へ

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
と

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

誰
か
を
支
え
、

誰
か
に
支
え
ら
れ
、

こ
の
ま
ち
が
好
き
！

み
な
さ
ん
、「
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」と
い
う
言
葉
を
聞
い
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？「
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
は
知
っ

て
い
る
け
ど
…
」そ
う
、「
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
」な
ら
ぬ
、「
市

民
」と
し
て
の
意
識
や
精
神
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。静
岡

に
生
ま
れ
育
っ
た
人
、引
っ
越
し
て
き
た
人
。性
別
、国
籍

や
年
齢
も
違
っ
て
、市
民
一
人
ひ
と
り
、み
ん
な
が
個
性
あ

る
人
。お
互
い
を
尊
重
し
、認
め
合
い
、ま
た
、豊
か
な
自

然
と
共
に
暮
ら
す
た
め
に
、市
民
と
し
て
自
分
が
で
き

る
こ
と
は
何
だ
ろ
う
か
。そ
れ
を
考
え
る
こ
と
か
ら
、静

岡
の
ま
ち
づ
く
り
は
始
ま
り
ま
す
。

み
ん
な
に
と
っ
て
住
み

や
す
く
、心
地
良
い
ま
ち

に
す
る
た
め
、ま
ず
は
、

相
手
の
気
持
ち
に
な
っ

て
考
え
る
こ
と
が
大
切

で
す
よ
ね
。

南
ア
ル
プ
ス
の
素
晴
ら

し
さ
を
知
っ
て
い
て
も
、

何
を
し
た
ら
い
い
の
？

と
思
う
人
も
多
い
は
ず
。

み
ん
な
で
知
恵
を
絞
っ

て
、自
然
環
境
の
保
全
と

活
用
を
、両
立
し
て
い
け

た
ら
素
晴
ら
し
い
で
す

よ
ね
。

生
涯
を
通
じ
て
学
ぶ
楽

し
さ
、成
果
を
発
揮
で

き
る
場
が
あ
れ
ば
生
き

が
い
に
も
な
り
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
市
民
活
動

を
し
て
い
る
人
た
ち
も

い
ま
す
。ま
ず
一
歩
踏
み

出
し
て
、チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

国籍、文化、性別、年齢の違いや、
障がいの有無などを認め合い、
「和の精神（※2）」を持ってつな
がり、共に暮らすまちになります。

環境ボランティア、自然環境学習
などに取り組む人が増えます。豊
かな自然環境への理解が進み、さ
らなる価値の向上が図られます。

「わたしも地域の一員」という意識が
高まり、地域のために活動する人が増
えてきます。人々のつながりが大切に
され、コミュニティが活性化します。

子
育
て
も
一
段
落
し
、

地
域
の
た
め
に
何
か

で
き
た
ら
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

経
験
や
知
識
が
、何

か
の
役
に
立
て
ば
、

う
れ
し
い
で
す
。

南
ア
ル
プ
ス
が
ユ

ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク（
※
１
）と
し
て

登
録
さ
れ
ま
し

た
が
、ど
の
よ
う

に
活
か
し
て
い

く
の
で
す
か
？

静
岡
市
は
、住
み
や

す
い
ま
ち
だ
と
思

う
け
ど
、「
誰
に
と
っ

て
も
」
住
み
や
す

く
、働
き
や
す
い
ま

ち
な
の
だ
ろ
う
か
？

01政策
◉�

南
ア
ル
プ
ス
周
辺
登
山
道
整
備

◉
南
ア
ル
プ
ス
環
境
調
査

◉
安
倍
の
大
滝
遊
歩
道
整
備

　

�

南
ア
ル
プ
ス
、安
倍
川
、興
津
川
、駿
河
湾
等
、多

彩
な
自
然
環
境
の
保
全
と
活
用
を
図
り
、人
と
自

然
と
の
共
生
を
進
め
ま
す
。

南
ア
ル
プ
ス
や
駿
河
湾
な
ど
の

恵
み
豊
か
な
自
然
の
継
承

02政策03政策

関連
ページ

しずおかまちづくり8年計画
重点プロジェクト編

P045〜
分野別の政策・施策

「観光・交流」

P057〜
分野別の政策・施策

「文化・スポーツ」

P081〜
分野別の政策・施策

「生活・環境」

P085〜
分野別の政策・施策を

推進するための視点

和の精神で互いに敬い、自然を愛し、共に暮らそう！

「まちづくりは人づくり」
シチズンシップの普及 家康公が愛した

共生のまち推進

まちの未来 まちの未来 まちの未来

市民の声❶
市民の声❷

市民の声❸

こう考えたら、どうでしょう？

それなら、こうしてみよう！

南アルプスなど
自然との共生の推進

共
生

③「つながる力」による 暮らしの充実重点プロジェクト

みんなで住みやすい
まちにしよう！

◀ ◀ ◀

関連ページも、
見てみよう！

（※1）ユネスコエコパーク：
自然と人間社会の共生を目
的とした、ユネスコの人間と
生物圏計画における生物圏
保存地域のこと

（※2）和の精神：人々がお互いに親しみを持って
助け合い、他人のことを思いやる心
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総合計画とは、市政運営の最も基本となる計画です

総合計画は、まちの将来像を示すとともに、市政を総合的、計画的に運営す

るために、各分野における計画や事業の指針を明らかにするものです。

❶「基本構想」❷「基本計画」❸「実施計画」の 3 層で構成し、「基本構想」

ではまちづくりの大きな方向性を、「基本計画」「実施計画」ではその具体的

な目標・実施方法を詳しく示しています。総合計画の構成を理解して、まちづく

りの将来を読み進めていきましょう。

「総合計画」の読み方

時代認識（P027）

基本計画へと展開します。

長期的に変わることのない基本的なまちづくりの方向性

静岡市の強みを活かして「まちづくりの目標」を具現化した姿

まちづくりの目標（P029）

目指す都市像（P030）

基本構想

実施計画へと展開します。

第3次総合計画の成果目標（P037）

各分野の政策・施策を推進するための視点

重点プロジェクト（P009〜） 分野別の政策・施策（P041〜）

基本計画

8年間

第3次総合計画での…

❶ 基本構想とは

将来を展望して目指すまちづくりの目標や都市像を明らかにするものです

◉�基本構想は、長期的に変わることのない基本的なまちづくりの方向性であることから、期間を定
めないこととしています。

❷ 基本計画とは

基本構想に基づき実施する政策・施策の体系を明らかにするものです

◉�基本計画は、計画の期間を8年間と定め、新しい行政経営の指針として、第3次総合計画の
　�成果目標を設定しています。この目標実現のために、優先的に取り組む「重点プロジェクト」と
「分野別の政策・施策」を示しています。

❸ 実施計画とは

基本計画に定められた施策を展開するための個別の事務事業を定めるものです

◉�実施計画は計画の期間を４年間とし、前期（平成27年度から30年度）と後期（平成31年度か
ら34年度）からなります。
◉�現行制度を前提とした財政シミュレーション（歳入と歳出の見積もりの総量を推計したもの）を作成
し、これと整合を図ることにより策定しており、健全な財政運営に資することを目的としています。
◉�実施計画は、社会経済情勢等の変化に対応するため、毎年見直しを図っていきます。

※�「第3次静岡市総合計画前期実施計画（平成27年度〜30年度分）」を、別冊としてまとめました。
　市ホームページ又は各区役所市政情報コーナーにて閲覧いただけます。

総合計画の読み方

基本構想

基本計画

実施計画

❶

❷

❸

総
合
計
画
は

3
層
構
造

コラム
Column ②
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基本構想

鎖
国
、開
国
か
ら
経
済
大
国
へ

　

17
世
紀
初
頭
、江
戸
幕
府
が
開
か
れ
ま
し
た
。

鎖
国
政
策
に
よ
っ
て
、日
本
独
自
の
文
化
が
育
ま

れ
ま
し
た
。幕
藩
体
制
の
下
で
各
地
の
藩
が
地

域
社
会
を
治
め
、分
権
的
な
時
代
で
し
た
。

　

19
世
紀
半
ば
、黒
船
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。そ

れ
は
欧
米
各
国
が
領
土
の
拡
大
を
争
う
帝
国
主

義
の
時
代
。日
本
は
突
然
に
開
国
を
迫
ら
れ
、列

強
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
ま
す
。そ
う
し
た
中
、幾

多
の
幕
末
の
志
士
や
幕
臣
た
ち
の
犠
牲
と
見
識

に
よ
り
、明
治
維
新
が
成
し
遂
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

明
治
時
代
に
入
り
、文
明
開
化
で
生
活
が
大

き
く
変
わ
り
ま
し
た
。西
洋
文
明
を
取
り
入
れ

た
近
代
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。中
央
政
府
の
強

大
で
集
権
的
な
統
治
の
下
、殖
産
興
業
や
富
国

強
兵
も
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

20
世
紀
半
ば
に
は
第
2
次
世
界
大
戦
を
経
験
。

そ
の
後
は
、平
和
主
義
を
掲
げ
る
新
憲
法
の
下
、戦

後
復
興
、高
度
経
済
成
長
を
果
た
し
、世
界
有
数

の
経
済
大
国
へ
成
長
し
ま
し
た
。

「
国
家
の
時
代
」か
ら「
都
市
の
時
代
」へ

　

20
世
紀
は「
国
家
の
時
代
」、21
世
紀
は「
都
市

の
時
代
」と
言
わ
れ
ま
す
。

　

近
年
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
飛
躍
的
発
展
に
よ

り
、膨
大
な
情
報
が
地
球
規
模
で
行
き
交
っ
て
い

ま
す
。地
方
都
市
や
市
民
も
情
報
を
持
ち
、主

体
的
に
、ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
行
動
で
き
ま
す
。同
時

に
、都
市
間
競
争
は
、国
家
の
枠
組
み
を
超
え
て

激
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

「
成
熟・持
続
可
能
」な
都
市
へ

　

最
近
の
国
民
の
意
識
を
見
る
と
、モ
ノ
の
豊
か

さ
の
み
な
ら
ず
、コ
コ
ロ
の
豊
か
さ
を
求
め
る
志
向

が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
東
日
本
大
震
災
を

経
て
、「
絆
」の
大
切
さ
が
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
「
成
熟・持
続
可
能
」な
都
市
で
は
、そ
の
都
市

が
持
つ
独
自
の
歴
史
文
化
や
自
然
環
境
が
大
切

に
さ
れ
ま
す
。市
民
生
活
も「
ク
オ
リ
テ
ィ・オ
ブ・

ラ
イ
フ
」や「
ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
」が
重
視

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
、静
岡
市
が
目
指
す
の
は

　

今
の
静
岡
市
の
人
口
は
70
万
人
。政
令
指
定

都
市
と
し
て
は
小
規
模
で
す
が
、長
い
歴
史
や
豊

か
な
自
然
に
育
ま
れ
た
独
自
の
地
域
資
源
に
恵

ま
れ
て
い
ま
す
。同
時
に
、「
成
熟
・
持
続
可
能
」

な
都
市
で「
ク
オ
リ
テ
ィ・オ
ブ・ラ
イ
フ
」を
求
め

る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
条
件
を
揃
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
資
源
を
最
大
限
に
活
か
せ
ば
、魅

力
に
あ
ふ
れ
、風
格
が
あ
り
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
で

き
る
都
市
に
な
れ
る
は
ず
で
す
。

　

静
岡
市
は
、世
界
に
存
在
感
を
示
せ
る
都
市
、

つ
ま
り「
世
界
水
準
の
都
市
」に
な
る
。

　

静
岡
市
は
、世
界
に
向
け
て
ど
ん
ど
ん
発
信
し

て
い
く
。

　

そ
の
実
現
に
向
け
て
、こ
の
構
想
を
策
定
し
ま

し
た
。

基
本
構
想

策
定
に
あ
た
っ
て
の

時
代
認
識

わが国は今、「成熟・持続可能」の時代へ
向かっています。

第 1章
Chapter 1
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Chapter 1 第 1章　基本構想

まちづくりの目標目指す都市像

住む人が誇りとやすらぎを感じ、訪れる人が憧れを抱く
魅力的で風格のある都市を実現します

世 界 に存 在 感 を 示 すまちになるた めに長所を徹底的に伸ばし、最大限に活かしていく

　静岡市は、温暖な気候や豊富な日照時間、南アル

プスや安倍川、藁科川、興津川などの豊かな自然環

境を背景に、全国有数の快適な居住環境を有してい

ます。また、市民の皆さんの願いは、健康長寿で、安

心・安全に、自分らしく地域で暮らし続けることができ

る環境の実現です。

　そのため、市民、企業、行政といった本市を構成す

るあらゆる主体が、お互いの多様性を尊重し合い、連

携していくことによって、様々な地域課題をきめ細かく

解決し、一人ひとりのさらなる生活の質の向上を図る

ことにより、「暮らしの充実」を目指していきます。

「世界に輝く静岡」の実現

（　　　　　）（　　　　　）

　静岡市は、奈良時代以前に国府が置かれてから今日

に至るまで、地域の中核的な役割を担い続けるなど、東

海道の要衝としての存在感を発揮してきました。また、登

呂遺跡の農耕集落が栄えた弥生時代や、今川文化が

花開いた室町・戦国時代、家康公の大御所政権時代な

ど、悠久の歴史の中で、多彩な文化を育んできました。

　このような歴史や文化を地域資源としてとらえ、み

がきあげ、新たな経済的な価値を創造していくこと

で、市民の皆さんの郷土の歴史や文化に対する誇り

を育み、文化力を地域の活力、経済力に転換するこ

とにより、「都市の発展」を目指していきます。

素晴らしい歴史や文化を自慢できる

「歴史文化のまち」の実現
健康で長生きできる生活を満喫する

「健康長寿のまち」の実現

12

「
静
岡
ら
し
さ
」を
追
求
し
ま
す

　
「
世
界
水
準
の
都
市
」と
は
、ど
ん
な
都
市
で
し
ょ

う
。静
岡
市
が
目
指
す
都
市
は
、東
京
や
大
阪
、果
て

は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
上
海
な
ど
、人
口
や
産
業
が
極
端

に
集
積
し
て
い
る
巨
大
な
都
市
の
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。人
口
70
万
人
で
あ
っ
て
も
一
定
の
経
済
力
を
有

し
な
が
ら
、郷
土
の
歴
史
と
自
然
を
守
り
、住
む
人
が

活
き
活
き
と
暮
ら
せ
る
、成
熟
し
た
持
続
可
能
な
都

市
だ
と
考
え
ま
す
。

　

静
岡
市
に
は
、長
い
歴
史
と
豊
か
な
自
然
に
育
ま
れ

た
、魅
力
に
あ
ふ
れ
風
格
と
個
性
の
あ
る
地
域
資
源
が

た
く
さ
ん
有
り
ま
す
。そ
こ
で
、第
３
次
総
合
計
画
で

は
、短
所
を
補
う
の
で
は
な
く
、こ
れ
ら
の
長
所
を
さ

ら
に
み
が
き
あ
げ
て
い
く
こ
と
で
、地
域
の
産
業・経
済

の
振
興
と
と
も
に
、市
民
の
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を

実
現
し
て
い
き
ま
す
。

　

例
え
ば
、世
界
遺
産「
三
保
松
原
」や
国
宝「
久
能

山
東
照
宮
」な
ど
、世
界
に
認
め
ら
れ
た
地
域
の
宝
を

活
用
す
る
こ
と
で
、経
済
的
な
価
値
が
生
ま
れ
、「
都

市
の
発
展
」が
実
現
し
ま
す
。ま
た
、温
暖
な
気
候
と

豊
か
な
自
然
が
生
み
出
す
快
適
な
居
住
環
境
や
穏
や

か
な
市
民
性
は
、住
む
人
や
訪
れ
る
人
に「
暮
ら
し
の

充
実
」を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

静
岡
市
は
、こ
の
２
つ
を
両
立
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
、

「
地
球
儀
に
載
る
都
市
」、「
世
界
の
中
で
存
在
感
を

示
す
都
市
」と
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。
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時
代
の
潮
流日本は2008年（平成20年）をピークに人

口減少に転じ、これから本格的な人口減
少社会に突入。このまま何も手を打たな
ければ、100年足らずで現在の約40％、
明治時代の水準まで急減。

65歳以上 15〜64歳 0〜14歳

推計値

（千人）
800

700

600

500

400

300

200

100

0

86
（12％）

107
（14％） 129

（18％） 152
（21％） 177

（25％） 200
（29％） 209

（31％） 208
（32％） 206

（33％） 206
（35％） 209

（37％）

133
（18％）

114
（15％）

103
（14％）

96
（13％）

92
（13％）

85
（12％）

77
（11％）

69
（11％）

62
（10％）

57
（10％）

51
（10％）

519
（70％） 516

（70％） 496
（68％） 473

（65％） 448
（63％） 415

（59％） 393
（58％） 376

（58％） 356
（57％） 328

（55％） 296
（53％）

1990
（H2）

1995
（H7）

2000
（H12）

2005
（H17）

2010
（H22）

2015
（H27）

2020
（H32）

2025
（H37）

2030
（H42）

2035
（H47）

2040
（H52）

739 738 729 723 716 701
679 653

623
591

559

資料：国立社会保障・人口問題研究所資料を基に静岡市作成

静岡市の年齢区分別将来推計人口

◦
急
速
な
人
口
減
少

　

今
、
わ
が
国
は
、
急
速

な
人
口
減
少
と
少
子
・
高

齢
化
の
問
題
に
直
面
し
て

い
ま
す
。
国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
の
「
日

本
の
将
来
推
計
人
口
（
平

成
24
年
１
月
）」
で
は
、
日

本
の
総
人
口
を
下
の
よ
う

に
推
計
し
て
い
ま
す
。

◦�

地
域
社
会
へ
の

　
深
刻
な
影
響

　

生
産
年
齢
人
口
の
減
少

は
、
労
働
力
の
減
退
、
消

費
の
縮
小
に
よ
る
地
域
経

済
の
衰
退
、
ひ
い
て
は
国

や
地
方
の
税
収
不
足
に
伴

�

本
格
的
な

人
口
減
少
社
会
へ
の
突
入

う
教
育
、
福
祉
、
保
健
、
医
療
、
公
共

施
設
管
理
な
ど
の
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
を
は
じ
め
、
地
域
の
社
会
経
済
環
境

に
様
々
な
変
化
を
も
た
ら
し
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
人
口
減
少
が
地
域
社
会
に
与

え
る
影
響
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
５
月
に
は
、
民
間
の
有
識

者
団
体
が
、
地
方
か
ら
東
京
を
中
心
と

す
る
大
都
市
へ
の
人
口
流
出
が
こ
の
ま

ま
続
け
ば
、
平
成
52
年
（
２
０
４
０
年
）

に
は
全
国
約
１
，
７
０
０
自
治
体
の
う

ち
、
約
半
分
に
あ
た
る
８
９
６
市
区
町

村
が
消
滅
の
危
機
に
あ
る
、
と
の
試
算

を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
出
産
年

齢
の
中
心
で
あ
る
20
～
39
歳
の
女
性
が
、

平
成
52
年
（
２
０
４
０
年
）
ま
で
に
半

減
し
、
人
口
減
少
が
止
ま
ら
な
い
自
治

体
を
定
義
づ
け
し
た
も
の
で
す
が
、
子

育
て
環
境
の
充
実
な
ど
に
よ
る
出
生
率

の
改
善
は
、
も
は
や
待
っ
た
な
し
の
状

況
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。

◦
改
善
が
求
め
ら
れ
る

　
雇
用
と
就
業
環
境

　

雇
用
情
勢
に
お
け
る
企
業
と
学
生
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
解
消
や
、
若
者
や
女
性
な
ど
の
就
業

促
進
な
ど
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◦
絆
や
つ
な
が
り
を

　
求
め
る
意
識

　

人
々
の
意
識
は
、
こ
れ
ま
で
わ
が
国
の
経

済
成
長
を
支
え
て
き
た
、
大
量
生
産
・
大
量

消
費
、経
済
性
や
効
率
性
が
重
視
さ
れ
る「
成

長
・
拡
大
」
か
ら
、
多
様
性
・
寛
容
性
、
安

心
・
安
全
、
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
の
実
現
を
志
向

す
る
「
成
熟
・
持
続
可
能
」
へ
と
変
化
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。
全
国
各
地
の
固
有
の
自
然
、

文
化
、
風
習
、
暮
ら
し
方
な
ど
の
魅
力
に
ひ

か
れ
、
首
都
圏
か
ら
地
方
へ
移
り
住
む
こ
と

を
熱
望
す
る
人
も
増
え
て
い
ま
す
。
今
ま
で

以
上
に
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
、
自
分
と
共

有
、
共
感
で
き
る
相
手
な
ど
を
求
め
る
時
代

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

新
た
な
社
会
的
課
題
の

顕
在
化
と
人
々
の

意
識
の
変
化

◦
地
方
都
市
が

　
個
性
を
主
張
す
る
時
代

　

近
年
、
国
内
外
に
お
い
て
文
化
芸
術
の
も

つ
「
創
造
性
」
を
産
業
振
興
や
地
域
振
興
な

ど
に
活
用
し
、地
域
の
個
性
を
み
が
き
あ
げ
、

地
域
経
済
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
の
活
性
化

を
図
る
取
組
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
好
事
例
と

し
て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

創
造
性
、

地
域
個
性
の
時
代

人
口

◦
続
く
高
齢
化
と
転
出
傾
向

「基本計画」の基礎知識

基本構想に基づき実施する政策・施策の体系を明らかにするものです

「基本計画」の
　基礎知識

2008年 １億2,806万人

2050年 9,708万人

2100年 4,959万人 ➡約40％に！
＊日本の総人口の中位推計

静
岡
市
の
現
況

解
説
し
ま
す
。

人
口
減
少

社
会
で
す
。

次
に
静
岡
市
の

現
況
を
見
て

み
ま
し
ょ
う
。

コラム
Column ③
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H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

（億円）
5,000

4,500

4,000

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

3,151 3,239 3,256 3,324 3,429
3,588

3,784
3,888 3,997 4,182

4,290

市債残高の推移

H20 H21 H22 H23 H24 H25

（億円）
500

450

400

350

300

250

（％）
27

25

23

21

281
307

335
358

400
413

25.3％
26.3％

24.7％24.5％
24.1％

23.2％

社会保障関係経費（※） 高齢化率

第１次行財政改革推進大綱実施計画（H17～21）

【効果額】　　３９２億円
【職員削減】　４２０人

5年間の実績

第２次行財政改革推進大綱実施計画（H22～26）

【効果額】　　459億円
【職員削減】　152人

H25までの4年間の実績

　

本
市
の
将
来
推
計
人
口
は
、
平
成
22
年

（
２
０
１
０
年
）
の
７
１
６
千
人
を
基
準

と
す
る
と
、
平
成
32
年
（
２
０
２
０
年
）

に
は
５
％
減
の
６
７
９
千
人
、
平
成
52
年

（
２
０
４
０
年
）
に
は
22
％
減
の
５
５
９
千

人
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

15
才
か
ら
64
才
ま
で
の
生
産
年
齢
人

公
共
施
設

◦
施
設
の
老
朽
化
や

　
人
口
減
少
へ
の
対
応

　

本
市
で
は
、
１
９
７
０
年
代
ま
で
の
高
度

成
長
期
、
80
年
代
の
バ
ブ
ル
成
長
期
、
そ
し

て
90
年
代
の
不
況
時
の
景
気
対
策
期
を
通
じ

て
、
多
く
の
公
共
施
設
を
整
備
し
て
き
ま
し

た
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
施
設
の
老
朽
化
が
進

み
、
い
っ
せ
い
に
改
修
や
建
て
替
え
の
時
期

を
迎
え
る
た
め
、
多
額
の
費
用
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
後
は
急
激
な
人
口
減
少
や
厳

し
い
財
政
状
況
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
公
共
施
設
の
あ
り
方
を
見
直
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。

財
政
状
況

◦
予
断
を
許
さ
な
い

　
厳
し
い
見
通
し

　

旧
静
岡
市
と
旧
清
水
市
が
合
併
し
た
平
成

15
年
と
、
10
年
後
の
平
成
25
年
の
市
債
残
高

を
比
べ
て
み
る
と
、
約
１
千
億
円
を
超
え
て

増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
政
令
指
定
都
市

移
行
後
は
、
市
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
の
経

常
的
収
入
の
う
ち
、
人
件
費
や
扶
助
費
、
公

債
費
な
ど
の
経
常
的
経
費
に
使
わ
れ
る
お
金

の
割
合
が
増
え
て
お
り
、
こ
れ
は
本
市
の
財

政
が
、
徐
々
に
余
裕
が
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
財
政
状
況
を
推
計
す
る
と
、
長

期
的
に
は
人
口
減
少
な
ど
に
よ
る
税
収
の

伸
び
悩
み
、
高
齢
化
の
進
展
等
に
よ
る
扶

助
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、
財
政

状
況
の
悪
化
は
避
け
ら
れ
な
い
見
通
し
と

な
っ
て
い
ま
す
。

行
財
政
改
革

◦
コ
ス
ト
縮
減
や
民
間
活
力
の

　
活
用
に
よ
る
経
費
削
減
の
実
現

　

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
よ
り
効
率
的

で
質
の
高
い
行
政
運
営
を
推
進
す
る
た
め
、

本
市
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
行
財
政
改
革

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
平
成
25
年
度

ま
で
の
９
年
間
で
、
適
正
な
定
員
管
理
な

ど
に
よ
る
総
人
件
費
の
削
減
や
公
共
工
事

の
コ
ス
ト
縮
減
、
民
間
活
力
の
導
入
、
補

助
金
等
の
見
直
し
に
よ
り
、
正
規
職
員
を

５
７
２
人
削
減
す
る
な
ど
、
８
５
１
億
円

の
効
果
額
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
後
も
厳
し
い
財
政
状
況
が

見
込
ま
れ
る
中
、諸
施
策
の「
選
択
と
集
中
」

を
図
る
な
ど
、
将
来
に
わ
た
り
安
定
し
た

行
財
政
運
営
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

口
は
、
平
成
22
年
（
２
０
１
０
年
）
の

４
４
８
千
人
か
ら
、
平
成
32
年
（
２
０
２
０

年
）
に
は
３
９
３
千
人
、
平
成
52
年

（
２
０
４
０
年
）
に
は
２
９
６
千
人
と
減

少
す
る
一
方
、
高
齢
人
口
は
、
平
成
22
年

（
２
０
１
０
年
）
の
１
７
７
千
人
か
ら
、
平

成
32
年（
２
０
２
０
年
）に
は
２
０
９
千
人
、

平
成
52
年
に
も
２
０
９
千
人
と
総
人
口
に

占
め
る
割
合
は
増
加
し
続
け
る
も
の
と
推

計
さ
れ
、
地
域
経
済
や
市
民
の
暮
ら
し
な

ど
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
人
口
移
動
の
傾
向
を
見
る
と
、

男
性
は
、
10
歳
か
ら
19
歳
の
年
代
に
お
い

て
市
外
へ
転
出
す
る
傾
向
と
、
20
歳
か
ら

34
歳
に
お
い
て
市
内
へ
転
入
す
る
傾
向
が

見
ら
れ
ま
す
が
、
女
性
は
ほ
ぼ
す
べ
て
の

年
代
に
お
い
て
転
出
傾
向
に
あ
り
、
今
後

も
女
性
の
市
外
へ
の
転
出
傾
向
が
続
く
と

予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
市
の
人
口
は
今
後
も
減

少
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、

医
療
や
交
通
、
教
育
と
い
っ
た
生
活
に
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
を
ど
う
維
持
し
て
い
く
か
、
学

校
、
図
書
館
と
い
っ
た
「
公
共
建
築
物
」
や

道
路
、
上
下
水
道
と
い
っ
た
「
イ
ン
フ
ラ
資

産
」
な
ど
の
公
共
施
設
を
ど
う
管
理
し
て
い

く
か
、
地
域
の
産
業
や
雇
用
を
ど
の
よ
う
に

拡
大
し
て
い
く
か
、
な
ど
多
く
の
課
題
に
取

6%

4%

2%

0%

-2%

-4%

-6%
0~4
歳

5~9
歳

10~14
歳

15~19
歳

20~24
歳

25~29
歳

30~34
歳

35~39
歳

40~44
歳

45~49
歳

50~54
歳

55~59
歳

60~64
歳

65~69
歳

70~74
歳

75~79
歳

80~84
歳

85歳
以上

転
入
超
過

転
出
超
過

（資料：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所資料を基に静岡市作成）

静岡市の男女・年齢区分別の純移動率  推計（2010→2015年）

（男）
（女）

「基本計画」の基礎知識

コラム
Column ③

り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（※）社会保障関係経費：ここでは、社会福祉費、老人福祉費、生活保護費の扶助費等
の合計としています

社会保障関係経費と高齢化率の推移
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Ⓒ大道芸ワールドカップ実行委員会

基本計画
基本計画は、基本構想に基づく都市像を実現するために、
重点的に取り組むプロジェクトをはじめ、市政全般にわたる政
策、施策を体系的に定め、計画的に推進していくことを目的と
したものです。計画期間は8年間です。

第 2 章
Chapter 2
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第3次総合計画の成果目標

「創造する力」
による都市の発展

「つながる力」
による暮らしの充実

静岡市の

力

人
口
70
万
人
の
維
持

第ニ章　基本計画
第 2章　基本計画

「つながる力」による
暮らしの充実
（安心・安全の確保）

静岡市が持つ地域資源に
新しい価値を与え、地域経済を活性化する

市民・企業・行政が連携して
地域課題を解決し、生活の質を高める

「創造する力」による
都市の発展
（産業・経済の振興）

「人口70万人維持」実現のための「２つの政策群」

「２つの政策群」の下で優先的に取り組む重点プロジェクト

分野別の政策・施策

　

静
岡
市
の
人
口
は
、現
状
の
ま
ま
推
移
す
る

と
、平
成
37
年（
２
０
２
５
年
）に
は
約
65
万
人
に

ま
で
減
少
す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。人
口
の

減
少
は
、地
域
経
済
や
市
民
の
暮
ら
し
な
ど
に

様
々
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。　

　

人
口
の
維
持
は
、地
域
の
持
続
的
な
発
展
の

た
め
の
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
か

ら
、危
機
意
識
の
共
有
化
と
目
標
の
設
定
に
よ

り「
オ
ー
ル
静
岡
」の
体
制
で
そ
の
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、

本
市
は
、人
口
減
少
対
策
を
進
め
る
上
で
、市
民

と
行
政
の
心
を
ひ
と
つ
に
す
る
わ
か
り
や
す
い

目
標
の
設
定
を
主
眼
に
置
き
、団
塊
の
世
代
が

後
期
高
齢
者（
75
歳
以
上
）と
な
る
２
０
２
５
年

の
本
市
の
総
人
口
を
70
万
人
に
維
持
す
る
こ
と

を
目
標
と
し
ま
し
た
。

　

本
市
の
平
成
25
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
、

１
．４
１
で
す
が
、子
育
て
支
援
の
充
実
や
、健
康

寿
命
の
延
伸
な
ど
の
自
然
増
対
策
を
行
い
、仮
に

国
民
希
望
出
生
率
で
あ
る
１
．８
ま
で
回
復
し
た

と
し
て
も
、社
会
増
減
が
現
状
の
ま
ま
で
あ
れ

ば
、目
標
人
口
ま
で
に
は
到
底
及
び
ま
せ
ん
。

　

こ
の
目
標
は
と
て
も
高
い
ハ
ー
ド
ル
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
が
、本
市
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る

人
々
と
共
に
、そ
の
実
現
に
向
け
、全
力
で
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

Chapter 2

「2025年に総人口70万人を維持」は3次総を代表する目標値。
その実現を目指す具体的な取組として
10の分野と、41の政策・132の施策を設定しました。
そして、それぞれの政策・施策にも成果指標と目標値を定めています。

第
3
次
総
合
計
画
の
最
大
目
標
は「
平
成
37
年（
２
０
２
５
年
）に
総
人
口
70
万
人
を
維
持
」す
る
こ
と
で
す
。

３次総では、政策の「選択と集中」を図る大きな枠組みとして、
主に産業・経済の振興を図る「創造する力」による都市の発展と、

主に安心・安全の確保を図る「つながる力」による暮らしの充実という２つの政策群を設定しました。

優先的に取り組む6つのプロジェクトで
目標の実現に拍車をかけます。

分野別の政策・施策にも成果指標と目標値を設定します。

P041〜

歴史◦P013〜

文化 ◦P015〜

中枢 ◦P017〜

健康◦P019〜

防災 ◦P021〜

共生 ◦P023〜

しずおかまちづくり8年計画
分野別の政策・施策編

しずおかまちづくり8年計画
重点プロジェクト編

市民・企業・行政が連携した「力」によるまちづくり

市政のさらなる展開

静
岡
市
へ
の
永
住
を

　
　
お
す
す
め
し
ま
す
。
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10
分
野
の

設
定
の
考
え
方

「
２
０
２
５
年
に
総
人
口

70
万
人
を
維
持
」に
向
け
、

政
策
を
具
体
化
し
ま
す
。

　
「
ひ
と
」
が
「
ま
ち
」
で
活

動
す
る
こ
と
に
、「
賑
わ
い
・

活
気
」
の
要
素
が
加
わ
る
こ
と

で
、︽
都
市
が
発
展
︾
し
て
い

き
ま
す
。

　
「
安
心
・
安
全
」
の
要
素
が

加
わ
る
こ
と
で
、︽
暮
ら
し
が

充
実
︾
し
て
い
き
ま
す
。

　

第
3
次
総
合
計
画
で
は
、「
ひ

と
」「
ま
ち
」「
賑
わ
い
・
活
気
」

「
安
心
・
安
全
」
の
４
つ
の
要
素
、

10
の
分
野
を
設
定
し
、
そ
れ
ぞ

れ
が
担
う
役
割
を
明
ら
か
に
し

た
上
で
、
市
政
を
運
営
し
て
い

き
ま
す
。

都市の
発展

安心・安全

賑わい・活気 ➡

ひと ➡ まち➡

➡

⊕
⊕

⊕

暮らしの
充実

賑わい・活気

❶ 観光・交流
国内外から多くの人々が
訪れ、活発な交流が行
われるまちを実現します

❷ 農林水産
山から海の多彩な資源
を活かして、人や地域が
潤う農林水産の盛んなま
ちを実現します

❸ 商工・物流
魅力的な人と企業が出
会い、世界に誇れる価値
を創造するまちを実現し
ます

ま ち

❻ 都市・交通
快適で質の高いまちの
拠点と交通環境を充実
させ、新たな交流と活力
を生み出すまちを実現し
ます

❼ 社会基盤
活発な経済活動や快
適な市民生活を支える
強
きょうじん

靭な社会基盤を有す
るまちを実現します

ひ と

❹ 文化・スポーツ
歴史に彩られた静岡の文
化を国内外に発信し、一
人ひとりが輝くまちを実
現します

❺ 子ども・教育
健やかで、たくましく、
しなやかに生きる力を
もった子ども・若者が育
つまちを実現します

安心・安全

❽ 健康・福祉
誰もが健やかに自分らし
く、地域で共に生きるこ
とのできるまちを実現し
ます

❾ 防災・消防
災害から市民の生命や
財産を守り、安心・安全
に暮らせるまちを実現し
ます

❿ 生活・環境
人と自然が共に生き、誰
もが住み続けたいと思え
るまちを実現します

「目指す都市像」実現のための4要素基本計画における10の分野設定

第 2章　基本計画Chapter 2
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まちづくりには、目に見えないような積み重ねも必要。
６つの重点プロジェクトが、目標に向けて静岡をぐいぐい引っ張る
取組とすれば、分野別の政策・施策は、市民の暮らし全般に関わる
どちらかというと「縁の下の力持ち」的な地道な取組です。
皆さん、それぞれに関心を寄せるテーマがありますよね。たくさん
の課題を乗り越えていくため、前ページで紹介した10の分野に、
41の政策と132の施策を設けました。幅広い分野から、それぞれ
の目標に向けて取り組むのはもちろん、市民と行政の連携も進め
ていきます。

まちの将来像、そしてあなたの夢の実現に向けて、
具体的な取組を一緒に始めましょう。

しずおかまちづくり8年計画
分野別の政策・施策編

特集2

しずおかまちづくり8年計画
分野別の政策・施策編

いろいろな視点から

考えるのは大変だけど、

大切なことだよね。

10の分野に41の課題。
それぞれをくわしく見てみよう！

観光客誘致にもっと
力を入れよう！

条件不利地を
活性化させるには？

中山間地の
新たな環境づくり！

地域経済をけん引する
産業の創出！

中小企業の競争力を
高めよう！

大規模社会資本の
整備と活用！

企業が求める
人材の育成と定着！

観光客の受入環境を
早急に整備！

中心市街地に
求心力を！

特産物に
高付加価値を！

農林水産業に
新たな担い手を！

地域資源を
もっと活用しよう！

歴史資源の
保全と活用！

子育て支援の
多様化！

地域活性化に
道路整備は
不可欠！

市民のスポーツ
への意識低下！

学力・体力・道徳心
の更なる向上！

道路の安全性と
快適性の確保！

芸術文化の
環境整備！

地域発展を支える
人材育成！

ライフラインの
維持！

生涯を通じて学べる
環境構築

子ども・若者を
取り巻く
環境の変化

社会基盤施設の
高齢化と老朽化

家庭や地域での
支え合う力の低下！

急激な高齢化への
不安！

障がいのある人の
増加、多様化！

様々な健康不安の
増加！

巨大地震による
甚大な被害の想定！

集中豪雨などによる
風水害の多発！

増加する
災害出動件数！

感染症など様々な
危機への懸念！

地球温暖化の
進行！

自然環境の
保全と活用！

暮らしを取り巻く
生活環境の変化！

資源循環型社会の
推進！

観光・交流　P045〜

健康・福祉　P073〜 防災・消防　P077〜 生活・環境　P081〜

文化・スポーツ　P057〜 都市・交通　P065〜子ども・教育　P061〜         社会基盤　P069 〜  

農林水産　P049〜 商工・物流　P053〜

賑わい・活気

ひと まち
「まちの顔」の
さらなる魅力向上！

地域の特色を
活かした
まちづくり

安全で快適な
住環境の確保！

自動車に頼らない
交通体系構築！

安心・安全

2015 ⇒ 2022

自然災害に対する
強い懸念！
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　観
光
は
、宿
泊
業
、飲
食
サ
ー
ビ
ス

業
、旅
行
業
、運
輸
業
、農
業
・
漁
業
、小

売
業
な
ど
関
連
す
る
産
業
の
す
そ
野

が
極
め
て
広
く
、地
域
経
済
の
活
性
化

に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
す
。

　静
岡
市
は
、我
が
国
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
世
界
的
に
名
高
い
富
士
山
の
一
大

眺
望
地
で
あ
り
、歴
史
的
に
も
東
西
交

通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
、現
在
も
首
都

圏
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
に
恵
ま
れ
た
好
立
地

に
あ
り
ま
す
。

　ま
た
本
市
は
、南
ア
ル
プ
ス
か
ら
駿

河
湾
ま
で
の
豊
か
な
自
然
環
境
の
下

に
、創
り
、守
り
、育
ま
れ
て
き
た
産
業

や
文
化
芸
術
な
ど
、多
彩
で
貴
重
な
地

域
資
源
を
数
多
く
有
し
て
い
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
特
色
を
最
大
限
に
活
用
し
、

国
内
外
か
ら
人
を
呼
び
込
む
観
光
事

業
を
振
興
し
、受
入
環
境
の
充
実
と
併

せ
て
交
流
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
は
、

地
域
に
高
い
経
済
波
及
効
果
や
雇
用

を
創
出
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　そ
こ
で
、本
市
は
、地
域
の
魅
力
を

一
層
み
が
き
あ
げ
、広
く
情
報
発
信
し
、

国
内
外
か
ら
訪
れ
る
人
々
と
市
民
が

活
発
に
交
流
す
る
ま
ち
の
実
現
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

H21 H22 H23 H24 H25
H
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H
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H
23

H
24

H
25

H
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H
22

H
23

H
24

H
25

H
21

H
22

H
23

H
24

H
25

開催数 参加者数 開催数 参加者数 開催数 参加者数 開催数 参加者数 開催数 参加者数

H21 H22 H23 H24 H25
8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

観光入込客数（単位：千人）訪日外国人旅行者数の推移（単位：千人）

歩行者通行量の推移 国際会議、国内会議開催状況

1,800
1,600
1,400
1,200
1,000

800
600
400
200

0

10.0

8.0

6.0

4.0

2.0

0

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

資料：静岡商工会議所『中心市街地通行量調査』（平成26年）

資料：日本政府観光局（JNTO）『訪日外国人旅行者統計』（平成26年）

静岡地区58地点の平均

清水地区5地点の平均

地域資源の活用やおもてなしの向上を図り
観光と交流による地域活性化が求められています

開催数 国内会議・大会 国際会議・大会 参加者数 国内会議・大会 国際会議・大会
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動向と課題

◉�ホビー産業、世界文化遺産三保松原、南アルプスなど
世界レベルの地域資源を有しており、多くの観光客が
訪れています。

◉�家康公に代表される歴史資源や、食、自然、スポーツな
ど他の地域に勝る魅力があります。

◉これらの資源をさらにみがきあげていく必要があります。

1 世界レベルの地域資源の
活用への期待3 急がれる来訪者

受入環境の整備

4 求心力の向上が
求められる中心市街地 2 交流人口の拡大による

地域活性化への期待

◉�地域の人がまちの魅力を再発見するとともに、その魅力
を国内外に発信し、来訪意欲を高める必要があります。

◉�MICE（※1）の誘致は多くの人を呼び込み、地域の
　活性化につながります。

◉�東日本大震災以降、訪日外国人旅行者が急激に増加
し、平成25年には初めて1,000万人を突破しました。

◉�来訪者に対する観光情報や交通手段などの受入態勢
が十分に整備されていません。

◉�市民や事業者のおもてなしの機運を高めることが急務と
なっています。

◉�静岡地区中心市街地では、高次都市機能（※2）の
　集積などにより一定の賑わいを創出しています。

◉�清水地区中心市街地では、ウォーターフロント（※3）などを
活かした賑わい創出への取組が行われています。

◉�静岡地区、清水地区ともに、歩行者通行量が長期的な
推移として減少傾向にあります。

資料：公益財団法人静岡観光コンベンション協会調べ（平成26年）

資料：静岡市調べ（平成26年）

開催数
（件）

参加者数
（人）

40 25 23 24 7
178,382 128,472 25,392 14,999 6,650

149 143 147 167 156245,885 358,635
483,264 504,587

332,222

6,790

8,611

6,219

8,358

10,364

713
579

634

625

1,565

1,596

1,405
1,512

1,754

1,925

7.4

8.3

5.1

8.6
9.2

① 賑わい・活気 みんなの力で創る、静岡。

分野別の政策・施策

観光・交流分野

  国内外から多くの人々が訪れ
活発な交流が行われるまちを

実現します

分野の目標

（※1）ＭＩＣＥ：多くの集客交流が見込まれるビジネスイベントなどの総称

（人）

三保松原 日本平 南アルプス

基
本
計
画
分
野
別
の
政
策
・
施
策

　︻①
観
光
・
交
流
分
野
︼

特
集
2

① 

観
光
・
交
流

② 

農
林
水
産

③ 

商
工
・
物
流

④ 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

⑤ 

子
ど
も
・
教
育

⑥ 

都
市
・
交
通

⑦ 

社
会
基
盤

⑧ 

健
康
・
福
祉
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・
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防

⑩ 

生
活
・
環
境

しずおかまちづくり8年計画
分野別の政策・施策編

（※2）高次都市機能：指定都市としての役割や周辺市町村
を含めた広域圏を対象とする施設集積による、教育、文化、
医療、行政、産業情報等の諸機能

（※3）ウォーターフロント：海・川・湖などに面する水際の地
帯。過密化する都市の新たな開発区域としての港湾、臨海部
を指して使われることもある
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（※１）

施策1 施策2 施策3

まちなかの賑わいを生み出す
イベントの推進

まちづくり人材、組織の活動支援 清水港ウォーターフロントの
賑わいづくり

◦�賑わい創出イベントの推進
◦大道芸ワールドカップｉｎ静岡の開催
◦「シズカン」プロジェクトの推進
◦中心市街地賑わい創出事業の推進

◦商業活性化グループ支援事業
◦商店街アドバイザー派遣事業

◦�清水港客船誘致の推進
◦清水港海洋文化拠点構想の推進
◦清水港海づり公園代替施設整備事業
◦清水港・みなと色彩計画の推進

施策1 施策2 施策3

模型の世界首都・静岡を活かした
魅力づくり

世界に認められた地域資源の
みがきあげ

徳川家康公をはじめとした
歴史に触れ親しむ観光振興

◦�「ホビーのまち静岡」の推進
◦�静岡ホビーショーの開催支援
◦ホビー産業育成支援

◦三保松原ビジターセンター建設事業
◦三保松原駐車場整備事業
◦南アルプス周辺登山道整備事業
◦有度山フレンドシップ協定の推進

◦「家康公が愛したまち静岡」プロジェクト
◦東海道歴史街道二峠六宿まち歩き観光の推進
◦歴史文化施設建設事業
◦駿府城公園再整備事業

施策4 施策5 施策6

お茶、しずまえ（※１）ブランドなど食の魅力のみがきあげ オクシズ（※2）の魅力を活かす交流促進 スポーツを通した魅力づくりの推進

◦「まぐろのまち静岡」の推進
◦「お茶のまち静岡」の推進
◦しずまえ鮮魚の普及推進

◦おらんとこのこれ一番事業
◦オクシズプロモーションの推進
◦オクシズスポーツツーリズムの推進

◦静岡マラソンの開催
◦サッカーを活かしたまちづくり
◦野球を活かしたまちづくり

施策1 施策2

来訪者の満足度を高める受入環境の充実 来訪者に安らぎを与えるおもてなしの向上

◦�東海道広重美術館等観光施設の再整備
◦来訪者の受入環境の整備推進
◦観光自転車ネットワーク事業
◦外国人旅行者誘致、消費税免税販売促進事業

◦静岡型体験観光の推進
◦おもてなしセミナーの開催
◦伝統芸能芸妓の振興による地域活性化

施策1 施策2 施策3

静岡市ならではの資源を活用した
シティプロモーションの推進

静岡市の特長を活かした
ＭＩＣＥの誘致

多様なネットワークを通じた
世界の人々との交流促進

◦�シティプロモーションの推進
◦「静岡市はいいねぇ。」キャンペーンの推進
◦「まるちゃんの静岡音頭」の普及啓発
◦国内観光プロモーションの推進

◦MICE誘致の推進
◦G8サミット関係閣僚会合の誘致推進
◦東京オリンピック・パラリンピック合宿等の誘致
◦ツインメッセ静岡の機能強化の検討

◦外客誘致の推進
◦海外プロモーションの推進
◦訪日教育旅行の誘致
◦富士山静岡空港就航先との交流促進
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1

政
策 静岡のブランド力ある地域資源を

活用した観光を推進します

国内外からの誘客と
交流を推進します

来訪者が再び訪れたくなる
受入態勢づくりを推進します

まちなかの魅力向上により
賑わい創出を推進します

関連施設・イベント入込客数
（静岡ホビーショー・ホビースクエア等）

関連施設・イベント入込客数
（三保松原、日本平、南アルプス等）

関連施設・イベント入込客数
（黄金の湯、安倍ごころ等）

関連施設・イベント入込客数
（静岡おでんフェア、清水港マグロまつり等）

関連施設・イベント入込客数
（駿府城公園、静岡まつり等）

関連施設・イベント入込客数
（清水日本平運動公園球技場、草薙総合運動場等）

交流に大変満足できたと思う来訪者の割合滞在に大変満足できたと思う来訪者の割合

関連施設・イベント
入込客数

ぜひまた訪れたいと思う
来訪者の割合

中心市街地の賑わいや魅力が
増したと感じる市民の割合

市内宿泊者数
現状値：1,613千人（H25）
����H29：1,850千人
����H33：2,100千人

現状値：8,932千人（H22〜25の平均）
����H30：9,443千人
����H34：9,952千人

現状値：56.9％（H26）
����H29：60％
����H33：65％

現状値：●静46.5％●清7％（H25）
����H30：●静50％●清10％
����H34：●静55％●清15％

2

政
策

3

4

政
策

政
策

現状値：212千人（H22〜25の平均）
⇒H30：223千人、H34：233千人

現状値：489千人（H22〜25の平均）
⇒H30：513千人、H34：538千人

現状値：4,398千人（H22〜25の平均）
⇒H30：4,570千人、H34：4,750千人

現状値：683千人（H22〜25の平均）
⇒H30：717千人、H34：751千人

現状値：2,116千人（H22〜25の平均）
⇒H30：2,330千人、H34：2,540千人

現状値：1,034千人（H22〜25の平均）
⇒H30：1,090千人、H34：1,140千人

現状値：35.6％（H26）
⇒H29：40％、H33：50％

現状値：27.5％（H26）
⇒H29：35％、H33：50％

市区町村魅力度ランキング

中心市街地主要イベント入込客数
（大道芸ワールドカップ、シズオカ×カンヌウィーク等）

公的空間等におけるまちづくり活動数 関連施設・イベント入込客数
（清水みなと祭り、客船歓迎事業等）

受入ＭＩＣＥの参加者数 外国人宿泊者数

現状値：85位／1,000市区町村（H25）
⇒H29：70位／1,000市区町村
⇒H33：50位／1,000市区町村

現状値：3,800千人（H22〜25の平均）
⇒H30：3,990千人、H34：4,180千人

現状値：5,512千人（H22〜25の平均）
⇒H30：5,790千人、H34：6,060千人

現状値：198回（H25）
⇒H29：220回、H33：240回

現状値：511千人（H25）
⇒H29：562千人、H33：613千人

現状値：25千人（H25）
⇒H29：35千人、H33：50千人

（※1）しずまえ：静岡市駿河湾沿岸地域の愛称　（※2）オクシズ：奥静岡エリア（奥大井・奥藁科・安倍奥・奥清水）の愛称
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「分野別の
　政策・施策編」の見方

　 ＮＰＭ と は 、N e w  P u b l i c 
Management（ニューパブリックマネジ
メント）の略で、日本語では「新公共経
営」と訳されます。ＮＰＭでは、民間企業
における経営理念や経営手法を可能
な限り導入し、行政経営の効率性や生
産性、有効性の向上を目指します。 
　ＰＤＣＡサイクルとは、政 策・施 策
の見直しや改善につなげるため、計画

（Plan）→実行（Do）→評価（Check）

→改善（Action）という４つの段階の活
動を繰り返し行うことで、継続的に見直
しや改善していくための手法です。 
　第3次総合計画では、成果や進捗状
況を明らかにしていくため、10分野の
41政策132施策のそれぞれに代表的
な成果指標と目標値を定め、政策・施
策を客観的な視点から評価することに
より、計画の見直しや改善を図り、ＮＰ
Ｍの実現を目指します。

「賑わい・活気」
「ひと」「まち」「賑わい・活気」「安心・
安全」で主に担当する要素です。

「政策」
この分野の取組の柱を示しています。

（主要な事業）
施策に沿って計画している主な事業です。

（成果指標）
取組の成果をみるために設定した指標と目標値です。

「現状値」…成果指標の現在の値です。
「Ｈ３０」…総合計画前期（H27 ～ 30）の目標値です。
「Ｈ３４」…総合計画後期（H31 ～ 34）の目標値です。

「施策」
政策に基づいた取組方針です。

「分野の目標」
この分野の目標と、取組の
基本的な考えを示します。

「動向と課題」
この分野に関わる現状、解決したい
課題を整理しています。

「観光・交流分野」
基本計画の 10 分野に
おける担当部分です。

（冒頭文）
分野の現状と役割の
具体的な説明です。

ＮＰＭ（新公共経営）を実現するため 
ＰＤＣＡサイクルによるマネジメントを行います

しずおかまちづくり8年計画
分野別の政策・施策編

解
説
し
ま
す
。

ふ
む
ふ
む
。

な
る
ほ
ど
。

次のページに行く前に、こちらをお読みください。
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観
光
は
、宿
泊
業
、飲
食
サ
ー
ビ
ス

業
、旅
行
業
、運
輸
業
、農
業
・
漁
業
、小

売
業
な
ど
関
連
す
る
産
業
の
す
そ
野

が
極
め
て
広
く
、地
域
経
済
の
活
性
化

に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
す
。

　

静
岡
市
は
、我
が
国
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
世
界
的
に
名
高
い
富
士
山
の
一
大

眺
望
地
で
あ
り
、歴
史
的
に
も
東
西
交

通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
、現
在
も
首
都

圏
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
に
恵
ま
れ
た
好
立
地

に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
本
市
は
、南
ア
ル
プ
ス
か
ら
駿

河
湾
ま
で
の
豊
か
な
自
然
環
境
の
下

に
、創
り
、守
り
、育
ま
れ
て
き
た
産
業

や
文
化
芸
術
な
ど
、多
彩
で
貴
重
な
地

域
資
源
を
数
多
く
有
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
特
色
を
最
大
限
に
活
用
し
、

国
内
外
か
ら
人
を
呼
び
込
む
観
光
事

業
を
振
興
し
、受
入
環
境
の
充
実
と
併

せ
て
交
流
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
は
、

地
域
に
高
い
経
済
波
及
効
果
や
雇
用

を
創
出
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、本
市
は
、地
域
の
魅
力
を

一
層
み
が
き
あ
げ
、広
く
情
報
発
信
し
、

国
内
外
か
ら
訪
れ
る
人
々
と
市
民
が

活
発
に
交
流
す
る
ま
ち
の
実
現
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

H21 H22 H23 H24 H25
H
21

H
22

H
23

H
24

H
25

H
21

H
22

H
23

H
24

H
25

H
21

H
22

H
23

H
24

H
25

開催数 参加者数 開催数 参加者数 開催数 参加者数 開催数 参加者数 開催数 参加者数

H21 H22 H23 H24 H25
8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

観光入込客数（単位：千人）訪日外国人旅行者数の推移（単位：千人）

歩行者通行量の推移 国際会議、国内会議開催状況
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資料：静岡商工会議所『中心市街地通行量調査』（平成26年）

資料：日本政府観光局（JNTO）『訪日外国人旅行者統計』（平成26年）

静岡地区58地点の平均

清水地区5地点の平均

地域資源の活用やおもてなしの向上を図り
観光と交流による地域活性化が求められています

開催数 国内会議・大会 国際会議・大会 参加者数 国内会議・大会 国際会議・大会
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0
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10,000
9,000
8,000
7,000
6,000
5,000
4,000
3,000
2,000
1,000

0

700,000
600,000
500,000
400,000
300,000
200,000
100,000
0 

動向と課題

◉�ホビー産業、世界文化遺産三保松原、南アルプスなど
世界レベルの地域資源を有しており、多くの観光客が
訪れています。

◉�家康公に代表される歴史資源や、食、自然、スポーツな
ど他の地域に勝る魅力があります。

◉これらの資源をさらにみがきあげていく必要があります。

1 世界レベルの地域資源の
活用への期待3 急がれる来訪者

受入環境の整備

4 求心力の向上が
求められる中心市街地 2 交流人口の拡大による

地域活性化への期待

◉�地域の人がまちの魅力を再発見するとともに、その魅力
を国内外に発信し、来訪意欲を高める必要があります。

◉�MICE（※1）の誘致は多くの人を呼び込み、地域の
　活性化につながります。

◉�東日本大震災以降、訪日外国人旅行者が急激に増加
し、平成25年には初めて1,000万人を突破しました。

◉�来訪者に対する観光情報や交通手段などの受入態勢
が十分に整備されていません。

◉�市民や事業者のおもてなしの機運を高めることが急務と
なっています。

◉�静岡地区中心市街地では、高次都市機能（※2）の
　集積などにより一定の賑わいを創出しています。

◉�清水地区中心市街地では、ウォーターフロント（※3）などを
活かした賑わい創出への取組が行われています。

◉�静岡地区、清水地区ともに、歩行者通行量が長期的な
推移として減少傾向にあります。

資料：公益財団法人静岡観光コンベンション協会調べ（平成26年）

資料：静岡市調べ（平成26年）

開催数
（件）

参加者数
（人）

40 25 23 24 7
178,382 128,472 25,392 14,999 6,650

149 143 147 167 156245,885 358,635
483,264 504,587

332,222

6,790

8,611

6,219

8,358

10,364

713
579

634

625

1,565

1,596

1,405
1,512

1,754

1,925

7.4

8.3

5.1

8.6
9.2

① 賑わい・活気 みんなの力で創る、静岡。

分野別の政策・施策

観光・交流分野

  国内外から多くの人々が訪れ
活発な交流が行われるまちを

実現します

分野の目標

（※1）ＭＩＣＥ：多くの集客交流が見込まれるビジネスイベントなどの総称

（人）

三保松原 日本平 南アルプス

基
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画
分
野
別
の
政
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施
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　︻
①
観
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・
交
流
分
野
︼

特
集
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① 

観
光
・
交
流

② 

農
林
水
産

③ 

商
工
・
物
流

④ 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

⑤ 

子
ど
も
・
教
育

⑥ 

都
市
・
交
通

⑦ 

社
会
基
盤

⑧ 

健
康
・
福
祉

⑨ 

防
災
・
消
防

⑩ 

生
活
・
環
境

しずおかまちづくり8年計画
分野別の政策・施策編

（※2）高次都市機能：指定都市としての役割や周辺市町村
を含めた広域圏を対象とする施設集積による、教育、文化、
医療、行政、産業情報等の諸機能

（※3）ウォーターフロント：海・川・湖などに面する水際の地
帯。過密化する都市の新たな開発区域としての港湾、臨海部
を指して使われることもある
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（※１）

施策1 施策2 施策3

まちなかの賑わいを生み出す
イベントの推進

まちづくり人材、組織の活動支援 清水港ウォーターフロントの
賑わいづくり

◦�賑わい創出イベントの推進
◦大道芸ワールドカップｉｎ静岡の開催
◦「シズカン」プロジェクトの推進
◦中心市街地賑わい創出事業の推進

◦商業活性化グループ支援事業
◦商店街アドバイザー派遣事業

◦�清水港客船誘致の推進
◦清水港海洋文化拠点構想の推進
◦清水港海づり公園代替施設整備事業
◦清水港・みなと色彩計画の推進

施策1 施策2 施策3

模型の世界首都・静岡を活かした
魅力づくり

世界に認められた地域資源の
みがきあげ

徳川家康公をはじめとした
歴史に触れ親しむ観光振興

◦�「ホビーのまち静岡」の推進
◦�静岡ホビーショーの開催支援
◦ホビー産業育成支援

◦三保松原ビジターセンター建設事業
◦三保松原駐車場整備事業
◦南アルプス周辺登山道整備事業
◦有度山フレンドシップ協定の推進

◦「家康公が愛したまち静岡」プロジェクト
◦東海道歴史街道二峠六宿まち歩き観光の推進
◦歴史文化施設建設事業
◦駿府城公園再整備事業

施策4 施策5 施策6

お茶、しずまえ（※１）ブランドなど食の魅力のみがきあげ オクシズ（※2）の魅力を活かす交流促進 スポーツを通した魅力づくりの推進

◦「まぐろのまち静岡」の推進
◦「お茶のまち静岡」の推進
◦しずまえ鮮魚の普及推進

◦おらんとこのこれ一番事業
◦オクシズプロモーションの推進
◦オクシズスポーツツーリズムの推進

◦静岡マラソンの開催
◦サッカーを活かしたまちづくり
◦野球を活かしたまちづくり

施策1 施策2

来訪者の満足度を高める受入環境の充実 来訪者に安らぎを与えるおもてなしの向上

◦�東海道広重美術館等観光施設の再整備
◦来訪者の受入環境の整備推進
◦観光自転車ネットワーク事業
◦外国人旅行者誘致、消費税免税販売促進事業

◦静岡型体験観光の推進
◦おもてなしセミナーの開催
◦伝統芸能芸妓の振興による地域活性化

施策1 施策2 施策3

静岡市ならではの資源を活用した
シティプロモーションの推進

静岡市の特長を活かした
ＭＩＣＥの誘致

多様なネットワークを通じた
世界の人々との交流促進

◦�シティプロモーションの推進
◦「静岡市はいいねぇ。」キャンペーンの推進
◦「まるちゃんの静岡音頭」の普及啓発
◦国内観光プロモーションの推進

◦MICE誘致の推進
◦G8サミット関係閣僚会合の誘致推進
◦東京オリンピック・パラリンピック合宿等の誘致
◦ツインメッセ静岡の機能強化の検討

◦外客誘致の推進
◦海外プロモーションの推進
◦訪日教育旅行の誘致
◦富士山静岡空港就航先との交流促進

基
本
計
画
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野
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策
・
施
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観
光
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光
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盤
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福
祉
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消
防
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生
活
・
環
境

1

政
策 静岡のブランド力ある地域資源を

活用した観光を推進します

国内外からの誘客と
交流を推進します

来訪者が再び訪れたくなる
受入態勢づくりを推進します

まちなかの魅力向上により
賑わい創出を推進します

関連施設・イベント入込客数
（静岡ホビーショー・ホビースクエア等）

関連施設・イベント入込客数
（三保松原、日本平、南アルプス等）

関連施設・イベント入込客数
（黄金の湯、安倍ごころ等）

関連施設・イベント入込客数
（静岡おでんフェア、清水港マグロまつり等）

関連施設・イベント入込客数
（駿府城公園、静岡まつり等）

関連施設・イベント入込客数
（清水日本平運動公園球技場、草薙総合運動場等）

交流に大変満足できたと思う来訪者の割合滞在に大変満足できたと思う来訪者の割合

関連施設・イベント
入込客数

ぜひまた訪れたいと思う
来訪者の割合

中心市街地の賑わいや魅力が
増したと感じる市民の割合

市内宿泊者数
現状値：1,613千人（H25）
    H29：1,850千人
    H33：2,100千人

現状値：8,932千人（H22〜25の平均）
    H30：9,443千人
    H34：9,952千人

現状値：56.9％（H26）
    H29：60％
    H33：65％

現状値：●静46.5％●清7％（H25）
    H30：●静50％●清10％
    H34：●静55％●清15％

2

政
策

3

4

政
策

政
策

現状値：212千人（H22〜25の平均）
⇒H30：223千人、H34：233千人

現状値：489千人（H22〜25の平均）
⇒H30：513千人、H34：538千人

現状値：4,398千人（H22〜25の平均）
⇒H30：4,570千人、H34：4,750千人

現状値：683千人（H22〜25の平均）
⇒H30：717千人、H34：751千人

現状値：2,116千人（H22〜25の平均）
⇒H30：2,330千人、H34：2,540千人

現状値：1,034千人（H22〜25の平均）
⇒H30：1,090千人、H34：1,140千人

現状値：35.6％（H26）
⇒H29：40％、H33：50％

現状値：27.5％（H26）
⇒H29：35％、H33：50％

市区町村魅力度ランキング

中心市街地主要イベント入込客数
（大道芸ワールドカップ、シズオカ×カンヌウィーク等）

公的空間等におけるまちづくり活動数 関連施設・イベント入込客数
（清水みなと祭り、客船歓迎事業等）

受入ＭＩＣＥの参加者数 外国人宿泊者数

現状値：85位／1,000市区町村（H25）
⇒H29：70位／1,000市区町村
⇒H33：50位／1,000市区町村

現状値：3,800千人（H22〜25の平均）
⇒H30：3,990千人、H34：4,180千人

現状値：5,512千人（H22〜25の平均）
⇒H30：5,790千人、H34：6,060千人

現状値：198回（H25）
⇒H29：220回、H33：240回

現状値：511千人（H25）
⇒H29：562千人、H33：613千人

現状値：25千人（H25）
⇒H29：35千人、H33：50千人

（※1）しずまえ：静岡市駿河湾沿岸地域の愛称　（※2）オクシズ：奥静岡エリア（奥大井・奥藁科・安倍奥・奥清水）の愛称
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H2 H7 H12 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

H7 H12 H17 H22

山から海の多彩な資源を活かして
人や地域が潤う農林水産の盛んなまちを

実現します

分野の目標

② 賑わい・活気 みんなの力で創る、静岡。

分野別の政策・施策

農林水産分野

　

農
林
水
産
業
は
、生
産
物
価
格
の
低

迷
に
よ
る
所
得
の
減
少
、従
事
者
の
高

齢
化
、耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
、多

く
の
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。そ
の
一

方
で
、海
外
に
お
け
る
日
本
食
レ
ス
ト

ラ
ン
の
急
増
や
、平
成
25
年
の「
和
食
」

の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
な

ど
、和
食
の
素
材
で
あ
る
日
本
の
農
林

水
産
物
や
、そ
れ
ら
を
活
か
し
た
食
文

化
に
対
す
る
世
界
の
関
心
も
高
ま
り

を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

南
ア
ル
プ
ス
か
ら
駿
河
湾
ま
で
の
多

彩
な
資
源
を
有
す
る
静
岡
市
に
お
い
て

は
、そ
の
地
域
資
源
を
活
か
す
こ
と
に

よ
り
、次
代
を
担
う
若
者
が
夢
を
持
っ

て
農
林
水
産
業
を
営
め
る
環
境
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、お
茶
を
は
じ
め
、み
か

ん
、わ
さ
び
な
ど
本
市
の
強
み
で
あ
る

既
存
の「
静
岡
市
ブ
ラ
ン
ド
」の
強
化

や
、「
オ
ク
シ
ズ
」（
※
1
）「
し
ず
ま
え
」

（
※
2
）と
い
っ
た
新
た
な
地
域
ブ
ラ
ン
ド

の
普
及・定
着
化
、従
事
者
の
組
織
化
や

効
率
的
な
生
産
基
盤
の
整
備
な
ど
を

進
め
、農
林
水
産
業
者
の
所
得
向
上
を

図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、地
域
資
源
の
活
用
を
通
し

て
、地
域
活
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、農
林
水
産
業
の
持
つ
公
益
的
機
能

の
維
持
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
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付加価値の高い生産物、経営基盤の改善により
農林水産業と地域活力の充実が不可欠です

● 一番茶（円/kg） ● 桜えび（円/kg） ● ヒノキ中丸太（円/㎡）

漁業

林業

農業

4,500
4,000
3,500
3,000
2,500
2,000
1,500
1,000

500
0

18,000
16,000
14,000
12,000
10,000
8,000
6,000
4,000
2,000

0

70,000

60,000

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

0 

動向と課題

◉�主要な特産物であるお茶の価格低迷が続いています。

◉�消費者ニーズに合わせた生産開発が可能な体制への
転換、商品の高付加価値化などが求められています。

1 農林水産物の
価格の低迷3 条件不利地を

抱える生産基盤

4 中山間地域等の
地域活力の低下 2 従事者の減少と

高齢化

◉農林水産業の従事者の減少・高齢化が進んでいます。

◉�若い担い手の確保や、若者にとって魅力的な就労環
境づくりが求められています。

◉�本市の農林業の多くは、小規模で生産性の低い土地
で行われています。

◉�生産基盤の整備、機械化による作業効率の向上が求
められます。

◉�東日本大震災以降、漁港施設の安全対策への関心が
高まっています。

◉�中山間地域では、人口減少・高齢化が進展し、耕作放
棄地や鳥獣被害が増加しています。

◉�地域コミュニティが衰退し、山林などの地域資源の公
益的機能の喪失が懸念されています。

◉長期的視点に立った地域資源の保全が求められています。

15,952

349
809

主要農林水産物の価格の推移経営規模別農林業家数（平成22年）

農林水産業従事者数の推移（単位：人）中山間地域の人口推移（単位：人）

資料：静岡県「静岡県茶業の現状（お茶白書） 」 静岡県「森林・林業統計要覧」  
　　　由比港漁業協同組合

農家数 0.5ha未満 0.5～1.5ha 1.5～3.0ha 3.0～5.0ha 5.0ha以上 計
全国 474,250 1,004,104 337,688 99,663 93,675 2,009,380

静岡県 12,076 19,441 5,009 1,516 717 38,759
静岡市 1,643 2,214 522 67 15 4,461
全国 23.6% 50.0% 16.8% 5.0% 4.7% 100%

静岡県 31.2% 50.2% 12.9% 3.9% 1.8% 100%
静岡市 36.8% 49.6% 11.7% 1.5% 0.3% 100%

林業数 １～５ha ５～10ha 10～50ha 50ha以上 計
全国 65,417 59,869 61,386 11,591 198,263

静岡県 14,323 2,535 2,570 461 19,889
静岡市 2,019 481 641 133 3,274
全国 33.0% 30.2% 31.0% 5.8% 100%

静岡県 72.0% 12.7% 12.9% 2.3% 100%
静岡市 61.7% 14.7% 19.6% 4.1% 100%

H5 H10 H15 H20 H25

静岡市 713,555 711,215 704,444 710,910 719,329

中山間地域 37,706 35,904 34,054 32,150 30,372

比率（％） 5.3 5.0 4.8 4.5 4.2

13,244
11,932

8,999

218
171

292

628
592

542

資料：静岡市「住民基本台帳」（各年９月末）

資料：農林水産省「2010年世界農林業センサス」

資料：総務省「国勢調査」

しずおかまちづくり8年計画
分野別の政策・施策編

（※1）オクシズ：奥静岡エリア（奥大井・奥藁科・
安倍奥・奥清水）の愛称

（※2）しずまえ：静岡市駿河湾沿岸地域の愛称

（茶・桜えび） （ヒノキ）
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施策1 施策2 施策3 施策4 施策5

需要創出による
「お茶のまち静岡市」

の推進

みかん、わさびなど
強みのある
産物の強化

食文化としての
「しずまえ」

ブランドの普及

市産材の活用促進
による地域経済の

活性化

６次産業化（※1）
の推進等による

新たな価値の創出

◦�「お茶のまち静岡」の
　推進

◦�「お茶の聖地」推進
　事業

◦�静岡市特産茶の戦略
的輸出支援事業

◦�静岡県果樹研究
　センターの誘致
◦�しずおか果樹百景
　プロジェクト

◦しずまえ鮮魚の
　普及促進
◦農水産物消費拡大
　の推進

◦�いきいき森林づくりの
推進

◦市産材の活用促進

◦ふるさと農力
　チャレンジ事業
◦しずまえ鮮魚の
　普及促進
◦おらんとこの
　これ一番事業

施策1 施策2 施策3

次代を担うビジネス感覚豊かで
多様な担い手の育成・確保

農林水産業を成長産業にする
新しい経営体の育成支援

経営規模の拡大を目指す
農林業者の育成支援

◦�担い手育成支援
◦�青年就農の促進
◦�農業経営講座の開催

◦担い手育成支援
◦アグリチャレンジパーク蒲原の運営
◦農地中間管理事業

◦農地中間管理事業
◦農地流動化総合対策
◦耕作放棄地緊急対策

特
集
2

基
本
計
画
分
野
別
の
政
策
・
施
策
　︻
②
農
林
水
産
分
野
︼

① 

観
光
・
交
流

② 

農
林
水
産

③ 

商
工
・
物
流

④ 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

⑤ 

子
ど
も
・
教
育

⑥ 

都
市
・
交
通

⑦ 

社
会
基
盤

⑧ 

健
康
・
福
祉

⑨ 

防
災
・
消
防

⑩ 

生
活
・
環
境

1

政
策

新たな価値や需要を掘り起こし
市民が自慢できる農林水産の
静岡市ブランド創出を推進します

産業・産地を担う人材・組織の
育成を推進します

緑茶購入数量
全国平均に対する
静岡市の割合

静岡県産みかん
出荷量に対する

静岡市産みかんの割合

「しずまえ」の
市民認知度の向上

6次産業化等への
新規取組件数

（H27からの累計数）

市産材取引価格
他産材との比較

静岡市民が静岡市産の
農林水産物を国内外に誇れる
地域資源であると思う割合

新規就農者数＋農業参入法人数
（H27からの累計数）

現状値：36経営体（H25）
    H30：126経営体
    H34：254経営体

現状値：56.6%（H25）
    H30：60%
    H34：65%

2

政
策

現状値：219%（H25）
⇒H30：230%
⇒H34：240%

現状値：6.8%（H25）
⇒H30：8%
⇒H34：9%

現状値：―（H25）
⇒H30：15%
⇒H34：50%

現状値：7件（H25）
⇒H30：20件
⇒H34：40件

現状値：10%高い状態
　　　 （H25）
⇒H30：10%高い状態
⇒H34：10%高い状態

新規農業者数（H27からの累計数） 農業参入法人数（H27からの累計数） 認定農業者１経営体あたりの農地集積面積

現状値：34人（H25）
⇒H30：120人、H34：240人

現状値：2法人（H25）
⇒H30：6法人、H34：14法人

現状値：160a（H25）
⇒H30：195a、H34：223a

施策1 施策2 施策3

効率的な農林業経営のための
基盤整備

安心・安全な漁港・漁港海岸の整備 既存の生産基盤の安定的な運用

◦�農道等新設改良
◦県営土地改良事業
◦林道整備の推進

◦漁港施設機能強化
◦海岸保全施設整備

◦�林道整備の推進
◦農道・林道等の維持管理

施策1 施策2 施策3 施策4

地域資源を活かした
新しい産業の創出

地域資源を活かした
交流の推進

安心・安全な地域環境の
整備

豊かな農林水産資源保護
の推進

◦�おらんとこのこれ一番事業
◦オクシズプロモーションの推進
◦�オクシズ在来作物の
　活用推進

◦オクシズおもてなし環境整備
◦�オクシズスポーツツーリズム

の推進
◦南アルプス周辺登山道整備
　事業

◦�野生鳥獣被害対策の推進
◦耕作放棄地緊急対策
◦治山事業

◦�多面的機能支払交付金事業
◦環境保全型農業の支援

次世代へ自信を持って継承できる
生産基盤の確保を推進します

多彩な地域資源をみがきあげ
オクシズ等の地域の活力強化を
推進します

レベル１地震・津波及び高潮への防波堤、
防潮堤及び岸壁の整備率

地域主体の新規事業件数 都市農村交流人口 野生鳥獣防除面積 農山村の保全率
（農山村保全活動面積の増加率）

農道開設整備率（延長増加率） 林道路網密度

農道・林道開設整備率
（延長増加率）

移住世帯件数

現状値：―（H25）
    H30：46%
    H34：100%

現状値：1件（H25）
    H30：20件
    H34：20件

3

4

政
策

政
策

現状値：―（H25）
⇒H30：60%、H34：100%

現状値：2件継続
　　　　1件新規（H25）
⇒H30：8件認定
⇒H34：8件認定

現状値：781,109人（H25）
⇒H30：820,000人
⇒H34：859,000人

現状値：100ha（H25）
⇒H30：400ha
⇒H34：800ha

現状値：―（H25）
⇒H30：49%
⇒H34：100%

現状値：-（H25）
⇒H30：50%、H34：100%

現状値：4.49m/ha（H25）
⇒H30：4.60m/ha、H34：4.71m/ha

（※1）６次産業化：農林水産物の生産（１次産業）にとどまらず、加工（２次産業）や販売（３次産業）まで一体的に行うことにより、
付加価値の向上や新たな市場の創出を図る取組
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分野の目標

魅力的な人と企業が出会い
世界に誇れる価値を創造するまちを

実現します
　

商
工
業
、物
流
業
は
、市
民
の
豊
か

な
暮
ら
し
と
都
市
の
発
展
を
支
え
る

た
め
の
大
変
重
要
な
産
業
で
す
。静
岡

市
は
、今
日
に
至
る
ま
で
活
気
あ
ふ
れ

る
商
業
都
市
、港
湾
都
市
と
し
て
栄
え

て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、江
戸
時
代
以
来
の
優
れ
た
技

術
に
よ
る
伝
統
工
芸
や
、そ
れ
ら
を
礎

と
し
た
地
域
産
業
、さ
ら
に
清
水
港
を

中
心
と
し
て
発
展
し
て
き
た
食
品
関

連
産
業
な
ど
、も
の
づ
く
り
産
業
の
歴

史
と
伝
統
を
有
し
て
い
ま
す
。今
後
も

新
東
名
高
速
道
路
や
中
部
横
断
自
動

車
道
な
ど
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充

実
と
相
ま
っ
て
、さ
ら
な
る
産
業
の
発

展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、少
子
高
齢
化
や
経
済
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
な
ど
の
社
会
経
済

情
勢
の
変
化
に
よ
り
、商
工
業
、物
流

業
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、市
民
の
豊
か
な
暮
ら
し
や

ま
ち
の
魅
力
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ

と
と
も
に
、社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に

対
応
し
な
が
ら
、魅
力
あ
る
人
と
企
業

が
出
会
い
、新
た
な
価
値
を
創
造
し
、

世
界
に
発
信
し
て
い
く
産
業
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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③ 賑わい・活気 みんなの力で創る、静岡。

分野別の政策・施策

商工・物流分野

経営・管理 事務 技術職・
専門職

製造・労務 販売・営業
対顧客
サービス
部門

物流の社会基盤を活かしつつ、地域経済をけん引する
産業の創出、企業の競争力の向上が求められています

動向と課題

◉�多種多様な業種で、
バランスよく構成され
た産業構造となって
います。

◉�経済をけん引する力
強い産業の創出と、
成長が求められてい
ます。

◉�今後飛躍が見込ま
れる産業を重点的
かつ積極的に強化
していかなければな
りません。

1 地域経済をけん引する
産業の創出3 大規模社会資本の

整備と活用

4 企業が求める人材の
育成と定着 2 既存産業の

縮小への懸念

◉�製造業、商業ともに事業所数が減少しており、市内市場
が縮小しています。

◉�工場等の市外への移転が懸念されています。

◉�企業が発展していくためには地域資源の活用や、製品の
高付加価値、差別化を図り、企業の競争力を高めること
が必要です。

◉�中小企業においては、企業の人材ニーズと求職者の就
労ニーズのミスマッチが生じています。

◉�優れた技術や能力を有する人材を確保・育成するととも
に、優れた人材が本市に定着するための環境づくりが求
められています。

H19 H24

製造業
事業所数 1,821 ⇒ 1,582 -239（13.1％減）

従業者数 49,334 ⇒ 45,822 -3,512 （7.1％減）

商 業
（卸売・小売業）

事業所数 10,625 ⇒ 10,381 -244 （2.3％減）

従業者数 72,375 ⇒ 75,695 3,320 （4.6％増）

資料：工業統計調査「従業員4人以上の事業所」経済センサス（H24商業のみ）

資料：「雇用のミスマッチ等についての中小企業の認識調査」（H24商工中金調査より作成）

雇用のミスマッチのある職種（複数回答）

静岡市内GDP（単位：百万円）

市内事業所数／従業者数（単位：箇所／人）

サービス業
606,183
21.6％

製造業
590,225
21.0％

金融・保険業
436,660
15.5％

卸売・小売業
400,687
14.3％

不動産業
286,073
10.2％

運輸・通信業
275,973
9.8％

建設業 142,101  5.1％

電気・ガス・水道業 52,151  1.9％ 農林水産業 17,641  0.6％

鉱業 2,185  0.1％

資料：静岡県「しずおかけんの地域経済計算」
市町内総生産　産業の数値　より作成

70
60
50
40
30
20
10
0

8.4 10.5 9.5

38.7 39.5
33.5

8.6 6.9
3.2

49.8

58.2

22.5

8.2
12.8 13.4

31.9 28.2

40.3

全産業 製造業 非製造業

（※１）高規格幹線道路：全国的な自動車交通網を形成する自動車専用道路
（※２）�ロジスティクス産業：流通・運輸業に加えて、空港や港湾、高速道路などの交通

ネットワーク、小売・卸売業、商社これらを支える支援産業を総称したもの

◉�新東名高速道路や中部横断自動車道などの高規格幹線
道路（※１）及び清水港の整備が進んでいます。

◉富士山静岡空港の利活用が求められています。

◉�陸・海・空の社会基盤などの優位性を活かす物流機能を
強化し、ロジスティクス産業（※２）の振興を進めていくこと
が求められています。

しずおかまちづくり8年計画
分野別の政策・施策編
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施策1 施策2 施策3

戦略産業（※1）の
育成・集積を推進

都市型産業の新規企業
立地件数

企業の誘致と留置の推進

◦戦略産業振興プラットフォーム事業　
◦海洋産業クラスターの創造事業　
◦エネルギー関連産業の創出推進
◦食品・ヘルスケア産業推進事業

◦クリエーター支援事業
◦クリエーター支援センターの移転 ◦企業立地の促進

施策1 施策2 施策3 施策4

新市場・販路開拓に
対する支援

新製品・技術開発等に
対する支援

中小企業の経営基盤・
競争力の強化

個店、商店街、まちの
維持・成長支援

◦�大規模展示会出展等支援事業
◦地場産業・地場産品ＰＲ事業
◦地場産品販路拡張事業
◦中小企業海外展開支援事業

◦新商品等開発事業
◦�ニューウェーブしずおか
　創造事業
◦新産業開発振興機構への支援

◦�中小企業融資制度利子
　補給事業
◦ＣＳＲ活動表彰事業

◦商業振興基本計画の推進
◦第2期中心市街地活性化基本計画の策定・推進
◦中央卸売市場の充実
◦外国人旅行者誘致、消費税免税販売促進事業

施策1 施策2 施策3

ロジスティクス産業の振興 清水港を中心とした広域物流の促進 ロジスティクスを支える
社会資本整備の推進

◦�ロジスティクス産業立地促進事業 ◦清水港ポートセールスの推進
◦清水港コンテナ航路誘致事業の推進 ◦�清水港の整備

施策1 施策2 施策3

次代を担う多様な人材の育成 若者や女性、高齢者、障がい者の
雇用機会の創出

良質な就労環境の創出

◦�地場産業後継者育成事業
◦全国こどものまちサミットin静岡の開催

◦若者の就職支援事業
◦地元就職・Ｕターン就職の促進
◦再就職支援技能講座の開催  
◦障がい者の雇用確保支援

◦�勤労者福祉サービスセンター支援
◦女性の就労環境の整備
◦ワーク・ライフ・バランスの推進

特
集
2

基
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計
画
分
野
別
の
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策
・
施
策
　︻
③
商
工・
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分
野
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① 
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光
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化
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盤
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災
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防
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1

政
策 次代を担う本市を代表する産業を生み出します

世界・全国に挑戦する
中小企業の振興を図ります

陸・海・空の社会基盤を活かした
ロジスティクス産業の
拡大を推進します

次世代を担う優れた人材の育成と
多様な人材が活躍する雇用の場の創出を図ります

職業安定業務統計 
静岡・清水地区

戦略産業振興プラットフォームによる
新商品開発・新分野進出等件数

都市型産業の
新規企業立地件数

企業立地件数清水港整備事業費市負担金の執行率

大規模展示会出展等件数 新製品等開発件数 マーケティングセミナー等参加者数 中心市街地主要通りの店舗数

清水港の航路数ロジスティクス関連企業立地件数

産業財産権出願件数 CSR（※2）表彰件数
市場卸売業者取扱数量

コンテナ取扱量

戦略産業に従事する
従業者数

清水港・ロジスティクス
産業の従業者数

開廃業率
（経済センサス）

有効
求人倍率

市内中小企業
事業所の従業者数

現状値：265,243人（H24）
    H30：265,243人
    H34：265,243人

現状値：134,443人（H26推計）
    H30：147,153人
    H34：159,862人

現状値：11,866人（H26推計）
    H30：13,053人
    H34：14,239人

現状値：△4.1％（H24）
    H30：△3.7％
    H34：△3.3％

現状値：静岡1.30倍　清水0.87倍（H25）
   H30：静岡 全国値＋0.3以上　清水 全国値以上
   H34：静岡 全国値＋0.3以上　清水 全国値以上

新規開業者数 地域産業・大学等交流会への
参加企業数、参加学校数

ジョイブ会員事業所数

クラフトマンサポート事業利用者数
女性の活躍表彰事業所数

勤労者福祉センター満足度

2

政
策

3

4

政
策

政
策

現状値：-（未実施）
⇒H30：18件（H27：3件、H28〜5件）
⇒H34：期間計20件

現状値：-
⇒H30：100％、H34：100％

現状値：6年計3件（H20-25）
⇒H27-30：期間計5件
⇒H31-34：期間計5件

現状値：23航路（H25）
⇒H30：拡大、H34：拡大

現状値：737件（H21-24平均）
⇒H30：767件、H34：798件 現状値：71社・60校（H26）

⇒H30：75社・75校、H34：80社・80校

現状値：2,093社（H25）
⇒H30：2,500社、H34：3,000社

現状値：498,726TEU（※3）（H25）
⇒H30：616,800TEU、H34：676,400TEU

現状値：短期1・長期支援3・独立支援1人（H25）
⇒H30：短期2・長期支援2・独立支援1人
⇒H34：短期2・長期支援2・独立支援1人

現状値：5社（H26）⇒H30：25社、H34：45社
現状値：北部94％、南部87％、東部83％（H25）
⇒H30：北部94％、南部87％、東部83％
⇒H34：北部94％、南部87％、東部83％

現状値：36件（H26）
⇒H30：42件/年
⇒H34：42件/年

現状値：9件（H25）
⇒H30：9件/年、H34：9件/年

現状値：1,034名（H25）
⇒H30：1,000名、H34：1,000名

現状値：●静540店●清200店（H26）
⇒H30：●静550店●清200店
⇒H34：●静560店●清200店

現状値：21件（H26）
⇒H30：21件/年、H34：21件/年

現状値：-（未実施）
⇒H30：期間計18社
⇒H34：未定

現状値：143,385t（H25）
⇒H30：143,385t
　H34：143,385t

現状値：5件（H25）
⇒H27-30：期間計17件
⇒H31-34：期間計17件

現状値：17件（H25）
⇒H27-30：68件
⇒H31-34：68件

（※1）戦略産業：世界的な社会経済情勢に適応し、商品やサービスなどの
研究・開発・生産を行う、本市経済をけん引する力を秘めた産業のこと

（※3）TEU：20フィートコンテナに換算したコンテナ数量

（※2）CSR：自社の利益だけでなく、社会全体に与える影響や企業が行うべき社会貢献にも配慮した行動を選ぶという企業のあり方
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長
い
歴
史
と
伝
統
が
息
づ
く
静
岡

市
で
は
、市
民
に
よ
る
文
化
創
造
活
動

が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。世
界
文

化
遺
産
富
士
山
の
構
成
資
産
で
あ
る

三
保
松
原
や
、登
呂
遺
跡
な
ど
、市
内

各
地
に
遺の

こ

る
文
化
財
の
保
護
・
活
用
を

進
め
る
と
と
も
に
、文
化
活
動
の
振
興・

支
援
な
ど
を
通
し
て
、全
国・世
界
に
向

け
て
静
岡
の
文
化
を
発
信
し
ま
す
。

　

市
民
の
健
康
・
体
力
づ
く
り
に
は
、

生
涯
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ

と
の
で
き
る
環
境
整
備
が
重
要
で
す
。

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ

機
会
の
提
供
や
、全
国
に
誇
る
競
技
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
交
流

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、平
成
31
年

（
２
０
１
９
年
）の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
や
、平
成
32
年（
２
０
２
０

年
）の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
に
伴
う
合
宿
の
誘
致
、世

界
レ
ベ
ル
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
等

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

地
域
社
会
で
は
、す
で
に
幅
広
い

年
代
の
市
民
に
よ
る
生
涯
学
習
活
動

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、多
様
な
個
人

の
学
び
を
充
実
さ
せ
つ
つ
、そ
の
成
果

を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
よ
う
支
援

し
ま
す
。
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文化財のみがきあげや活用とともに、市民がスポーツや
生涯学習に参加しやすい環境づくりが求められています

動向と課題

◉�登呂遺跡や久能山
東照宮、駿府城跡な
ど、貴重な歴史的資
産が豊富にあります。

◉�歴史や文化を身近に
感じるまちだと思う市
民の割合は64％にと
どまります。

◉�地域の文化財に親し
む環境を構築し、国内
外に発信していくこと
が求められています。

1 歴史的・文化的資産の保全と
活用に対する機運の高まり3 芸術文化活動に対する市民

満足度の向上と環境の整備

4 生涯学習に対する
市民ニーズの高まり 2 市民の運動・スポーツ

実施率の伸び悩み

◉�週1回以上スポーツ
を行っている成人の
割合は、51％にとど
まっています。

◉�市民のスポーツ参加
機会を増やすため、
スポーツイベントの
誘致やスポーツ環境
の整備が求められて
います。

◉�芸術文化活動に対
する市民の満足度は
低く、また、文化施設
の老朽化も進んでい
ます。

◉�市民が世界中の多彩
な芸術文化活動に触
れ、文化交流が推進
するような環境整備が
求められています。

◉�1年間に生涯学習を
行ったと答えた市民の
割合は30％にとどま
り、全国平均の57％を
大きく下回っています。

◉�生涯学習に関する潜
在的ニーズを掘り起
し、だれもがどこでも
学べる環境づくりが求
められています。

そう思う
12.9％

ある程度そう思う
50.9％

あまり
そう思わない
27.2％

ほとんど
そう思わない
4.9％

わからない3.1％

無回答 1.0％

2週に1回 3.9％

その他 4.1％

1ヶ月に1回 4.6％

不満 3.7％

無回答 3.7％
無回答 1.4％ 満足 3.6％

毎日
7.9％

週4～5日
11.8％

週2～3日
19.4％

全くしない
35.4％

週1日
11.6％

どちらかと
言えば満足
25.0％

どちらかと
言えば不満
15.1％

どちらでもない
48.9％

したことがある
30.5％したいと

思わない
24.6％

無回答
8.6％

したいと思うができなかった
36.3％

そう思う
12.9％

ある程度そう思う
50.9％

あまり
そう思わない
27.2％

ほとんど
そう思わない
4.9％

わからない3.1％

無回答 1.0％

2週に1回 3.9％

その他 4.1％

1ヶ月に1回 4.6％

不満 3.7％

無回答 3.7％
無回答 1.4％ 満足 3.6％

毎日
7.9％

週4～5日
11.8％

週2～3日
19.4％

全くしない
35.4％
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11.6％

どちらかと
言えば満足
25.0％

どちらかと
言えば不満
15.1％

どちらでもない
48.9％

したことがある
30.5％したいと

思わない
24.6％

無回答
8.6％

したいと思うができなかった
36.3％

そう思う
12.9％

ある程度そう思う
50.9％

あまり
そう思わない
27.2％

ほとんど
そう思わない
4.9％

わからない3.1％

無回答 1.0％

2週に1回 3.9％

その他 4.1％

1ヶ月に1回 4.6％

不満 3.7％

無回答 3.7％
無回答 1.4％ 満足 3.6％

毎日
7.9％

週4～5日
11.8％

週2～3日
19.4％

全くしない
35.4％

週1日
11.6％

どちらかと
言えば満足
25.0％

どちらかと
言えば不満
15.1％

どちらでもない
48.9％

したことがある
30.5％したいと

思わない
24.6％

無回答
8.6％

したいと思うができなかった
36.3％

そう思う
12.9％

ある程度そう思う
50.9％

あまり
そう思わない
27.2％

ほとんど
そう思わない
4.9％

わからない3.1％

無回答 1.0％

2週に1回 3.9％

その他 4.1％

1ヶ月に1回 4.6％

不満 3.7％

無回答 3.7％
無回答 1.4％ 満足 3.6％

毎日
7.9％

週4～5日
11.8％

週2～3日
19.4％

全くしない
35.4％

週1日
11.6％

どちらかと
言えば満足
25.0％

どちらかと
言えば不満
15.1％

どちらでもない
48.9％

したことがある
30.5％したいと

思わない
24.6％

無回答
8.6％

したいと思うができなかった
36.3％

歴史や文化を身近に感じることができる
まちだと思う市民の割合

芸術や文化に親しむ機会・施設の充実に
満足している市民の割合

市民の週1回以上
の運動・スポーツ実施率一年間に生涯学習を行った

市民の割合

歴史に彩られた静岡の文化を
国内外に発信し、一人ひとりが輝くまちを

実現します

分野の目標

④ ひと みんなの力で創る、静岡。

分野別の政策・施策

文化・スポーツ分野

しずおかまちづくり8年計画
分野別の政策・施策編

資料：静岡市「平成26年度 市民意識調査」
（平成26年）

資料：静岡市「第3次静岡市総合計画策定に係わる市民意識調査」
（平成26年3月）

資料：静岡市「静岡市スポーツ活動に関するアンケート」（平成25年）

資料：静岡市「静岡市生涯学習・スポーツに
関する市民意識調査」（平成25年）
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施策1 施策2 施策3

世界的文化財や
地域文化財の保存と継承

世界的文化財や
地域文化財の活用

徳川家康公、今川義元公を
活かした歴史文化の発信

◦�文化財サポーター育成事業
◦�神部神社・浅間神社本殿ほか25棟
　建造物保存修理補助事業
◦�史跡片山廃寺跡保存整備事業
◦�史跡小島陣屋跡保存整備事業
◦�三保松原保全活用整備事業

◦三保松原ビジターセンター建設事業
◦三保松原保全活用整備事業
◦文化財サポーター育成事業
◦�神部神社・浅間神社本殿ほか25棟
　建造物保存修理補助事業

◦「家康公が愛したまち静岡」プロジェクト
◦歴史文化施設建設事業
◦さきがけ博物館事業
◦駿府城公園再整備事業
◦駿府城公園「桜の名所」づくり事業

施策1 施策2 施策3

芸術文化活動への参加促進と
人材育成の充実

ライフステージに応じた
運動・スポーツ活動の推進

芸術文化・スポーツ活動を
推進するための環境整備

◦�市民参加の文化事業の推進
◦文化活動を担う人材の発掘・育成・支援
◦市民文化活動への助成

◦様々な世代を対象とした
　スポーツ教室の開催
◦初心者スポーツ教室の開催
◦誰もが参加したくなる
　スポーツイベントの開催

◦文化・スポーツ施設の整備・運営
◦安倍の大滝遊歩道整備事業
◦清水庵原球場第２期整備事業
◦清水総合運動場陸上競技場
　スタンド改修工事

施策1 施策2 施策3

市民ニーズに合わせた学習機会の充実 未来を創る人材の養成 生涯学習に親しむ環境整備

◦�現代的課題を扱う講座の開催
◦大学連携事業の推進

◦�人材養成塾（地域リーダー養成コース）の
開催

◦人材養成塾（社会事業家養成コース）の
　開催

◦両河内生涯学習交流館建替え事業
◦三保生涯学習交流館建替え事業
◦小島生涯学習交流館建替え事業

施策1 施策2 施策3

芸術文化を通じた交流の推進と
賑わい創出

スポーツを活かしたMICE（※1）
の推進

オリンピック・パラリンピック
ラグビーＷ杯開催に向けた取組

◦�特色ある文化事業の推進
◦大型文化事業の誘致

◦静岡マラソンの開催
◦サッカーを活かしたまちづくり
◦野球を活かしたまちづくり
◦ホームタウンチームを活かしたまちづくり

◦ラグビーワールドカップ2019の
　合宿誘致
◦2020年東京オリンピック・
　パラリンピックの合宿誘致
◦合宿の誘致に伴う交流事業の実施
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1

政
策 静岡の歴史的価値のみがきあげと

世界への発信を推進します
歴史や文化を

身近に感じることが
できるまちだと思う市民の割合

現状値：63.8%（H26）
    H30：68.8%
    H34：73.8%

文化財保護事業に携わる
市民ボランティアの人数

芸術文化事業来場者数

三保松原を
国内外に誇れるものと感じる割合

市外から各種大会に参加する人の割合

歴史や文化を身近に感じることが
できるまちだと思う市民の割合

合宿の誘致数

現状値：35人（H26）
⇒H30：100人、H34：150人

現状値：262,329人（H25）
⇒H30：4年で延107万人
⇒H34：8年で延214万人

現状値：76.8％（H25）
⇒H30：79.3％、H34：81.8％

現状値：74.7％（H25）
⇒H30：75％、H34：75％

現状値：63.8％（H26）
⇒H30：68.8％、H34：73.8％

現状値：0件（H25）
⇒H30：1団体以上
⇒H34：3団体以上

世界レベルの
芸術文化・スポーツを
楽しむ機会の拡大を推進します

文化やスポーツを活かして
世界中から人を呼び込む取組に

満足している市民の割合

現状値：15％（H25）
    H30：19％
    H34：23％

2

政
策

市民が芸術文化・スポーツを
楽しむための支援を推進します

生涯にわたる学びを支援し
まちづくりに関わる
人材の養成を推進します

各種スポーツ教室、イベントへの参加者数

人材育成事業参加者数 スポーツ施設利用人数

市民文化祭等出展者・出場者数 文化施設利用人数・利用率

芸術や文化に親しむ
機会・施設の充実に
満足している市民の割合

週１回以上の
運動・スポーツ
実施率（成人）

生涯学習を
行っている人の割合

現状値：28.6％（H25）
    H30：32.6％
    H34：36.6％

現状値：50.7％（H25）
    H30：59％
    H34：68％

現状値：30％（H25）
   H30：40％
   H34：50％

講座参加者満足度

人材養成塾（社会事業家養成コース）延べ修了生数

生涯学習施設利用人数人材養成塾（地域リーダー養成コース）延べ修了生数

3

4

政
策

政
策

現状値：45,632人（H25）
⇒H30：４年で延183千人、H34：８年で延366千人

現状値：1,628千人、76.84％（H25）
⇒H30：４年で延6,512千人77％、H34：８年で延13,024千人77％

現状値：357千人（H25）
⇒H30：４年で延1,428千人
⇒H34：８年で延2,856千人

現状値：11,323人（H25）
⇒H30：４年で延48千人、H34：８年で延98千人

現状値：5,236千人（H25）
⇒H30：4年で延20,944千人、H34：８年で延41,888千人

現状値：―
⇒H30：80%、H34：80%

現状値：延488人（H25）
⇒H30：延619人、H34：延719人

現状値：127万人（H25）
⇒H30：135万人、H34：146万人

現状値：延0人（H25）
⇒H30：延100人、H34：延200人

（※1）ＭＩＣＥ：多くの集客交流が見込まれるビジネスイベントなどの総称
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H20 H21 H22 H23 H24 H25

国語A 国語B 算数A 算数B 国語A 国語B 算数A 算数B
小学6年生 中学3年生

H22 H23 H24 H25

静岡市（公立） 全国（公立）

不登校生徒の状況（中学生）

1.44

1.37

1.32

1.43

1.37

1.35

1.54

514
523

541

567

1.39

1.39

1.49

1.42 1.41

1.41
1.37

1.39

1.52 1.53

1.43

73

51

72.9

55.5 58.2

78.1 79.4

67.4
59.1 59.9

51.8

64.8
59.8

80.3 81.4
71.9

健やかで、たくましく、しなやかに生きる
力をもった子ども・若者が育つまちを

実現します

分野の目標

⑤ ひと みんなの力で創る、静岡。

分野別の政策・施策

子ども・教育分野

　

急
速
な
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減

少
の
中
、経
済・雇
用
環
境
の
変
化
、核
家

族
化
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
に

よ
る
家
庭
や
地
域
の
子
育
て
力
の
低
下

な
ど
、子
ど
も・若
者
を
取
り
巻
く
環
境

は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、ヒ
ト・モ
ノ・カ
ネ・情
報
、様
々

な
文
化・価
値
観
が
世
界
中
を
行
き
交
う

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン（
※
1
）の
う
ね

り
は
、よ
り
大
き
な
も
の
に
な
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、活
気
あ
ふ

れ
る
未
来
を
切
り
拓ひ
ら

く
た
め
、「
し
ず
お

か
」の
総
力
を
結
集
し
、安
心
し
て
子
ど

も
を
産
み
、育
て
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、人
や
社
会
と
の
つ
な
が
り
に
喜

び
を
感
じ
、そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
力
を
社
会

で
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、す
べ
て
の

子
ど
も・若
者
が
、そ
の
置
か
れ
た
環
境

に
か
か
わ
ら
ず
、活
き
活
き
と
輝
け
る

環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
を

大
切
に
し
た
教
育
を
進
め
、学
校
、家

庭
、地
域
が
連
携
し
、「
社
会
を
生
き
抜

く
力
を
も
っ
た
子
ど
も
た
ち
」を
育は
ぐ
く
む
と

と
も
に
、地
域
社
会
や
世
界
で
活
躍
す

る
人
材
、そ
し
て
、本
市
の
発
展
を
け
ん

引
す
る
人
材
を
育
て
て
い
き
ま
す
。

資料：全国学力学習状況調査結果
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子どもを産み・育てやすい社会の実現
将来を見据えた人材育成が求められています

動向と課題

◉�希望する子どもの数が実現できていません。

◉�少子化、核家族化、共働き世帯の増加など、子どもと家
庭を取り巻く環境は大きく変化しています。

◉�働きやすく、産み、育てやすいまちの実現が求められて
おり、支援ニーズの的確な把握、支援の質・量の充実が
必要です。

1 少子化社会、子ども・子育て
支援ニーズの多様化3 グローバル化の進展

などに対応した人材育成

4 子ども・若者を
取り巻く環境の変化 2 さらに求められている

学力・体力・道徳心の向上

◉�基礎的な学力・体力を身につけるとともに、主体性や思いやり
の心を育むなど、バランスのとれた育成が必要不可欠です。

◉�本市の子どもたちの学力は、全国の状況と比べ良好な
状況にあります。課題解決のための思考力・判断力・表
現力の更なる向上が求められています。（全国学力・学
習状況調査結果より）

◉グローバル化の波は、本市にも確実に押し寄せています。

◉�郷土を愛する心の育成や英語によるコミュニケーション
能力の向上をはかるとともに、地域社会を支える人材と
して育成する必要があります。

◉�様々な社会問題や時代背景の影響により、児童虐待・い
じめ・不登校・ニート・ひきこもりなどの問題が生じています。

◉�すべての子ども・若者が健やかに成長できるよう、社会
全体で見守り支え合う環境づくりが必要です。

合計特殊出生率の推移

H26全国学力・学習状況調査結果（平均正答率）

資料：総務省「人口動態統計」等

資料：静岡市学校教育課調べ

● 静岡市 ● 静岡県 ● 全国
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しずおかまちづくり8年計画
分野別の政策・施策編

（※1）グローバリゼーション：政治・経済・文化など
が国境を越えて地球規模で拡大すること
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施策1 施策2 施策3 施策4

困難を抱える子ども・若者と
その家庭への支援

一人ひとりのニーズに
応じた教育の推進

いじめ･不登校・ひきこもり
対策の推進

社会的養護（※2）の充実

◦�子どもの貧困対策の推進
◦�児童虐待防止対策の推進
◦�児童相談体制の確保

◦特別支援教育の推進
◦奨学金事業

◦�ひきこもり対策推進事業
◦こころのケアの推進
◦�スクールソーシャルワーカー

活用事業

◦�子どもの貧困対策の推進
◦家庭的養護の推進と
　里親支援

施策1 施策2 施策3

自己有用感（※1）を持ち、社会で力を
発揮できる若者の育成

グローバルに活躍する人材の育成 未来へ向けた教育環境の整備

◦�青少年健全育成事業の推進
◦�青少年・乳児ふれあい促進事業

◦ＡＬＴ活用事業
◦教職員海外派遣研修事業
◦郷土教育の推進

◦�市立小中学校適正規模化検討事業
◦ＩＣＴの推進
◦校務支援システムの構築の検討

施策1 施策2 施策3 施策4

子どもを産み育てることに
安心感と喜びを感じる

環境づくり

子どもの育ちへの
支援の充実

子育てと仕事の両立支援の充実 子どもと子育て家庭を
支える地域づくり

◦�しずおかエンジェル
　プロジェクト推進事業
◦不妊治療費助成事業
◦妊娠・出産に対する
　包括的支援
◦子ども医療費助成
◦子育て支援センターの運営
◦�利用者支援事業

◦�認定こども園・保育所等施
設整備事業

◦幼児期における教育・保育の充実
◦保育士確保対策事業
◦放課後子ども教室推進事業
◦児童館の建設及び運営

◦�幼児期における教育・保育
の充実

◦放課後児童クラブの整備及び運営
◦病中・病後児保育の拡充
◦一時預かり事業
◦ワーク・ライフ・バランスの推進

◦�ファミリー・サポート・
　センター事業
◦�「静岡市子育て支援団体
　連絡会」の運営
◦子育てトーク事業

施策1 施策2 施策3 施策4

確かな学力・豊かな人間性・健やか
な体の調和のとれた子どもの育成

教育力の向上 学校・家庭・地域の
連携強化

安心・安全で充実した
教育環境の整備

◦�子どもの体力・学力向上の支援
◦道徳教育の推進
◦複式学級への非常勤講師
　の配置
◦�学校教育活動を通じた食育

の推進
◦�南アルプスユネスコエコパーク

井川自然の家活用事業

◦しずおか教師塾の充実
◦学校図書館教育の推進
◦中学校部活動指導員の
　配置

◦�学校応援団推進事業
◦コミュニティ・スクールの推進
◦キャリア教育推進事業

◦学校施設改築・長寿命化
　事業
◦小中学校校舎
　トイレリフレッシュ事業
◦教職員住宅改築事業
◦防災教育の推進
◦学校給食施設の整備

※●小 小学生　●中 中学生　●高 高校生
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1

政
策 しずおか総がかりで子ども・子育て家庭を支援し

子どもを産み育てやすいまちづくりを推進します
子どもを産み

育てやすいまちだと
思う市民の割合

合計特殊
出生率

現状値：60.2%（H25）
    H30：64%
    H34：67%

現状値：1.41（H25）
    H30：
    H34：

学校、家庭、地域が連携し
社会を生き抜く力をもった子どもたちを育てます

学校に行くのが楽しいと思う児童・生徒の割合

子育て支援センターの満足度

授業がわかると思う児童・生徒の割合

放課後児童クラブと放課後
子ども教室の一体的実施校数

子どもに関する活動に参加している人の割合

保育所待機児童数（年度当初・年間）

学校施設における重大事故の発生件数

ファミリー・サポート・センター事業
の会員数（援助を行う会員）

幼児期の教育から小学校教育
に円滑な接続がされていると思う
小学校１年のクラス担任の割合

放課後児童クラブの
待機児童数（年度当初・年間）

次世代育成支援対策推進法に基づく
認定（くるみんマーク）を受けた事業所数

静岡市子育て支援団体連絡会に
加入している子育て支援団体等の数

人の役に立つ
人になりたいと思う
児童・生徒の割合

難しいことでも失敗を
恐れないで挑戦しようと
思う児童・生徒の割合

現状値：●小94.3%●中 94.7%（H26）
    H30：●小94.5%以上●中 94.8%以上
    H34：●小95%以上●中 95%以上

現状値：●小72.7%●中 68.2%（H26）
    H30：●小73.5%以上●中 69%以上
    H34：●小75%以上●中 70%以上

2

政
策

現状値：●小 86.9％●中 83.8％（H26）
⇒H30：●小 88％以上●中 84％以上
⇒H34：●小 90％以上●中 85％以上

現状値：●小 77.2％●中 59.5％●高 48.9％（H26）
⇒H30：●小 78％以上●中 62％以上●高 51％以上
⇒H34：●小 80％以上●中 65％以上●高 55％以上 現状値：H27に調査

⇒H30：増加、H34：増加

現状値：●小 79％●中 72.15％（H26）
⇒H30：●小 79.5％以上●中 73.5％以上
⇒H34：●小 80％以上●中 75％以上

現状値：0校（H26）
⇒H30：67校、H34：69校

現状値：30.1％（H25）
⇒H30：32.5％以上
⇒H34：35％以上

現状値：156人（H26）
⇒H30：0人、H34：0人

現状値：1,000人（H26末見込）
⇒H30：1,320人、H34：1,400人

現状値：51団体（H26末見込）
⇒H30：70団体、H34：90団体

現状値：0件（H25）
⇒H30：0件、H34：0件

現状値：41.7％（H26）
⇒H30：58％、H34：75％

現状値：137人（H26）
⇒H30：0人（小3以下）、H34：0人（全学年）

現状値：17社（H25）
⇒H30：32社、H34：44社

地域社会や世界で力を発揮できる人材を育成します

将来、国際社会で活躍する人材（グローバル
人材）になりたいと思う高校生の割合

自分にはよいところがあると思う児童・生徒の割合（自己肯定感）

自分が誰かの役に立っていると思う子ども・若者の割合（自己有用感） 普段の授業でインターネットを使った活動をよく
行っていると思う児童・生徒の割合

地域や社会をよくするために
何をすべきか考えることがあると

答える児童・生徒の割合

現状値：●小40.9%●中 30.8%●高 47.8%（H26）
    H30：●小42%以上●中 32%以上●高 51%以上
    H34：●小45%以上●中 35%以上●高 55%以上

3

政
策

現状値：55%（H25）
⇒H30：57%以上、H34：60％以上

現状値：●高47.9％（H26）
⇒H30：51％以上、H34：55％以上

すべての子ども・若者が置かれた環境にかかわらず
活き活きと輝く環境づくりを推進します

ひとり親家庭（児童扶養手当受給
世帯）の子どもの高校等進学率

里親委託率特別支援教育のための校内支援体制づくり
に対する外部委員の学校評価（３点満点中）

いじめの解消率

4

政
策

現状値：91.5％（H25）※市
全体の高校等進学率 98.3％
⇒H30：98％以上、H34：98％以上

現状値：36.0％（H25）
⇒H30：50％程度、H34：50％以上

現状値：75.7％（直近5年平均）
※市全体の高校等進学率 98.3％
⇒H30：98％以上、H34：98％以上現状値：0件（H25）

⇒H30：0件、H34：0件

現状値：●小 89.7％●中 83.2％（H25）
⇒H30：●小89.9％以上●中84％以上
⇒H34：●小90％以上●中85％以上

現状値：●小 0.38％●中 3.34％（H25）
⇒H30：●小 0.34％以下●中 3.20％以下
⇒H34：●小 0.30％以下●中 3.00％以下

現状値：28.8％（H25）
⇒H30：40％以上、H34：50％以上

将来の夢や目標を持っていると
答える児童・生徒の割合

現状値：●小87.6%●中 72.4%●高 77.1%（H26）
    H30：●小89%以上●中 73%以上●高 78%以上
    H34：●小90%以上●中 75%以上●高 80%以上

体制不備による児童虐待
重大事例の発生数

児童養護施設の子どもの高校等進学率
不登校者の出現率

ひきこもりの改善率

現状値：●小 80.8％●中 71.7％（H26）
⇒H30：●小 82％以上●中 73％以上
⇒H34：●小 85％以上●中 75％以上

現状値：●小 2.56点●中 2.35点（H25）
⇒H30：●小 2.58点以上●中 2.4点以上
⇒H34：●小 2.6点以上●中 2.5点以上

H27に策定する「静岡市
総合戦略」の数値を反映

（※1）自己有用感：自分の属する集団の中で、自分がどれだけ大切な存在であるかということを自分自身で認識すること

（※2）社会的養護：家庭で適切な教育を受けられない子どもを、国や社会が家庭に代わって養育する仕組みのこと
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地域の活力につながる魅力的なまちづくりと
新時代に対応した交通体系の構築が求められています

H20 H21 H22 H23 H24 H25

S63

H13

H24

10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

歩行者通行量の推移

資料：静岡商工会議所『中心市街地通行量調査』（平成26年）

静岡地区58地点の平均

清水地区5地点の平均

10,000
9,000
8,000
7,000
6,000
5,000
4,000
3,000
2,000
1,000
0

民間住宅の耐震化率

交通手段分担率

3.4

4.7

5.019.2 18.3 49.7 2.94.3

快適で質の高いまちの拠点と
交通環境を充実させ、新たな交流と活力を

生み出すまちを実現します

分野の目標

⑥ まち みんなの力で創る、静岡

分野別の政策・施策

都市・交通分野

　

静
岡
市
で
は
、こ
れ
ま
で
、県
都
に
ふ

さ
わ
し
い
都
市
の
基
盤
を
整
え
る
た

め
、都
市
拠
点
、交
通
軸
な
ど
の
整
備
を

進
め
、都
心・副
都
心
を
中
心
と
し
た
東

西
に
広
が
る
都
市
構
造
を
充
実
さ
せ
て

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、都
心
・
副
都
心
の
魅
力

を
さ
ら
に
高
め
る
と
と
も
に
、広
域
交

通
の
新
た
な
玄
関
口
と
な
る
中
部
横
断

自
動
車
道
の
開
通
や
、大
谷・小
鹿
地
区

の
東
名
新
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
設

を
見
据
え
、三
保
松
原
や
日
本
平
、清

水
港
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト（
※
1
）、東

名
新
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
な
ど
の

交
流
拠
点
の
整
備
を
進
め
ま
す
。整
備

に
当
た
っ
て
は
、産
学
民
官
に
よ
る
地

域
づ
く
り
を
念
頭
に
置
き
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
整
備
を
有
機
的
に
結
び
付

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、市
民
生
活
の
利
便

性
が
高
ま
り
、観
光
に
訪
れ
た
方
も
快

適
に
移
動
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、暮
ら
し
の
充
実
に
つ
な
が
る
、

建
築
物
の
耐
震
化
や
、身
近
な
公
園
の

整
備
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、鉄
道
、バ
ス
、自
転
車
の
利
用

環
境
を
充
実
さ
せ
、超
高
齢
社
会・低
炭

素
社
会
に
対
応
し
た
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

（人）
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　︻
⑥
都
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特
集
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① 

観
光
・
交
流

② 

農
林
水
産

③ 

商
工
・
物
流

④ 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

⑤ 

子
ど
も
・
教
育

⑥ 

都
市
・
交
通

⑦ 

社
会
基
盤

⑧ 

健
康
・
福
祉

⑨ 

防
災
・
消
防

⑩ 

生
活
・
環
境

徒歩 自転車 バイク 自動車 バス 鉄道

90.0％

88.0％

86.0％

84.0％

82.0％

80.0％

78.0％

動向と課題

◉�静岡・清水両都心の来訪者数は長期的な推移として
減少傾向にあります。

◉�静岡都心、清水都心、東静岡副都心において、都市機
能や各地区の回遊性を高めるとともに、市民、地域、企
業、行政が一体となったまちづくりが必要です。

1 「まちの顔」となる都市
拠点のさらなる魅力向上3 安全で快適な

住環境の確保

4 超高齢社会・低炭素社会に
対応した交通環境への転換 2 「地域の特色に応じたまち

づくり」への気運の高まり

◉�JR草薙駅・安倍川駅周辺では、駅舎や駅前広場の整
備と地域主体のまちづくりが進められています。

◉�大谷・小鹿地区では、東名新インターチェンジの整備と
新たな土地利用計画が進んでいます。

◉�三保松原や日本平では、富士山を望める名勝地にふさ
わしい環境整備が進められています。

◉�このような取組を通じて、今後は地域の特色に応じた持
続的なまちづくりにつなげていくことが必要です。

◉�南海トラフ巨大地震（※2）に備えた民間住宅等の建築
物の耐震化が急務です。

◉�市民の憩いの場である公園が不足しています。

◉�長期優良住宅などの高性能住宅の普及促進、調和の
とれた景観づくりが必要です。

◉�市民が主に利用する交通手段の半数近くが自動車
です。

◉�鉄道やバスなどの公共交通機関の利用者が減少傾向
となっています。

◉�超高齢社会への対応、低炭素社会の実現のため、自
動車に頼らない交通体系の構築が必要です。

資料：『第4回静岡中部都市圏パーソントリップ調査』

資料：静岡市建築指導課推計

88.1％

86.7％
85.3％

83.9％
82.4％

81.6％

21.1

18.5 20.1 5.0 49.0

19.0 7.0 46.2 3.4

2.8

しずおかまちづくり8年計画
分野別の政策・施策編

（※1）ウォーターフロント：海・川・湖などに面する
水際の地帯。過密化する都市の新たな開発区域と
しての港湾、臨海部を指して使われることもある

（※2）南海トラフ巨大地震：駿河湾から日向灘沖
までの、太平洋側及びその周辺の地域における極
めて広い領域を震源とし、甚大な被害が想定され
る大規模な地震のこと
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施策1 施策2 施策3

都心・副都心の都市機能の
高度化・集積化

歩いて楽しめる都市空間の創造 官民協働で進める地域の
特色を活かしたまちづくり

◦�立地適性化計画の推進
◦�市街地再開発事業
◦土地区画整理事業

◦�清水都心ウォーターフロント活性化
　推進事業
◦呉服町通線（紺屋町地区）モール化推進
◦歩いて楽しいまちづくり推進事業

◦駿府城公園の再整備
◦I Loveしずおか協議会などとの
　連携推進
◦エリアマネジメント推進事業

施策1 施策2

都心の機能を補完する地域拠点の
整備及び官民協働で進めるまちづくり

大規模社会資本や観光資源を活かした
交流拠点の整備

◦�ＪＲ安倍川駅周辺整備
◦ＪＲ草薙駅周辺整備
◦市街地再開発事業
◦エリアマネジメントの推進

◦東名新インターチェンジ開設事業
◦大谷・小鹿地区まちづくり検討
◦羽衣公園整備
◦日本平公園整備

施策1 施策2 施策3

災害に強いまちづくりの推進 人や環境にやさしい住環境の整備 調和のとれた都市景観と
緑あふれる環境の創出

◦駿府城公園「桜の名所」づくり
◦�身近な公園、緑地整備
◦重点地区内景観形成行為助成等事業
◦麻機遊水地関連事業
◦良好な都市景観の形成

◦�建築物耐震補強事業
◦各種耐震化支援事業
◦土砂災害等防止対策事業

◦民間建築物アスベスト対策事業
◦市営住宅耐震対策事業
◦子育て世代定住促進支援事業
◦市営住宅ストック総合改善事業

基
本
計
画
分
野
別
の
政
策
・
施
策
　︻
⑥
都
市
・
交
通
分
野
︼

特
集
2

① 

観
光
・
交
流

② 

農
林
水
産

③ 

商
工
・
物
流

④ 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

⑤ 

子
ど
も
・
教
育

⑥ 

都
市
・
交
通

⑦ 

社
会
基
盤

⑧ 

健
康
・
福
祉

⑨ 

防
災
・
消
防

⑩ 

生
活
・
環
境

1

政
策 魅力と親しみのある「まちの顔」の

創造を推進します

静岡、清水の中心市街地の歩行者通行量
（主要回遊動線上の歩行者通行量）

静岡、清水の中心市街地の滞在時間
（２時間以上の割合）

公共空間におけるまちづくり団体の活動数 

中心市街地（静岡・清水）
の賑わいが増したと
感じる市民の割合

現状値：静岡46.5％清水7％（H25）
    H30：静岡50％清水10％
    H34：静岡55％清水15％

現状値：静岡131,545人 清水17,193人（H26）
⇒H30：静岡：現状を維持　清水：現状を維持
⇒H34：静岡：現状を維持　清水：現状を維持
※施策実施により減少傾向を抑制

現状値：静岡27.7％ 清水：37.4％（H26）
⇒H30：静岡：現状を維持　清水：現状を維持
⇒H34：静岡：現状を維持　清水：現状を維持
※施策実施により減少傾向を抑制

現状値：198回（H25）
⇒H30：220回、H34：240回

地域の魅力と活力を高める
まちづくりを推進します

①地域拠点における定住人口（安倍川・草薙駅周辺）
②�また訪れたいと思う来訪者の割合

現状値：①22,730人②56.9％（H26）
    H30：①22,960人②60％
    H34：①23,180人②65％

2

政
策

現状値：安倍川9,016人　草薙17,008人（H24）
⇒H30：安倍川9,514人　草薙17,858人
⇒H34：安倍川9,918人　草薙18,709人

現状値：2,499千人（H22〜H25平均）
⇒H30：2,597千人、H34：2,699千人

日本平・三保松原観光入込客数JR安倍川駅・草薙駅の乗降客数

安心とうるおいのある
住環境の整備を推進します

一人当たり公園面積長期優良住宅の普及件数建築物の耐震化率（公共・民間）

（住環境に関して）
安心・快適に暮らせると思う

市民の割合

現状値：55％（H25）
    H30：60％
    H34：65％

3

政
策

現状値：6.0㎡/人（H25）
⇒H30：6.7㎡/人、H34：8.0㎡/人

現状値：公共建築物91％（H26）
　　　　民間住宅88％（H26）
⇒H30：公共建築物94％
　　　　民間住宅93％
⇒H34：公共建築物100％
　　　　民間住宅95％

現状値：6,448戸（Ｈ21～H26）
⇒H30：8,300戸、H34：10,800戸

施策1 施策2 施策3

拠点を結ぶ円滑な公共交通 公共交通が利用しやすい環境の充実 安全で快適に自転車が利用できる
環境の整備

◦�総合交通計画の推進
◦�ＬＲＴの導入検討
◦鉄道・バス路線への支援
◦�バス路線網の再編

◦鉄道駅バリアフリー化促進
◦超低床ノンステップバスの導入
◦�鉄道のサービス向上、
　安全対策等の推進

◦�自転車利用計画推進事業
◦自転車走行空間ネットワーク整備

多彩な交流と活動を支える
交通環境の充実を推進します

公共交通や自転車で
移動がしやすいと思う市民の割合

現状値：23.1％（H25）
    H30：25%
    H34：30%

公共交通の利用者数
バリアフリー化が必要とされている
鉄道駅のうち実施されている割合

まちなかにおける放置自転車台数

4

政
策

現状値：201,059人（H24）
ＪＲ：97,715人 静鉄：30,278人 バス：73,066人
⇒H30：195,726人
ＪＲ：95,091人 静鉄：29,465人 バス：71,170人
⇒H34：192,170人
ＪＲ：93,341人 静鉄：28,923人 バス：69,907人
※施策実施により減少傾向を抑制

現状値：60％【9/15駅】（H26）
⇒H30：87％【13/15駅】
⇒H34：100％【15/15駅】

現状値：1,956台（H25）
⇒H30：1,560台
⇒H34：1,170台
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活発な経済活動や快適な市民生活を支える
強
きょう じ ん

靭な社会基盤を有するまちを
実現します

分野の目標

⑦ まち みんなの力で創る、静岡

分野別の政策・施策

社会基盤分野

　

中
部
横
断
自
動
車
道
や
国
道
１
号
静

清
バ
イ
パ
ス
な
ど
、静
岡
市
へ
の
広
域
的

な
接
続
性
を
高
め
る
大
規
模
社
会
資
本

の
整
備
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、そ
れ
ら

へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
や
渋
滞
対
策

を
推
進
し
、観
光
拠
点
へ
の
高
い
ア
ク
セ

ス
性
や
物
流
の
効
率
性
を
有
す
る
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、進
展
す
る
超
高
齢
社
会
や
多
発

す
る
交
通
事
故
に
対
応
す
る
た
め
、誰
も

が
安
全
で
快
適
に
利
用
で
き
る
道
路
環

境
の
整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、安
全
で
お
い
し
い
水
を
安
定
し

て
供
給
す
る
水
道
事
業
と
、衛
生
的
な
ま

ち
づ
く
り
や
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
、

浸
水
か
ら
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
下
水

道
事
業
は
、と
も
に
市
民
の
暮
ら
し
を
支

え
る
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
こ

と
か
ら
、施
設
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、安
定
的
か
つ
効
率
的
な
運
用
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　
一
方
で
、こ
れ
ま
で
整
備
し
て
き
た
社
会

基
盤
施
設
を
、今
後
も
継
続
し
て
安
心・

安
全
に
利
用
す
る
た
め
、老
朽
化
が
進
む

膨
大
な
施
設
の
計
画
的
な
維
持
管
理・更

新
を
行
う
と
と
も
に
、自
然
災
害
発
生
時

に
お
い
て
も
、そ
の
機
能
を
発
揮
し
、本

市
の
復
旧・復
興
を
支
え
る
基
軸
と
し
て

の
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
、災
害
対
応
力

の
強
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
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社会基盤施設の
重要な役割を保ちつつ
整備、維持管理、更新の
計画的推進が必要です

水循環のイメージ

高齢橋の推移（平成27年3月時点 ）

動向と課題

◉�中部横断自動車道の開通、東名新インターチェンジの
供用開始に合わせた道路整備や渋滞緩和に向けた取
組として、国道1号静清バイパスの4車線化・立体化の
早期完成が求められています。

◉�道路などの大規模社会資本の充実を、地域の活性化
につなげる取組が求められています。

1 地域活性化に貢献する
道路の整備・活用

3 市民の日常生活を支える
ライフラインの維持

4 社会基盤施設の増加と
高齢化・老朽化の進展

5 地震や異常気象など
自然災害に対する懸念

2 道路環境の安全性・
快適性の確保

◉�市内における交通事故の発生件数は減少傾向にありま
すが、年間6,000件以上と依然として多くなっています。

◉�市民が求める「安全性の向上」と「快適性の向上」を
　両立し、誰もが安全・快適に利用できる道路環境を
　整備する必要があります。

◉�本市の水道水は、日本有数の清流を水源とする上質な
水です。

◉�家庭や事業所から排出された汚水を浄化する下水道
施設の整備が進んでいます。

◉�上下水道事業の効率的な運営と安定維持が必要です。

◉�高度経済成長期などに整備された社会基盤施設の高
齢化・老朽化が進んでいます。

◉�更新を要する施設の増加により、多額の維持更新費
が必要と見込まれています。

◉�「アセットマネジメント（※1）」の考え方を盛り込んだ管理
計画の着実な実行が求められます。

◉�自然災害から市民の暮らしを守るための社会基盤施設
の強靭化が必要とされています。

◉�被災時には、迅速な復旧や早期復興を可能にする
　対策が急務です。

資料：静岡市道路計画課調べ

資料：静岡市上下水道局「しずおか水ビジョン」より抜粋

現在 10 年後 20 年後

50年以上
40.6％

50年未満
59.4％ 50年以上

78.3％

50年未満
21.7％

50年以上
84.9％

50年未満
15.1％

50年以上
40.6％

50年未満
59.4％ 50年以上

78.3％

50年未満
21.7％

50年以上
84.9％

50年未満
15.1％50年以上

40.6％
50年未満
59.4％ 50年以上

78.3％

50年未満
21.7％

50年以上
84.9％

50年未満
15.1％

⇒ ⇒

しずおかまちづくり8年計画
分野別の政策・施策編

（※1）アセットマネジメント：計画的に効率よく施設の整備や維持管理を行うこ
とで、施設の寿命を延ばしたり、利活用促進や統廃合をすすめることで、将来負
担の軽減を図ったり、都市経営上の健全性を維持していく手法。
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（※1）道路啓開：大規模災害において、最低限のガレキ処理等を行い、緊急車両等の通行のための救援ルートを開けること

施策1 施策2

広域交通ネットワークの強化 道路網の整備による交流機能向上

◦�高速道路ICのアクセス道路整備
◦中部横断自動車道の整備促進
◦国１静清バイパスの立体化・４車線化の促進
◦静岡南北道路の調査検討

◦都市計画道路の整備
◦国道、県道の整備
◦市道の整備

施策1 施策2

安全でおいしい水の安定供給 汚水処理の推進

◦�上水道施設の整備充実 ◦下水道事業計画区域内の整備

施策1 施策2 施策3

道路の安全性の向上 自転車走行空間の整備 道路環境の快適性の向上

◦�通学路における歩行空間の整備 ◦自転車走行空間の整備
◦清水駅周辺地区バリアフリー道路特定事業
◦草薙駅周辺地区バリアフリー道路特定事業
◦安倍川駅周辺地区バリアフリー道路特定事業

ライフラインである上下水道を維持するために
効率的な事業運営を推進します

3

政
策

下の施策の達成状況4

政
策

施策1 施策2 施策3

維持管理計画に基づいた
対策の推進

環境・省エネルギー等を考慮した
施設への転換

市民・企業との協働・連携による
維持管理・活用の推進

◦�道路施設（橋梁、トンネル、舗装）の
　維持管理
◦河川施設（浜川水門）の維持管理
◦上下水道施設の改築・更新

◦下水道汚泥燃料化施設の整備 ◦�道路サポーター制度の推進
◦河川愛護事業の推進

施策1 施策2 施策3 施策4

施設の耐震化等の推進 浸水対策の推進 渇水対策の推進 災害時の対策及び
体制強化

◦橋梁の耐震補強
◦河川構造物耐震・津波
　対策事業
◦上下水道施設の耐震化

◦河川施設の改修
◦雨水ポンプ場などの整備 ◦�水の相互運用

◦地籍調査事業の推進
◦道路啓開（※1）体制の整備
◦�道路情報等提供システムの

拡充

自然災害に耐えうる社会基盤の強
きょうじん

靭化を推進します

地籍調査基本計画
（短期計画期間）進捗率

下の各施策の達成状況5

政
策

現状値：24.8%（H26）
⇒H31：100％
⇒H34：-
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1

政
策

地域連携や交流の拡大に貢献する
道路の整備と活用を推進します

主要道路における
旅行速度

高速道路ICから
20分圏域の人口割合

現状値：29.8ｋｍ/h（H25）
    H30：31ｋｍ/h
    H34：32ｋｍ/h

現状値：88％（H25）
    H30：89％
    H34：90％

都市計画道路の整備率ＩＣアクセス道路の整備率

現状値：6％（H26）⇒H30：100％、H34：100％ 現状値：78.8％（H25）⇒H30：83.0％、H34：83.9％

小学校周辺の通学路における
歩行空間整備率

自転車走行空間の整備率 主な生活関連経路のバリアフリー化率

現状値：47％（H26）
⇒H30：54％、H34：62％

現状値：26％（H26）
⇒H30：62％、H34：100％

現状値：32％（H26）
⇒H30：52％、H34：72％

道路利用者の安全性・快適性の向上のため
道路環境の改善を推進します

2

政
策

適正な
経常収支比率の維持
（水道事業）

適正な
経費回収率の維持
（下水道事業）

現状値：109.8％（H25）
    H30：103.0％
    H34：100％超

現状値：104.5％（H25）
    H30：107.1％
    H34：100％超

現状値：0件（H25）⇒H30：0件、H34：0件 現状値：91.3％（H26見込）⇒H30：92.3％、H34：93.6％
下水道整備率水道施設事故に伴う断水戸数が100戸を超える事故件数

下水道焼却炉から炭化炉に
更新することによるCO2削減量

道路舗装　打ち換えが必要となる舗装の割合

橋梁　緊急措置判定の橋梁修繕の実施

道路トンネル　要対策箇所の実施数

道路サポーター登録団体数

現状値：29％（H26）⇒H30：100％

現状値：96団体（H26）
⇒H30：125団体、H34：150団体

現状値：5,100t-CO2/年（H26）
⇒H30：2,400t-CO2/年

現状値：15％（H26）⇒H30：15％、H34：15％

現状値：-（H26）⇒H30：100％

橋梁／橋脚がある橋梁の
耐震化の実施

浸水対策推進プラン進捗率 非常時の相互運用

現状値：39.0%（H26）
⇒H30：68.3%
⇒H34：75.6％

現状値：3,000㎥/日（H26）
⇒H30：10,000㎥/日
　　　　〈北部ルートの完成〉

現状値：橋梁105橋（H26）
⇒H30：橋梁151橋
⇒H34：橋梁197橋

持続可能な運営を図るため、維持管理・更新を
計画的に推進します

自転車レーンや
自転車道の
整備状況の満足度

現状値：20％（H26）
    H30：24％
    H34：28％

歩道の歩きやすさの
満足度

現状値：26％（H26）
    H30：28％
    H34：30％
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H16 H18 H20 H22 H24

H15 H20 H25

誰もが健やかに自分らしく
地域で共に生きることのできるまちを

実現します

分野の目標

⑧ 安心・安全 みんなの力で創る、静岡

分野別の政策・施策

健康・福祉分野

　

静
岡
市
は
、温
暖
な
気
候
と
恵
ま
れ

た
自
然
環
境
、ま
た
長
い
歴
史
に
培
わ

れ
た
多
様
な
食
文
化
に
育
ま
れ
た「
健

康
長
寿
の
都
市
」と
し
て
、豊
か
な
地
域

社
会
を
築
い
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、少
子
高
齢
化
や
核

家
族
化
の
進
行
、個
人
の
価
値
観
の
多

様
化
な
ど
に
よ
り
、地
域
社
会
の
中
で

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
る

な
ど
、地
域
で
の
支
え
合
い
の
力
の
低

下
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
、

あ
る
い
は
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
様
々

な
困
難
を
抱
え
て
い
る
人
に
対
し
て

は
、地
域
で
の
支
援
体
制
を
充
実
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
何
ら
か
の
支
え
を
必
要

と
し
て
い
る
人
々
が
、住
み
慣
れ
た
地

域
で
活
き
活
き
と
自
分
ら
し
く
暮
ら
し

て
い
く
た
め
、医
療
、介
護
、予
防
、住
ま

い
、生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る

仕
組
み
づ
く
り
と
、権
利
を
守
る
取
組

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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急激な高齢化、多様化する障がいや健康不安に対応し
支え合う地域社会の実現が待たれています

動向と課題

◉�地域の連帯感、支え合いの力が低下しています。

◉�市民・企業・行政等が協働して問題を解決する仕組み
づくりや、人材の育成が必要です。

1 家庭や地域での
支え合う力の低下3 障がいのある人の

増加、多様化

4 様々な健康不安の増加 2 急激な高齢化の進行と
一人暮らし高齢者の増加

◉�高齢化率は26％を超えています。

◉�一人暮らしや認知症高齢者が増加しています。

◉�医療、介護、予防、住まい、生活支援が一体的に提供さ
れる地域包括ケアシステムの構築と、高齢者の活躍の
場づくりが必要です。

◉�高齢化の進行や社会環境の変化などにより、障がいの
ある人は増加しています。

◉�障がいが重度化しているとともに、発達障がい・難病な
ど障がいの範囲が拡大しています。

◉�きめ細かな支援や、障がいのある人とない人が互いに
尊重し、支え合うことが必要です。

◉�生活習慣の多様化により、疾病構造の変化が生じています。

◉�生活習慣病予防等の推進、感染症対策、食の安全対
策、精神疾患対策を進める必要があります。

◉�在宅医療の推進体制の整備、効率的で質の高い地域
医療体制の充実が求められています。

資料：静岡市障害者福祉課推計

資料：厚生労働省「人口動態調査」より本市分を抽出
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1,500

1,000
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0

1位　悪性新生物

2位　心疾患

3位　脳血管疾患

4位　肺炎

5位　事故、老衰等

地域で困っている人に対して何もできない・したくないと答えた人の割合

本市における高齢者数と高齢化率の推移

資料：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成25年3月推計）」

資料：静岡市福祉総務課「地域福祉計画策定のための市民アンケート」
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障がい者数の推移（発達障がい・難病は除く）

主要死因別死亡者数の推移（人口10万対）（単位：人）

30,804

33,856
34,642

37,393

しずおかまちづくり8年計画
分野別の政策・施策編
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施策1 施策2 施策3

地域福祉を担う人づくり 市民との協働による地域づくり 一人ひとりに必要な支援を
提供できる環境づくり

◦�地域福祉の理解・促進
◦福祉教育の推進
◦福祉ボランティアの育成

◦災害時要援護者避難支援制度の
　推進
◦地区社協の活動支援
◦S型デイサービス（※1）事業

◦日常生活自立支援事業
◦市民後見人制度の実施
◦生活困窮者自立支援事業
◦生活保護受給者等自立支援事業

施策1 施策2 施策3

健康長寿のさらなる推進と
生きがい活動の充実

地域で支え合う体制の強化 安心できる生活を支える
サービス基盤の確保

◦�Ｓ型デイサービス事業
◦しぞ～かでん伝体操普及促進事業
◦元気いきいき！シニアサポーター事業
◦地域支え合い人材養成講座

◦地域包括支援センターの機能強化
◦認知症疾患医療センター運営事業
◦認知症ケア向上事業
◦認知症初期集中支援推進事業
◦�ひとり暮らし高齢者見守りネットワーク
　推進事業

◦特別養護老人ホーム整備促進事業
◦在宅医療推進事業
◦（清水病院）地域包括ケア病棟
　（退院支援の強化）
◦生活支援体制整備事業
◦介護人材確保推進事業

（※1）S型デイサービス：高齢者等に対し、地域の集会場などで、レクリエーション、会食、健康指導などの
生きがいの創出や孤立感解消などのサービスを提供する事業
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1

政
策

すべての人が住み慣れた地域で
安心して共に暮らすことのできる
地域社会を推進します

①子ども、②高齢者、③障がい者に関する
ボランティア活動に参加する人の割合

地域活動に参加している高齢者の割合

防災訓練などの地域活動に
参加する人の割合

地域包括支援センターの認知度

普段生活する中で、特に悩みや不安は
感じていない人の割合

介護保険制度の満足度

互いに助け合う暮らしやすい
まちだと思う市民の割合

現状値：36%（H25）
    H30：44%
    H34：52%

現状値：①18%②13%③８%（H25）
⇒H30：①23%②23%③13%
⇒H34：①27%②31%③17%

現状値：68%（H25）
⇒H30：72%、H34：76%

現状値：27%（H25）
⇒H30：31%、H34：35%

現状値：55%（H25）
⇒H30：59%、H34：63%

現状値：25%（H25）
⇒H30：29%、H34：33%

現状値：86%（H25）
⇒H30：88%、H34：90%

高齢者が生きがいを持ち、地域で
自分らしい生活を送ることができる
長寿社会を推進します
週4日以上、外出している

高齢者の割合

現状値：65%（H25）
    H30：67.5%
    H34：70%

2

政
策

障がいの有無に関わらず
地域で共に暮らすことができる社会を
推進します

障がいのある人とない人の
地域における共生が

進んでいると思う人の割合

現状値：14.5％（H25）
    H30：22％
    H34：30％

現状値：12.8％（H25）
    H30：18％
    H34：25％

3

政
策

施策1 施策2 施策3

充実した社会生活のための
支援の推進

障がいを理解し、支え合う環境づくり 生涯を通じて、安心して生活できる
支援体制の充実

◦公共施設を活用した授産製品の
　普及支援
◦障がいのある人に対する移動の支援

◦心のバリアフリ―イベント
◦障害者虐待防止対策支援事業

◦発達障害者支援事業
◦ライフサポート事業
◦�障害者相談支援事業
◦難病対策事業の実施
◦精神障害者地域移行支援事業

①（知的・身体）入所施設からの地域生活移行者数
②（精神）精神科病院入院後1年時点の退院率

障がいのある人に対する差別や偏見がないと
思う市民の割合福祉施設から一般就労への移行者数

現状値：①15人（H25）②88.9％（Ｈ24）
⇒H30：①毎年15人以上②91%
⇒H34：①毎年15人以上②91%

現状値：15.3％（H25）
⇒H30：22%、H34：30％

現状値：対前年度平均17人増加
　　　　（H23〜H25平均）
⇒H30：対前年度17人以上増加
⇒H34：対前年度17人以上増加

障がいの
ある人 全体

施策1 施策2 施策3

ライフステージに合わせた
健康づくりの推進

健やかに暮らせる地域医療の充実 健康に関する危機管理の推進

◦�がん検診事業
◦こころの健康相談診療事業
◦自殺対策事業
◦元気静岡マイレージ事業

◦医師看護師等確保対策事業
◦山間地医療確保対策事業
◦市立清水病院医学生修学資金貸付制度
◦市立静岡病院の地方独立行政法人化
◦�高度医療機器整備事業

◦�災害時医療対策事業
◦�新型インフルエンザ等対策事業
◦�食の安心・安全アクションプランの
　策定、推進
◦�精神科救急医療体制整備事業

安心・安全な生活を支え
生涯を通じた健康づくりを推進します

65歳時点の
健康寿命（※2）

現状値：男性17.15年 女性20.54年（H23）
    H30：延伸
    H34：延伸

①がん検診受診率 
②こころの悩み・うつ病等の相談機関の認知度

①公的５病院における医師確保数
②市立静岡病院の地方独立行政法人化

①救急医療の受入可能日数
②大規模食中毒（患者数100人以上）の発生件数

4

政
策

現状値：①21.6%（H26）
　　　　②40.1％（20～64歳）（H25）
⇒H30：①25.6%②55％（20歳以上）
⇒H34：①29.6%②70％（20歳以上）

現状値：①10人（H25）②地方公共団体
⇒H30：①毎年合計５人以上
　　　　②地方独立行政法人（H28〜）
⇒H34：①毎年合計５人以上

現状値：①365日（H25）
　　　　②0件（H25）
⇒H30：①365日②０件
⇒H34：①365日②０件

（※2）65歳時点の健康寿命：「静岡県市町村別お達者度」（65歳の平均自立期間）を使用
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複雑多様化する災害とその被害を減らすため
市民一丸となった体制や対策が必要です

動向と課題

◉�第4次地震被害想定で予測されている最大級の地震・
津波による被害は、これまでの予想をはるかに上回るも
のです。

◉市民が自らの命を守る「自助」、お互いに助け合う
　「共助」、行政が都市の安全性を高める「公助」により、
　「減災力」の向上が求められています。

1 巨大地震による
甚大な被害の想定3 増加する

災害出動件数

4 感染症など
様々な危機への懸念 2 集中豪雨などによる

風水害の多発

◉�近年、全国各地で台風や集中豪雨などによる大規模
な風水害が発生しています。

◉�河川改修や土砂災害対策などの整備を進めるととも
に、適時適切な避難勧告などが求められます。

◉�火災では、建物火災の過半数が住宅火災であり、死傷
者も住宅火災において多く発生しています。

◉�災害出動件数や高齢者の救急搬送が増加しています。

◉�施設、装備及び救命体制の充実など、救急や救助を含
めた消防力の強化が求められています。

◉�テロなどの武力攻撃事態、感染症の流行など、市民
　生活を脅かす様々な危機が懸念されています。

◉�未知の危機にも即応できる体制の構築が必要です。

静岡県地震被害想定に基づく静岡市の最大死者数
建物火災件数

第 3次想定
（H13）

第 4次想定
（H25）

約 1,800 人 約 15,300 人
資料：静岡県「地震被害想定」

資料：静岡市消防総務課「火災・救急・救助概要」

気象等に関する特別警報の発表基準（気象庁）
現象の種類 基　準

大　雨
台風や集中豪雨により数十年に一度の降雨量となる大雨が
予想され、若しくは、数十年に一度の強度の台風や同程度の
温帯低気圧により大雨になると予想される場合

暴　風 数十年に一度の強度の
台風や同程度の温帯
低気圧により

暴風が吹くと予想される場合

高　潮 高潮になると予想される場合

高　波 高波になると予想される場合

暴風雪 数十年に一度の強度の台風と同程度の温帯低気圧により雪
を伴う暴風が吹くと予想される場合

大　雪 数十年に一度の降雪量となる大雪が予想される場合

その他

住宅火災

災害から市民の生命や財産を守り
安心・安全に暮らせるまちを

実現します

分野の目標

　

市
民
生
活
を
脅
か
す
災
害
に

は
様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
発

生
予
測
が
困
難
で
甚
大
な
被
害

が
想
定
さ
れ
る
「
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
（
※
1
）
」
や
、
頻
発
す
る
大

型
台
風
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
る
風

水
害
、
日
常
生
活
に
お
い
て
発
生

し
う
る
火
災
や
救
急
要
請
な
ど
、私
た

ち
は
規
模
や
頻
度
の
異
な
る
災
害
に

対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

災
害
か
ら
生
命
や
財
産
を
守
る
た

め
に
は
、市
民
自
ら
が
主
体
的
に
取
り

組
む「
自
助
」、地
域
住
民
が
互
い
に

手
を
取
り
助
け
合
う「
共
助
」、そ
し

て
、行
政
が
市
民
や
地
域
の
活
動
を
支

援
し
、自
助
、共
助
で
は
対
応
で
き
な

い
課
題
に
取
り
組
む「
公
助
」、こ
の
3

つ
が
そ
れ
ぞ
れ
最
大
限
に
役
割
を
果
た

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

い
か
な
る
災
害
に
対
し
て
も
、生
命

を
守
る
こ
と
を
最
優
先
と
し
、可
能
な

限
り
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
、す
べ
て

の
主
体
が
、協
力
・
連
携
し
て
災
害
に

備
え
、災
害
に
立
ち
向
か
う
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

⑨ 安心・安全 みんなの力で創る、静岡

分野別の政策・施策

防災・消防分野

しずおかまちづくり8年計画
分野別の政策・施策編

（※1）南海トラフ巨大地震：駿河湾から日向灘沖
までの、太平洋側及びその周辺の地域における極
めて広い領域を震源とし、甚大な被害が想定され
る大規模な地震のこと

134

107
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施策1 施策2 施策3 施策4

市民や地域の
防災・減災意識の向上

避難対策の充実・強化 ライフライン・建築物等の
耐震化

大規模災害時の
業務継続

◦�地域防災訓練の
　充実・強化
◦防災教育の推進
◦自主防災活動への支援

◦�津波避難施設・誘導設備の
整備

◦避難所の機能強化

◦�建築物等の耐震化
◦岸壁の耐震補強
◦上下水道施設の耐震化

◦�業務継続計画の策定

施策1 施策2 施策3 施策4

風水害に対する
危機意識の向上

気象情報等の
情報伝達体制の強化

災害対策本部機能の
強化

風水害に強い
社会基盤の整備

◦土砂災害避難訓練の実施
◦土砂災害をテーマにした
　講座開催

◦�緊急情報防災ラジオの
　普及・促進
◦�市民向けメール配信の拡大
◦�同報無線の更新

◦�災害対策本部及び
　区本部の機能強化
◦災害情報共有の
　仕組み作り

◦�河川施設の改修
◦急傾斜地崩壊対策
◦雨水ポンプ場などの整備

施策1

危機管理体制の強化

◦危機管理指針の充実・見直し
◦危機管理の研修実施

政
策 自助・共助・公助により

巨大地震に対する減災を推進します

1

政
策

静岡市が災害に強く安心・安全に
暮らせるまちだと思う、ある程度
そう思うと回答する市民の割合

現状値：57%（H26）
    H30：65%
    H34：75%

火災、救急、救助に対し
迅速・的確に対応するため
消防力の強化を推進します
火災による
死者数

心肺蘇生
実施率

現状値：５人（H25）
    H30：0人
    H34：0人

現状値：55.8％（H25）
    H30：60％
    H34：65％

3

政
策

施策1 施策2 施策3 施策4

火災予防の推進 救命体制の充実 緊急消防援助隊の
受入体制の充実

施設整備等の強化

◦�住宅用火災警報器の
　設置推進
◦消防法令違反の是正
◦放火火災防止対策の強化

◦応急手当普及啓発活動の
　促進
◦救急車の適正利用

◦�緊急消防援助隊活動拠点の
確保

◦�消防活動支援情報のICT化
推進

◦�消防救急の広域化
◦�消防総合情報システム等の

整備
◦消防団装備の充実・強化
◦消防施設の整備

総火災件数に占める
建物火災の割合

救命講習受講者数（延人数） 援助隊活動拠点数 整備事業の進捗率

現状値：53.50%（H25）
⇒H30：50%
⇒H34：50%未満

現状値：11万人（H25）
⇒H30：16万人
⇒H34：20万人

現状値：2（33.3％）（H25）
⇒H30：6（100％）
⇒H34：-

現状値：100%（H25）
⇒H30：100%
⇒H34：100%
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地域の防災訓練実施率

土砂災害警戒区域にある
自治会が、土砂災害防止月間に

意識啓発を実施した割合
防災メール配信登録者数 職員用防災メールの

30分以内返信率 浸水対策推進プラン進捗率

全庁業務継続計画の策定建築物の耐震化率津波避難施設のないエリアの解消

現状値：70％（H26）
⇒H30：75％、H34：80％

現状値：1％（H26）
⇒H30：30％、H34：50％

現状値：4万人（H26）
⇒H30：4万2千人
⇒H34：4万4千人

現状値：65％（H26）
⇒H30：70％、H34：75％

現状値：39.0％（H26）
⇒H30：68.3％
⇒H34：75.6％

現状値：0％（H26）
⇒H30：100％、H34：100％

現状値：公共建築物91％（H26）
　　　　民間住宅88％（H26）
⇒H30：公共建築物94％
　　　　民間住宅93％
⇒H34：公共建築物100％
　　　　民間住宅95％

現状値：57エリア（H25）
⇒H30：0エリア、H34：-

多発する風水害に備え
防災体制整備を推進します

災害による死者数
現状値：0人（H26）
    H30：0人
    H34：0人

2

政
策様々な危機への体制整備を推進します

危機管理責任者の危機管理
意識定着度

現状値：91％（H26）
    H30：100%
    H34：100%

危機管理マニュアル整備率

4

政
策

現状値：87%（H26）
⇒H30：100%
⇒H34：100%
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静岡市

全国

全国平均

（静岡市）（全国）

（百万 t-CO2） （千 t-CO2）
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光
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消
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生
活
・
環
境

地域の豊かな自然を受け継ぐために
環境に配慮した地域社会の構築が求められています

動向と課題

◉�地球温暖化の進行により、風水害の激甚化や農作物
被害が顕在化しています。

◉�化石燃料に依存した従来社会からの脱却、低炭素社
会への移行や、温暖化への適応が求められています。

1 地球温暖化の進行3 暮らしを取り巻く
生活環境の変化

4 資源循環型社会の推進 2 自然環境の保全と活用

◉�本市は、世界に認められた南アルプスから広がる多彩
な自然を有しています。

◉�自然を守る心、誇りに思う心を育むとともに、自然の価
値や魅力をみがきあげ、将来の世代に引き継ぐことが求
められています。

◉�治安への不安や消費者問題、高齢者の交通事故な
ど、暮らしに関わる様々な問題が生じています。

◉�地域における防犯活動や消費者被害の早期発見・未
然防止のため、高齢者の見守りなどの地域ぐるみの取
組が求められています。

◉�静岡版「もったいない運動」の推進により、一人1日当
たりのごみ総排出量は減少傾向にあります。

◉�しかし、依然全国平均には及ばず、最終処分場もひっ
迫していることから、さらなるごみの減量に取り組む必要
があります。

資料：環境省「一般廃棄物処理実態調査」

資料：静岡市環境総務課調べ
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1,033
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1,256 1,258 1,248 1,255
1,229

1,201

1,156
1,131

1,108
1,072

1,041

人と自然が共に生き
誰もが住み続けたいと思える

まちを実現します

分野の目標

　

静
岡
市
は
、南
ア
ル
プ
ス
か
ら
駿
河

湾
ま
で
山
、川
、海
の
豊
か
で
美
し
い
自

然
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。中
で
も
、平
成

26
年
６
月
に
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に

登
録
さ
れ
た
南
ア
ル
プ
ス
は
、世
界
的

な
自
然
環
境
を
有
し
て
い
る
こ
と
、そ

し
て
、そ
の
自
然
と
共
生
し
な
が
ら
持

続
的
に
発
展
し
て
き
た
地
域
で
あ
る
こ

と
が
世
界
に
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、近
年
急
速
に
進
む
地
球
温
暖

化
、外
来
種
の
生
息
域
拡
大
、さ
ら
に

は
新
た
な
開
発
な
ど
に
よ
り
、こ
れ
ら

豊
か
な
自
然
環
境
へ
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
豊
か
な

自
然
環
境
を
守
り
、将
来
の
世
代
へ
引

き
継
い
で
い
く
た
め
、本
市
が
有
す
る

地
域
資
源
の
素
晴
ら
し
さ
を
国
内
外

に
伝
え
る
こ
と
で
、環
境
の
保
全
と
活

用
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、市
民
の
生
活
に
お
い
て
は
、

身
近
な
と
こ
ろ
で
犯
罪
や
交
通
事
故

が
多
く
発
生
し
、消
費
者
問
題
も
複
雑

化
・
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
誰
も
が
安

心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、市
民
一

人
ひ
と
り
が
自
立
し
、ま
た
地
域
の
一

員
と
し
て
、互
い
に
助
け
合
う
こ
と
で
、

誰
も
が
住
み
続
け
た
く
な
る
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

⑩ 安心・安全 みんなの力で創る、静岡

分野別の政策・施策

生活・環境分野

しずおかまちづくり8年計画
分野別の政策・施策編
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施策1 施策2 施策3 施策4

省エネルギーの推進 地域の特色を活かした
再生可能エネルギーの

普及促進

災害に強く
環境にやさしい

エネルギーの分散化

気候変動に適応した
対策の推進

◦�ＳＴＯＰ温暖化100万人
　参加プロジェクト
◦�中小企業向け省エネルギー

対策支援事業

◦�里地里山地域における
　持続可能なまちづくり
　モデル調査研究事業
◦風力発電施設管理事業

◦�防災スマート街区
　認証制度の実施

◦�静岡市版・気候変動への
　適応計画の策定と推進

施策1 施策2 施策3

南アルプスなどの
自然環境・生態系の保全

持続可能な自然の利活用の推進 自然を守る人材の育成

◦�高山植物保護事業
◦ライチョウ保護事業
◦南アルプス環境調査
◦外来種対策事業

◦�各種自然環境に係る学習会・
　イベント等の実施

◦放任竹林対策事業
◦清流保全事業

特
集
2
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計
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光
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政
策 総合的に地球温暖化対策に

取り組みます

1

政
策

地球温暖化対策に取り組む
市民の割合

現状値：55％（H26）
    H30：67%
    H34：80%

市民および事業者の
電気使用量の削減量 適応計画の策定防災スマート街区の形成市内の電気消費量に対する

再生可能エネルギーの構成割合

現状値：電灯3.72MWｈ
            電力5.03MWｈ（H25）
⇒H30：4％削減（H25比）
⇒H34：8％削減（H25比）

現状値：0（H25）
⇒H30：2街区、H34：4街区

現状値：0（H25）
⇒H30：1（策定）
⇒H34：1（策定）

現状値：4%（H25）
⇒H30：5％、H34：6％

南アルプス主要地域（千枚小屋周辺）の
高山植物種数の維持

自然環境学習への参加者数 環境ボランティア数

現状値：15種（H25）
⇒H30：15種、H34：15種

現状値：5,189人（H25）
⇒H30：5,300人、H34：5,400人

現状値：5,013人（H25）
⇒H30：5,100人、H34：5,200人

豊かな自然環境を守り
次の世代へ繋いでいきます

静岡市は豊かな自然が
あるまちだと思う市民の割合

現状値：93%（H25）
    H30：95%
    H34：97%

2

政
策

住み良さを実感できる
生活環境をつくります

各施策の
達成状況

現状値：①刑法犯認知件数6,121件②交通事故発生件数6,514件③消費者市民ミニ講座等への参加人数0人
④事業者の公害法令順守率87%　H30：①5,509件②6,195件③14,000人（累計）④90%   
 H34：①5,000件②5,951件③28,000人（累計）④92%

3

政
策

施策1 施策2 施策3 施策4

みんなで取り組む
地域防犯活動の推進

自ら守る交通安全意識の
向上

自ら考え行動する
「消費者市民社会」の実現

安心・安全な生活環境の
確保と充実

◦�地域自主防犯活動団体
　（地区安全会議）助成
◦�職員による青色防犯
　パトロールの実施
◦防犯教室等の開催

◦市内すべての地区（学区）に
　おける交通安全運動の実施
◦自転車マナー向上
　キャンペーンの実施

◦�消費者教育の推進
◦高齢者見守りネットワークの
　連携強化

◦�環境監視体制の強化
◦環境保健研究所の
　検査機器の整備
◦新清水斎場の整備

刑法犯認知件数 交通事故発生件数 消費者市民ミニ講座等への
参加人数

事業者の公害法令順守率

現状値：6,121件（H25）
⇒H30：5,509件
⇒H34：5,000件

現状値：6,514件（H25）
⇒H30：6,195件（仮）
⇒H34：5,951件（仮）

現状値：0人（H25）
⇒H30：14,000人（累計）
⇒H34：28,000人（累計）

現状値：87%（H25）
⇒H30：90%
⇒H34：92%

環境に配慮した
廃棄物政策を推進します

一人１日当たりの
ごみ総排出量

現状値：1,008g/人日（H25）
    H30：926g/人日
    H34：860g/人日

4

政
策

施策1 施策2

廃棄物のさらなる減量に向けた協働の推進 安定的な廃棄物処理体制の確保

◦�もったいない運動
◦�資源循環啓発
◦�一般廃棄物処理基本計画

◦廃棄物処理施設の整備
◦浄化槽設置整備事業
◦ごみ収集車等の整備

最終処分場への埋め立て量「もったいない運動」に取り組んでいる市民の割合

現状値：83%（H24）
⇒H30：89%、H34：95%

現状値：14,477t（H25）
⇒H30：13,111t、H34：11,731t
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効果的な
アセットマネジメント

（公共施設の管理・運営）
学校、道路など公共施設の
効果的かつ効率的な
管理・運営を行います。

ＩＣＴ
（情報や通信の技術）の

高度利用
ＩＣＴを活用した行政サービスの

拡充に取り組みます。

つ
な
が
る

や
っ
て
み
る

知
ら
せ
る

各
分
野
の

政
策
・
施
策
を

推
進
す
る
た
め
の
視
点

各
分
野
の
政
策
・
施
策
を
力
強
く

推
進
し
て
い
く
た
め
、10
分
野
全
て
の
取
組
に

共
通
し
て
必
要
と
な
る
２
つ
の
視
点
を

「
基
本
的
な
考
え
方
」と
し
て
掲
げ
ま
す
。

共
に
支
え
あ
う

共
生
社
会
の
実
現
の
た
め
に

４
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で

市
民
自
治
の
意
識
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

こ
の
ス
テ
ッ
プ
の
中
で

市
民
協
働
・
男
女
共
同
参
画
・
多
文
化
共
生
の

意
識
の
醸
成
に
取
り
組
む
と
と
も
に

「
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
が
発
揮
さ
れ
る

市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

豊
か
な
地
域
社
会
を

実
現
す
る
た
め

４
つ
の
柱
を
中
心
に

行
政
の
基
盤
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
積
極
的
に

行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
、

市
民
と
と
も
に
持
続
可
能
な
都
市
経
営
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

第 2章　基本計画Chapter 2
視
点
は

「
市
民
自
治
」と

「
都
市
経
営
」の

ふ
た
つ
で
す
。

市民と行政の
連携が

大事なんだね。

深
め
る

市民と行政が
お互いの情報を共有する
市民が持つ情報（市民ニーズ）や
行政の情報を、誰もが自由に活用
できるよう、様々なツールを

活用しながら、
積極的に情報の交流を

推進します。

思いを行動に移す
多くの市民が社会のための
活動に興味・関心を持ち、
自分なりの活動に
結び付けていくことを

促進します。

活動を持続し発展させる
市民と行政の持つ力を十分に発揮
できる体制を整え、社会的課題の
解決が図れるよう活動の深化を

推進します。

みんなの力を結集する
市民と行政がそれぞれの
役割を理解したうえで、
つながる力を活かして
協働事業を促進します。

多面的な広域行政
県中部地域の

活力の維持・向上のため、
国、県、周辺の市町と
一層の連携を図ります。

質の高い行財政運営
最適な行政組織を構築し、
持続可能な財政運営を

行います。

都
市
経
営 

市
民
自
治

1
1

22

3

3

4

4
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み
ん
な
の
力
で

創
る
、静
岡
。

「しずおかまちづくり８年計画」、いかがでしたか？
いま、私たちの回りでは、急速な人口減少や少子高齢化、

環境、エネルギー問題など、いろんな課題が心配されています。
でも、みんなでアイディアを出し合い、力を合わせることで、

きっと解決方法は見つかるはず。

そのためにも、私たち一人ひとりが、地域のことを
もっともっと知らなくっちゃなりません。

このまちの歴史や自然、文化などについて学び、理解し、
みんなで夢を語り合い、未来を切り拓

ひら

きましょう！

先ずは、一人ひとりが、自分に出来ることから…。
そう、それこそが「みんなの力で創る、静岡。」の第1歩。

「世界に輝く静岡」の実現に向けて、力を合わせて
いっしょにスタートしましょう！

むすびに

静
岡
市
の

未
来
へ
、

よ
〜
い
・
ド
ン
！

E-mail:kikaku@city.shizuoka.lg.jp

ワ
ク
ワ
ク
す
る
ね
。

みなさん！たくさんのご意見をお聞かせください。
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附属資料

１　

ま
ち
づ
く
り
の
目
標

　

現
在
の
静
岡
市
は
、
旧
静
岡
市
、
清
水
市
、
由
比
町
、
蒲
原

町
の
合
併
に
よ
り
誕
生
し
、
現
行
の
地
方
自
治
制
度
上
最
大
の

権
能
を
有
す
る
政
令
指
定
都
市
と
し
て
、
我
が
国
の
発
展
の
一

翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
今
、
世
界
水
準
の
都
市
へ
の
飛
躍
に
向
け
て
、
こ
の
地

に
住
む
人
々
が
誇
り
を
持
ち
、
訪
れ
る
人
々
が
憧
れ
を
抱
く
ま

ち
を
目
指
し
、新
た
な
「
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
」
と
し
て
、「『
世

界
に
輝
く
静
岡
』
の
実
現
」
を
掲
げ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

２　

目
指
す
都
市
像

　

静
岡
市
は
、
世
界
に
輝
く
た
め
の
様
々
な
要
素
を
持
ち
、
未

来
へ
の
豊
か
な
可
能
性
に
あ
ふ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の一

つ
ひ
と
つ
を
み
が
き
あ
げ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
世
界
水
準
の
都

市
が
実
現
で
き
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

中
で
も
、今
川
義
元
公
や
徳
川
家
康
公
な
ど
に
彩
ら
れ
た「
歴

史
と
文
化
」
や
、
快
適
な
気
候
風
土
に
育
ま
れ
た
「
健
康
的

な
暮
ら
し
」
は
、「
世
界
に
輝
く
静
岡
」
を
具
体
化
す
る
た
め
に
、

最
も
ふ
さ
わ
し
い
要
素
や
可
能
性
と
い
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
要
素
や
可
能
性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
「
目
指
す
都
市
像
」
と
し
て
掲
げ
、
そ
の
み
が
き
あ
げ
を

最
優
先
に
進
め
、「『
世
界
に
輝
く
静
岡
』
の
実
現
」
を
目
指

し
ま
す
。

　

⑴ 

「
歴
史
文
化
の
ま
ち
」
づ
く
り

　
　

�　

静
岡
市
は
、
東
海
道
の
要
衝
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
悠
久

の
歴
史
を
紡
ぎ
、
多
彩
な
文
化
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。

　
　

�　

こ
れ
ら
の
歴
史
文
化
は
、
世
界
遺
産
や
国
宝
と
し
て
今

日
に
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
価
値
は
、
世
界
の
宝
、
日

本
の
宝
と
も
い
う
べ
き
も
の
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

�　

こ
れ
ら
の
傑
出
し
た
地
域
資
源
の
活
用
を
図
り
、
新
た

な
経
済
的
価
値
を
創
造
す
る
こ
と
に
よ
り
、
文
化
力
を
地

域
活
力
に
転
換
し
て
い
く
こ
と
で
、「
都
市
の
発
展
」
を

目
指
し
ま
す
。

　

⑵ 

「
健
康
長
寿
の
ま
ち
」
づ
く
り

　
　

�　

静
岡
市
は
、
温
暖
な
気
候
や
豊
富
な
日
照
時
間
、
豊
か

な
自
然
を
背
景
に
、快
適
な
居
住
環
境
を
有
し
て
い
ま
す
。

　
　

�　

ま
た
、
多
彩
な
食
材
に
恵
ま
れ
、
穏
や
か
な
市
民
性
と

も
相
ま
っ
て
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
健
康
的
に
暮
ら
し
続
け
る
こ

と
が
可
能
な
、
日
本
屈
指
の
生
活
環
境
を
有
し
て
い
ま
す
。

　
　

�　

こ
れ
ら
の
恵
ま
れ
た
地
域
資
源
を
活
か
し
、
市
民
、
企

業
、
行
政
と
い
っ
た
あ
ら
ゆ
る
主
体
が
連
携
・
協
力
し
、

地
域
の
課
題
を
発
見
、
解
決
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
一
人

ひ
と
り
の
さ
ら
な
る
生
活
の
質
の
向
上
と
健
康
長
寿
を
実

現
し
て
い
く
こ
と
で
、「
暮
ら
し
の
充
実
」
を
目
指
し
ま
す
。

３　

市
政
の
さ
ら
な
る
展
開

　

静
岡
市
は
、
目
指
す
都
市
像
で
あ
る
「『
歴
史
文
化
の
ま
ち
』

づ
く
り
」
や
「『
健
康
長
寿
の
ま
ち
』
づ
く
り
」
を
進
め
て
い

く
と
と
も
に
、
市
政
の
さ
ら
な
る
展
開
を
目
指
し
て
い
く
た
め
、

市
政
の
目
標
と
し
て
「
都
市
の
発
展
」
と
「
暮
ら
し
の
充
実
」

を
掲
げ
ま
す
。

　

⑴ 

「
創
造
す
る
力
」
に
よ
る
「
都
市
の
発
展
」

　
　

�　
「
都
市
の
発
展
」
の
た
め
に
は
、
産
業
・
経
済
の
振
興
が

必
要
で
す
。

　
　

�　

産
業
・
経
済
の
振
興
に
は
、
地
域
資
源
の
活
用
に
よ
り

新
た
な
価
値
を
生
み
だ
し
て
い
く
「
創
造
す
る
力
」
が
重

要
で
す
。

　
　

�　

そ
こ
で
、
静
岡
市
は
、
市
政
の
さ
ら
な
る
展
開
の
た
め
、

「
創
造
す
る
力
」
に
よ
る
「
都
市
の
発
展
」
を
目
指
し

ま
す
。

　

⑵ 

「
つ
な
が
る
力
」
に
よ
る

      

「
暮
ら
し
の
充
実
」

　
　

�　
「
暮
ら
し
の
充
実
」
の
た
め
に
は
、
安
心
・
安
全
の
確
保

が
必
要
で
す
。

　
　

�　

安
心
・
安
全
の
確
保
に
は
、
多
様
な
主
体
の
連
携
に
よ

り
地
域
の
課
題
を
解
決
し
て
い
く
「
つ
な
が
る
力
」
が
重

要
で
す
。

　
　

�　

そ
こ
で
、静
岡
市
は
、市
政
の
さ
ら
な
る
展
開
の
た
め
、「
つ

な
が
る
力
」
に
よ
る
「
暮
ら
し
の
充
実
」
を
目
指
し
ま
す
。

４　

基
本
計
画
の
策
定

　

静
岡
市
は
、
静
岡
市
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
人
々
と
共
に
、
ま

ち
づ
く
り
の
目
標
で
あ
る
「『
世
界
に
輝
く
静
岡
』
の
実
現
」

を
共
有
化
し
、「
目
指
す
都
市
像
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
く

と
と
も
に
、
市
政
の
さ
ら
な
る
展
開
の
た
め
、「『
創
造
す
る
力
』

に
よ
る
『
都
市
の
発
展
』」
と
、「『
つ
な
が
る
力
』
に
よ
る
『
暮

ら
し
の
充
実
』」
を
市
政
運
営
の
両
輪
と
し
て
、
本
基
本
構
想

に
基
づ
く
基
本
計
画
を
策
定
し
、
政
策
・
施
策
の
円
滑
か
つ
着

実
な
推
進
を
図
り
ま
す
。

静岡市基本構想 
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現
在
、
我
が
国
は
、
急
速
な
人
口
減
少
と
、
少
子
・
超
高
齢

化
の
進
展
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
生
産
年
齢
人
口

の
減
少
に
よ
る
地
域
活
力
の
低
下
、
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
衰
退
、
公

共
経
営
の
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
な
ど
、
地
域
の
社
会
経
済
環
境
に

様
々
な
変
化
を
も
た
ら
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
１
９
９
０
年
代
初
頭
の
バ
ブ
ル
崩
壊
は
、
20
年
以
上
に

わ
た
る
経
済
の
停
滞
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
激
変
す

る
世
界
経
済
の
動
向
に
対
応
す
る
た
め
、
地
方
に
お
い
て
は
工
場

の
海
外
移
転
や
集
約
化
の
動
き
が
進
展
す
る
と
と
も
に
、
東
京

へ
の
本
社
機
能
移
転
が
進
ん
だ
こ
と
な
ど
か
ら
、
地
方
に
お
け
る

雇
用
の
流
出
が
起
こ
り
、
人
口
減
少
に
拍
車
を
か
け
る
負
の
連
鎖

に
つ
な
が
り
、
地
域
経
済
の
疲
弊
が
助
長
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
東
日
本
大
震
災
を
経
て
、
市
民
の
意
識
は
、
物
の
豊
か

さ
か
ら
、
絆
や
心
の
豊
か
さ
を
重
視
す
る
も
の
へ
と
変
化
し
、
日

本
社
会
は
、
成
長
社
会
か
ら
成
熟
社
会
へ
の
大
き
な
転
換
期
を

迎
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
我
が
国
の
経
済
成
長
の
根
幹
を

支
え
て
き
た
、
大
量
生
産
・
大
量
消
費
、
ス
ピ
ー
ド
社
会
、
経

済
性
や
効
率
性
が
最
優
先
さ
れ
る
「
成
長
・
拡
大
」
の
時
代
か

ら
、
多
様
性
、
寛
容
性
、
安
心
・
安
全
、
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
の
実
現

な
ど
「
定
常
・
持
続
可
能
」
の
時
代
へ
と
変
化
し
、
市
民
一
人
ひ

と
り
の
志
向
や
豊
か
さ
の
尺
度
も
多
様
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
近
年
、
国
内
外
に
お
い
て
文
化
や
芸
術
の

持
つ
「
創
造
性
」
を
産
業
振
興
や
地
域
振
興
な
ど
に
活
用
し
、

「
地
域
の
個
性
」
と
な
る
様
々
な
資
源
を
み
が
き
あ
げ
、
地
域

経
済
や
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
な
ど
の
活
性
化
を
図
る
取
組
が
、
ま
ち
づ

く
り
の
好
事
例
と
し
て
世
界
的
に
も
注
目
を
集
め
る
な
ど
、
時

代
は
、「
国
家
の
時
代
」
か
ら
「
都
市
の
時
代
」
へ
と
移
行
し
つ

つ
あ
る
も
の
と
い
え
ま
す
。

１　

本
市
の
人
口
状
況

　

本
市
は
、
平
成
２
年
（
１
９
９
０
年
）
に
人
口
減
少
に
転
じ

て
お
り
、
平
成
12
年
（
２
０
０
０
年
）
に
は
、
老
年
人
口
が
年

少
人
口
を
上
回
る
と
と
も
に
、
平
成
17
年
（
２
０
０
５
年
）
に

は
、こ
れ
ま
で
の
社
会
減
に
加
え
、自
然
減
に
転
じ
た
こ
と
か
ら
、

平
成
22
年
（
２
０
１
０
年
）
に
は
総
人
口
が
71
万
６
千
人
に
ま

で
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
本
市
の
将
来
人
口
は
、
平
成
27
年
（
２
０
１
５
年
）

に
70
万
１
千
人
、
平
成
37
年
（
２
０
２
５
年
）
に
65
万
３
千
人
、

平
成
47
年
（
２
０
３
５
年
）
に
59
万
１
千
人
と
な
る
も
の
と
推

計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
人
口
移
動
を
見
る
と
、
男
性
は
10
～
19
歳
で

大
き
く
転
出
超
過
し
た
後
、
20
～
34
歳
で
は
転
入
超
過
で
あ
る

の
に
対
し
て
、
女
性
は
、
ほ
ぼ
全
て
の
世
代
に
お
い
て
転
出
超
過

で
あ
り
、
こ
の
点
も
本
市
の
少
子
化
が
進
行
す
る
一
因
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

２　

目
標
人
口
の
設
定

　

人
口
の
維
持
は
、「
静
岡
市
の
力
」
を
さ
ら
に
高
め
て
い
く
こ

と
は
も
と
よ
り
、
地
域
の
持
続
的
な
発
展
を
展
望
す
る
う
え
で
、

極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
施
策
を
駆

使
し
た
取
組
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
危
機
意
識
の
共
有
化
が
必
要
不
可
欠
で
あ

り
、
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
（
75
歳
以
上
）
と
な
る
平
成

37
年
（
２
０
２
５
年
）
の
本
市
の
総
人
口
に
つ
い
て
、「
70
万
人
」

を
維
持
す
る
こ
と
を
目
標
人
口
と
し
て
掲
げ
、
本
市
に
関
わ
る

あ
ら
ゆ
る
人
々
と
共
に
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
、
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

　

第
３
章
で
掲
げ
た
、
本
市
の
目
標
人
口
で
あ
る
平
成
37
年

（
２
０
２
５
年
）
に
「
70
万
人
」
を
維
持
す
る
た
め
に
、「『
創

造
す
る
力
』
に
よ
る
『
都
市
の
発
展
』」
と
「『
つ
な
が
る
力
』

に
よ
る
『
暮
ら
し
の
充
実
』」
と
い
う
２
つ
の
市
政
の
さ
ら
な
る

展
開
に
向
け
て
、
以
下
に
掲
げ
る
６
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

取
り
組
み
、「
世
界
に
輝
く
静
岡
」
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

１　
「
創
造
す
る
力
」
に
よ
る

　
　
「
都
市
の
発
展
」

⑴ 

歴
史
都
市　

～
悠
久
の
歴
史
を
誇
り
と
し
て
活
か
し
た

　
　
　
　
　
風
格
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
～

①� �

静
岡
浅
間
神
社
な
ど
と
の
回
遊
性
の
向
上
を
図
り
つ
つ
、
駿

府
城
公
園
「
桜
の
名
所
」
づ
く
り
や
、
歴
史
文
化
施
設
の

整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
駿
府
城
天
守
閣
の
再
建
を
目

指
し
、「
サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
方
式
」
等
市
民
の
協
力
を

得
な
が
ら
天
守
台
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

②� �

旧
東
海
道
の
沿
線
に
点
在
し
て
い
る
二
峠
六
宿
に
つ
い
て
、

中
世
よ
り
多
く
の
旅
人
が
往
来
し
た
歴
史
的
景
観
の
保
全

や
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
地
域
資
源
の
み
が
き
あ
げ
に
よ
る
賑

わ
い
の
創
出
な
ど
、約
40 km
に
わ
た
る
「
東
海
道
歴
史
街
道
」

の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

１　

基
本
計
画
の
位
置
づ
け

　

基
本
計
画
は
、「
静
岡
市
基
本
構
想
」
に
基
づ
き
実
施
す
る
政
策・

施
策
の
体
系
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。

２　

基
本
計
画
の
区
域

　

基
本
計
画
の
対
象
と
な
る
区
域
は
、
基
本
的
に
は
静
岡
市
と

い
う
行
政
区
域
で
す
が
、
広
域
行
政
の
視
点
か
ら
静
岡
県
中
部

地
域
の
中
枢
を
担
う
政
令
指
定
都
市
と
し
て
、
静
岡
都
市
圏
の

将
来
を
展
望
し
、
よ
り
広
い
視
点
に
立
っ
て
計
画
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

３　

基
本
計
画
の
期
間

　

基
本
計
画
の
期
間
は
、
平
成
27
年
度
（
２
０
１
５
年
度
）
か

ら
34
年
度
（
２
０
２
２
年
度
）
の
８
年
間
と
し
ま
す
。

４　

基
本
計
画
の
内
容

　

基
本
計
画
の
内
容
は
、「
時
代
の
潮
流
」、「
目
標
人
口
」、「
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、「
分
野
別
の
基
本
的
な
方
向
性
」、「
各
分
野

の
政
策
・
施
策
を
推
進
す
る
た
め
の
視
点
」、「
都
市
構
造
軸
の

考
え
方
」、「
各
区
の
取
組
」
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

５　

実
施
計
画
の
策
定

　

基
本
計
画
を
推
進
す
る
た
め
に
、基
本
計
画
に
示
さ
れ
た「
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
に
基
づ
く
施
策
・
事
業
に
つ
い
て
、
財

政
計
画
と
の
整
合
を
図
り
つ
つ
、
前
期
４
年
間
の
具
体
的
な
実

施
内
容
を
示
す
「
実
施
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
後
期
４
年
間
に
お
い
て
取
り
組
む
施
策
・
事
業
に
つ
い

て
は
、「
ネ
ク
ス
ト
プ
ラ
ン
」
と
し
て
示
し
ま
す
。
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③� �

世
界
文
化
遺
産
「
三
保
松
原
」
に
、
国
内
外
か
ら
の
観
光

客
を
受
け
入
れ
、
世
界
に
向
け
情
報
発
信
を
行
う
「
三
保

松
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
」
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

三
保
半
島
に
点
在
す
る
地
域
資
源
と
の
連
携
に
よ
り
、
そ
の

ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

⑵ 

文
化
都
市　

～
人
々
が
訪
れ
て
み
た
い
と
憧
れ
を
抱
く

　
　
　
　
　
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
～

① �

東
静
岡
地
区
に
、
静
岡
県
と
の
連
携
に
よ
り
、
新
た
な
賑
わ

い
と
交
流
の
核
と
な
る
「
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
殿
堂
」
の
整

備
を
目
指
し
て
い
く
と
と
も
に
、
草
薙
地
区
で
は
、
駅
周
辺

の
整
備
な
ど
を
進
め
、
県
立
大
学
な
ど
の
立
地
を
活
か
し

た
文
教
エ
リ
ア
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

② �

清
水
港
周
辺
地
区
に
、
産
学
官
の
連
携
に
よ
る
海
洋
文
化
の

拠
点
づ
く
り
や
、
新
た
な
公
共
交
通
の
導
入
の
検
討
を
進
め

る
と
と
も
に
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
の
賑
わ
い
創
出
の
た
め
、

客
船
誘
致
や
マ
リ
ン
パ
ー
ク
へ
の
遊
歩
道
整
備
・
活
用
な
ど
回

遊
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

③ �

地
域
資
源
の
宝
庫
で
あ
る
中
山
間
地
域
（
オ
ク
シ
ズ
）
や
、

駿
河
湾
沿
岸
地
域
（
し
ず
ま
え
）
が
有
す
る
山
の
幸
、
海

の
幸
な
ど
の
食
文
化
、
神
楽
や
芸
妓
な
ど
の
伝
統
文
化
、
さ

ら
に
は
大
道
芸
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
な
ど
の
創
造
性
豊
か
な
静

岡
文
化
を
進
化
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

⑶ 

中
枢
都
市　

～
世
界
中
か
ら
多
く
の
人
が
集
ま
る

　
　
　
　
求
心
力
の
高
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
～

① �

首
都
圏
等
か
ら
の
移
住
・
定
住
の
促
進
を
目
指
し
、
雇
用
・

就
労
の
場
や
住
宅
の
確
保
、
教
育
・
子
育
て
、
医
療
・
介
護

な
ど
の
充
実
を
図
り
、「
静
岡
暮
ら
し
」
の
魅
力
の
向
上
と

情
報
発
信
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
で
、
定
住
人
口
の
増
加

を
目
指
し
ま
す
。

② �

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を

好
機
と
と
ら
え
、
合
宿
誘
致
は
も
と
よ
り
、
国
際
会
議
や

全
国
大
会
の
誘
致
な
ど
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

県
中
部
地
域
市
町
の
連
携
に
よ
り
広
域
観
光
を
推
進
す
る

な
ど
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

③ �

社
会
経
済
の
変
化
に
対
応
す
べ
く
、
本
市
の
強
み
を
活
か
し

た
戦
略
産
業
を
選
び
、
集
中
的
に
支
援
・
育
成
す
る
と
と

も
に
、
個
々
の
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
、
き
め
細
か
な

支
援
と
人
材
育
成
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
経
済
の
活

性
化
と
雇
用
の
拡
大
を
推
進
し
ま
す
。

２　
「
つ
な
が
る
力
」
に
よ
る

　
　
「
暮
ら
し
の
充
実
」

⑴
健
康
都
市

～
市
民
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

　
　
　
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
～

① �

人
々
が
、
地
域
で
自
分
ら
し
く
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
静
岡
型
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構

築
す
る
と
と
も
に
、
恵
ま
れ
た
生
活
環
境
を
活
か
し
健
康

寿
命
延
伸
の
施
策
を
拡
充
す
る
こ
と
で
、
世
界
に
誇
れ
る
健

康
長
寿
の
都
市
を
目
指
し
ま
す
。

②� �

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
、
す
く
す
く
と
笑
顔
で
成
長
し
、

ま
た
、
人
々
が
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

多
様
な
生
き
方
を
選
択
で
き
、
生
き
が
い
や
喜
び
を
感
じ
ら

れ
る
よ
う
、
子
ど
も
本
位
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
を
推
進

し
、
子
育
て
し
や
す
い
都
市
を
目
指
し
ま
す
。

③ �

本
市
の
コ
ン
パ
ク
ト
で
平
坦
な
地
形
と
、
温
暖
な
気
候
を
活
か

し
、
健
康
・
環
境
志
向
の
乗
り
物
で
あ
る
自
転
車
を
利
用
し

や
す
い
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
と
と
も
に
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
進
め
る
な
ど
、
歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
の
整
備
を
推

進
し
ま
す
。

⑵ 

防
災
都
市

～
様
々
な
危
機
に
備
え
た
減
災
力
が
高
い

　
　
　
　
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
～

① �

津
波
避
難
施
設
、
防
災
ス
マ
ー
ト
タ
ウ
ン
の
整
備
や
、
消
防

救
急
広
域
化
の
推
進
に
よ
り
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
備

え
た
災
害
対
応
力
を
強
化
す
る
な
ど
、
市
民
生
活
を
脅
か

す
様
々
な
危
機
に
対
し
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、

危
機
管
理
体
制
を
確
立
し
ま
す
。

② �

頻
発
す
る
大
型
台
風
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
に
よ
る
風
水
害
の

発
生
に
的
確
に
対
処
し
て
い
く
た
め
、
国
、
県
と
連
携
し
て

総
合
的
な
浸
水
対
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
が
け
崩
れ

や
地
す
べ
り
な
ど
か
ら
市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、

土
砂
災
害
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

③ �

災
害
リ
ス
ク
の
軽
減
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
の
観
点
か

ら
、
産
学
官
の
連
携
に
よ
る
清
水
港
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
周
辺
へ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
産
業
の
立
地
の
促
進
や
、
地
球
温
暖
化
の

原
因
と
な
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
抑
制
す
る
た
め
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
・
普
及
促
進
を
目
指
し
ま
す
。

⑶ 

共
生
都
市　

～
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
多
様
性
を
尊
重
し

　
　
　
　
　
共
に
暮
ら
す
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
～

① �

す
べ
て
の
市
民
が
、
国
籍
や
文
化
、
性
別
、
障
が
い
の
有
無

な
ど
の
違
い
を
乗
り
越
え
、「
和
の
精
神
」
を
持
っ
て
共
に

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
家
康
公
四
百
年
祭
の
開
催
を

契
機
に
「
家
康
公
が
愛
し
た
ま
ち
」
に
相
応
し
い
天
下
泰

平
の
平
和
都
市
を
目
指
し
ま
す
。

② �

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
登
録
さ
れ
た
南
ア
ル
プ
ス
や
、
安
倍

川
、
藁
科
川
、
興
津
川
な
ど
の
清
流
、
水
深
２
，
５
０
０
m

を
誇
る
恵
み
豊
か
な
駿
河
湾
な
ど
、
本
市
が
有
す
る
多
彩

な
自
然
環
境
の
保
全
と
適
正
な
活
用
を
図
り
な
が
ら
、
人
々

と
自
然
と
の
共
生
を
推
進
し
ま
す
。

③ �「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」
の
観
点
か
ら
、
市
内
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
有
す
る
絆
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
生
涯
学
習
な
ど
の
推
進
に
よ
り
、
市
民
と
行
政
と
の
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
に
富
ん
だ

人
材
の
養
成
を
目
指
し
ま
す
。

１　

観
光
・
交
流

国
内
外
か
ら
多
く
の
人
々
が
訪
れ
、

活
発
な
交
流
が
行
わ
れ
る
ま
ち
を
実
現
し
ま
す

【
分
野
の
役
割
】

　

本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
が
到
来
し
、
本
市
も
そ
の
例
外
で

は
な
く
、
地
域
経
済
の
活
力
減
退
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
観
光
は
、
宿
泊
業
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
、
旅

行
業
、
運
輸
業
、
農
業
・
漁
業
、
小
売
業
な
ど
関
連
す
る
産
業

の
す
そ
野
が
極
め
て
広
く
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
大
き
な
役

割
を
果
た
す
も
の
で
す
。

　

本
市
は
、
我
が
国
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
世
界
的
に
名
高
い
富
士

山
の
一
大
眺
望
地
で
あ
り
、
歴
史
的
に
も
東
西
交
通
の
要
衝
と

し
て
栄
え
、
現
在
も
首
都
圏
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
に
恵
ま
れ
た
好

立
地
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
南
ア
ル
プ
ス
か
ら
駿
河
湾
ま
で
の
豊
か
な
自
然
環
境

の
下
に
、
市
民
が
創
り
、
守
り
、
育
ん
で
き
た
産
業
や
文
化
芸

術
な
ど
、多
彩
で
貴
重
な
地
域
資
源
を
数
多
く
有
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
本
市
の
特
色
を
最
大
限
に
活
用
し
、
国
内
外
か
ら
人

を
呼
び
込
む
観
光
事
業
を
振
興
し
、
受
入
環
境
の
充
実
と
併
せ

て
交
流
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
は
、
地
域
に
高
い
経
済
波
及
効

果
や
雇
用
を
創
出
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
市
は
、
地
域
の
魅
力
を
一
層
み
が
き
あ
げ
、
広

く
情
報
発
信
し
、
国
内
外
か
ら
訪
れ
る
人
々
と
市
民
が
活
発
に

交
流
す
る
ま
ち
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
重
点
的
な
取
組
】

政策
１　
静
岡
の
ブ
ラ
ン
ド
力
あ
る
地
域
資
源
を

　
　
　
　

活
用
し
た
観
光
を
推
進
し
ま
す

　

多
く
の
都
市
が
交
流
人
口
拡
大
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
現
況
下
に
お
い
て
、
本
市
の
特
色
で
あ
る
際
立
つ
地
域

資
源
の
魅
力
や
価
値
を
高
め
て
い
く
こ
と
は
、
大
変
重
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
模
型
の
世
界
首
都
・
静
岡
が
誇
る
ホ
ビ
ー
産
業

の
魅
力
や
、
世
界
文
化
遺
産
「
三
保
松
原
」、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
に
登
録
さ
れ
た
南
ア
ル
プ
ス
の
価
値
を
さ
ら
に
み
が
き
あ
げ
て

い
く
と
と
も
に
、
徳
川
家
康
公
に
代
表
さ
れ
る
歴
史
資
源
に
触

れ
親
し
む
観
光
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
本
市
の
観
光
で
大
き
な
強
み
と
な
る
、
お
茶
や
し

ず
ま
え
ブ
ラ
ン
ド
な
ど
の
食
、オ
ク
シ
ズ
の
豊
か
な
自
然
、サ
ッ
カ
ー

を
は
じ
め
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

政策
2　
国
内
外
か
ら
の
誘
客
と
交
流
を

　
　
　
　

推
進
し
ま
す

　

平
成
25
年
６
月
の
富
士
山
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
は
、
本
市

を
は
じ
め
国
内
旅
行
の
需
要
を
呼
び
起
こ
す
好
機
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
平
成
32
年
（
２
０
２
０
年
）
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
向
け
、
国
は
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者

数
を
２
，
０
０
０
万
人
に
倍
増
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
追
い
風
を
と
ら
え
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
人
々

を
迎
え
入
れ
る
べ
く
、
本
市
特
有
の
自
然
、
歴
史
、
文
化
、
産

業
な
ど
を
最
大
限
に
活
用
し
て
、
積
極
的
な
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
様
々
な
主
催
者
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
交
流
事
業
で
培
っ
た
多
様
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
や
都
市
の
つ
な
が
り
を
通
じ
て
、
世
界
の
人
々
と
の
交
流
を
促
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附属資料

進
し
て
い
き
ま
す
。

政策
3　
来
訪
者
が
再
び
訪
れ
た
く
な
る

　
　
　
　

受
入
態
勢
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す

　

富
士
山
静
岡
空
港
や
新
東
名
高
速
道
路
を
は
じ
め
、
今
後

の
中
部
横
断
自
動
車
道
の
開
通
や
東
名
高
速
道
路
新
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
な
ど
、
国
内
外
か
ら
本
市
を
訪
れ
る
上
で
の
社

会
基
盤
は
ま
す
ま
す
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
本
市
を
訪
れ
よ
う
と
す
る
、
あ
る
い
は
訪
れ
て
い

る
人
が
、
観
光
情
報
を
気
軽
に
入
手
で
き
る
た
め
の
情
報
発
信

力
の
強
化
や
、
来
訪
者
の
目
線
に
立
っ
た
案
内
表
示
板
等
の
整

備
、
観
光
回
遊
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
交
通
手
段
の
確
保
な
ど
の
受

入
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
地
域
の
人
々
と
の
交
流
や
体
験
を
通
じ
て
、
来
訪
者
の

全
て
が
「
来
て
よ
か
っ
た
」「
ま
た
来
た
い
」
と
喜
び
を
感
じ
る
ま

ち
の
実
現
を
目
指
す
た
め
、
オ
ー
ル
静
岡
に
よ
る
お
も
て
な
し
の
向

上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

政策
4　
ま
ち
な
か
の
魅
力
向
上
に
よ
り

　
　
　
　

賑
わ
い
創
出
を
推
進
し
ま
す

　

本
市
の
賑
わ
い
と
交
流
の
拠
点
で
あ
る
、
静
岡
・
清
水
両
地

区
中
心
市
街
地
の
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
、
個
性
を
活
か
し
た
活
性

化
を
推
進
し
、
連
携
を
図
る
こ
と
で
、
相
乗
効
果
を
生
み
出
し
、

市
域
全
体
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
中
心
市
街
地
を
舞
台
に
、
訴
求
力
が
高
く
賑
わ

い
を
生
み
出
す
イ
ベ
ン
ト
を
、
官
民
連
携
し
て
推
進
し
て
い
き

ま
す
。
併
せ
て
、
ま
ち
づ
く
り
人
材
の
育
成
や
、
活
気
あ
る
中

心
市
街
地
づ
く
り
を
推
進
す
る
組
織
へ
の
支
援
を
行
い
、
魅
力

あ
ふ
れ
る
ま
ち
の
創
出
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
富
士
山
を
背
景
と
し
た
我
が
国
屈
指
の
良
港
で
あ
る
、

国
際
拠
点
港
湾
・
清
水
港
の
魅
力
を
活
か
し
た
客
船
誘
致
の
推

進
や
、
賑
わ
い
交
流
拠
点
の
形
成
な
ど
、
清
水
港
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ

ロ
ン
ト
の
活
性
化
に
一
層
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

２　

農
林
水
産

山
か
ら
海
の
多
彩
な
資
源
を
活
か
し
て
、

人
や
地
域
が
潤
う
農
林
水
産
の

盛
ん
な
ま
ち
を
実
現
し
ま
す

【
分
野
の
役
割
】

　

現
在
、
本
市
の
農
林
水
産
業
は
、
生
産
物
価
格
の
低
迷
に
よ

る
所
得
の
減
少
、従
事
者
の
高
齢
化
、耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
、

多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
最
近
で
は
海

外
に
お
け
る
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
の
急
増
や
、
平
成
25
年
の
「
和

食
」
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
な
ど
、
和
食
の
素
材
で
あ

る
日
本
の
農
林
水
産
物
や
、
そ
れ
ら
を
活
か
し
た
食
文
化
に
対

す
る
世
界
の
関
心
も
高
ま
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
を
背
景
に
、
南
ア
ル
プ
ス
か
ら
駿
河
湾

ま
で
の
多
彩
な
資
源
を
有
す
る
本
市
に
お
い
て
は
、
そ
の
地
域
資

源
を
活
か
す
こ
と
に
よ
り
、
次
代
を
担
う
若
者
が
夢
を
持
っ
て

農
林
水
産
業
を
営
め
る
環
境
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
お
茶
を
は
じ
め
、
み
か
ん
、
わ
さ
び
な
ど
本
市

の
強
み
で
あ
る
既
存
の
「
静
岡
市
ブ
ラ
ン
ド
」
の
強
化
や
、「
オ

ク
シ
ズ
」「
し
ず
ま
え
」
と
いっ
た
新
た
な
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
普
及・

定
着
化
、
従
事
者
の
組
織
化
や
効
率
的
な
生
産
基
盤
の
整
備
な

ど
を
進
め
、
農
林
水
産
業
者
の
所
得
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
資
源
の
活
用
を
通
し
て
、
地
域
活
力
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
農
林
水
産
業
の
持
つ
公
益
的
機
能
の
維
持

に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
重
点
的
な
取
組
】

政策
１ 　

�

新
た
な
価
値
や
需
要
を
掘
り
起
こ
し
、

　
　
　
　

市
民
が
自
慢
で
き
る
農
林
水
産
の
静
岡
市

　
　
　
　

ブ
ラ
ン
ド
創
出
を
推
進
し
ま
す

　

山
か
ら
海
の
多
彩
な
資
源
を
活
用
し
、「
静
岡
市
ブ
ラ
ン
ド
」

の
創
出
を
推
進
し
ま
す
。
主
要
農
産
物
の
う
ち
、
お
茶
は
新
た

な
需
要
創
出
に
よ
る
「
お
茶
の
ま
ち
静
岡
市
」
を
推
進
す
る
ほ

か
、み
か
ん
、わ
さ
び
な
ど
の
強
み
の
あ
る
産
物
の
魅
力
を
高
め
、

ブ
ラ
ン
ド
力
を
強
化
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、「
し
ず
ま
え
」
の
魅
力
を

P
R
し
、
駿
河
湾
沿
岸
で
獲
れ
る
魚
介
類
や
食
文
化
の
普
及
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

林
業
に
お
い
て
は
、
公
共
建
築
物
な
ど
へ
の
市
産
材
の
活
用

を
促
進
し
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化
を
図
り
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
産
学
官
金
の
連
携
に
よ
り
、
６
次
産
業
化
等
を
進
め
、

新
た
な
価
値
の
創
出
を
推
進
し
、
市
民
が
自
慢
で
き
る
特
産
品

の
開
発
・
発
信
を
図
り
、「
静
岡
市
ブ
ラ
ン
ド
」
に
よ
る
差
別
化
・

高
付
加
価
値
化
を
目
指
し
ま
す
。

政策
2　

�

産
業
・
産
地
を
担
う
人
材
・
組
織
の

　
　
　
　

育
成
を
推
進
し
ま
す

　

豊
か
な
農
林
水
産
物
を
生
み
出
す
産
地
と
し
て
次
世
代
へ
継

承
す
る
た
め
、
お
茶
の
新
規
就
農
者
支
援
を
は
じ
め
と
す
る
、

次
代
を
担
う
ビ
ジ
ネ
ス
感
覚
豊
か
な
多
様
な
担
い
手
の
確
保
・

育
成
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
従
事
者
の
組
織
化
や
異
業
種
の

参
入
を
進
め
、
第
１
次
産
業
を
成
長
産
業
と
と
ら
え
た
新
し
い

経
営
体
の
育
成
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
経
営
規
模
の
拡
大
を
目
指
す
農
林
業
者
の
育
成
支
援

を
行
い
、
意
欲
の
高
い
従
事
者
を
後
押
し
す
る
と
と
も
に
、
魅
力

的
な
就
労
環
境
を
整
備
し
、
若
者
の
新
規
就
農
・
異
業
種
か
ら

の
新
規
参
入
を
推
進
し
ま
す
。

政策
3　

�

次
世
代
へ
自
信
を
持
っ
て
継
承
で
き
る

　
　
　
　

生
産
基
盤
の
確
保
を
推
進
し
ま
す

　

多
く
の
条
件
不
利
地
を
抱
え
る
農
林
業
に
お
い
て
は
、
生
産

性
の
向
上
や
コ
ス
ト
削
減
を
図
る
な
ど
、
効
率
的
な
経
営
の
た

め
の
生
産
基
盤
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。
農
業
に
お
い
て
は
、

土
地
改
良
や
優
良
農
地
の
集
積
を
、
林
業
に
お
い
て
は
、
林
道

や
作
業
道
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
水
産
業
に
お
い
て
は
、
地
震
・
津
波
対
策
へ
の
関
心
が

高
ま
る
中
で
、
安
心
・
安
全
な
漁
港
・
漁
港
海
岸
施
設
の
整
備

に
取
り
組
み
、
生
産
基
盤
の
強
化
を
進
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
老

朽
化
が
進
ん
だ
漁
港
に
お
い
て
も
、
安
定
的
な
運
用
が
で
き
る

よ
う
、
適
切
な
維
持
管
理
や
再
整
備
を
行
い
、
次
世
代
へ
継
承

で
き
る
生
産
基
盤
を
確
保
し
て
い
き
ま
す
。

政策
4 　

�

多
彩
な
地
域
資
源
を
み
が
き
あ
げ
、

　
　
　
　

オ
ク
シ
ズ
等
の
地
域
の
活
力
強
化
を

　
　
　
　

推
進
し
ま
す

　

南
ア
ル
プ
ス
か
ら
中
山
間
地
域
に
広
が
る
、
本
市
特
有
の
地

域
資
源
を
活
か
し
て
、
新
し
い
産
業
の
創
出
や
交
流
を
促
す
な

ど
、
地
域
主
体
の
活
性
化
の
後
押
し
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、野
生
鳥
獣
被
害
対
策
な
ど
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

広
大
な
森
林
を
は
じ
め
と
す
る
豊
か
な
農
林
水
産
資
源
を
保
護

し
、
安
心
・
安
全
な
地
域
環
境
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
多
彩
な
地
域
資
源
を
み
が
き
あ
げ
、
農
林
水
産
業
の
持
つ

公
益
的
機
能
を
維
持
・
向
上
さ
せ
な
が
ら
、
地
域
の
活
力
強
化

に
取
り
組
み
ま
す
。

３　

商
工
・
物
流

魅
力
的
な
人
と
企
業
が
出
会
い
、

世
界
に
誇
れ
る
価
値
を
創
造
す
る

ま
ち
を
実
現
し
ま
す

【
分
野
の
役
割
】

　

商
工
業
、
物
流
業
は
、
本
市
の
活
発
な
経
済
活
動
の
源
で
あ

り
、
市
民
の
豊
か
な
暮
ら
し
と
都
市
の
発
展
を
支
え
る
た
め
の

大
変
重
要
な
産
業
で
す
。

　

本
市
は
、
我
が
国
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
天
然
の
良
港
で
あ

る
清
水
港
を
擁
す
る
こ
と
か
ら
、
古
く
か
ら
政
治
、
経
済
、
文

化
の
中
心
、
及
び
交
通
の
要
衝
と
し
て
、
今
日
に
至
る
ま
で
活
気

あ
ふ
れ
る
商
業
都
市
、
港
湾
都
市
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
江
戸
時
代
以
来
の
優
れ
た
技
術
に
よ
る
伝
統
工
芸
や
、

そ
れ
ら
を
礎
と
し
た
家
具
、
木
製
品
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
モ
デ
ル
な

ど
の
地
域
産
業
、
さ
ら
に
清
水
港
を
中
心
と
し
て
発
展
し
て
き

た
食
品
関
連
産
業
、
機
械
器
具
製
造
業
な
ど
、
も
の
づ
く
り
産

業
の
歴
史
と
伝
統
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
歴
史
と
伝
統
を
背
景
に
、
新
東
名
高
速
道
路
や

中
部
横
断
自
動
車
道
な
ど
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
と
相

ま
っ
て
、
本
市
産
業
は
、
今
後
も
さ
ら
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
少
子
高
齢
化
や
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
な
ど

の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
商
工
業
、
物
流
業
を
取
り

巻
く
環
境
も
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
変
化
は
、

市
民
生
活
や
地
域
経
済
な
ど
に
様
々
な
影
響
を
及
ぼ
す
一
方
で
、

新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
好
機
と
し
て
前
向
き
に
と
ら
え
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
市
は
、
市
民
の
豊
か
な
暮
ら
し
や
ま
ち
の
魅
力

を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、
魅
力
あ
る
人
と
企
業
が
出

会
い
、
新
た
な
価
値
を
創
造
し
、
世
界
に
発
信
し
て
い
く
産
業

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
重
点
的
な
取
組
】

政策
1　

�

次
代
を
担
う
本
市
を
代
表
す
る
産
業
を

　
　
　
　

生
み
出
し
ま
す

　

本
市
を
け
ん
引
す
る
産
業
を
生
み
出
せ
る
よ
う
、
地
域
資
源

の
掘
り
起
こ
し
や
、
地
域
に
必
要
な
産
業
人
材
の
育
成
に
よ
り
、

戦
略
産
業
の
育
成
と
集
積
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
街
地
に

集
積
す
る
情
報
サ
ー
ビ
ス
産
業
や
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
産
業
な
ど

の
都
市
型
産
業
の一
層
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
企
業
の
持
続
的
・
発
展
的
な
事
業
展
開
や
、
企
業
立

地
用
地
の
確
保
に
向
け
た
支
援
を
行
い
、
市
内
企
業
の
留
置
や

市
外
か
ら
の
企
業
誘
致
に
よ
る
企
業
立
地
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

政策
2　
世
界
・
全
国
に
挑
戦
す
る

　
　
　
　

中
小
企
業
の
振
興
を
図
り
ま
す

　

本
市
の
中
小
企
業
が
、
安
定
的
な
経
営
基
盤
を
築
く
と
と
も

に
、
広
く
市
場
の
動
向
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
優
れ
た
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め
、
国
、
県
、
各
種
の
経
済
団
体
、

大
学
、
研
究
機
関
等
と
連
携
し
て
支
援
体
制
を
構
築
し
、
製
品

開
発
、
技
術
開
発
、
販
路
開
拓
な
ど
に
係
る
助
成
制
度
や
資
金

面
か
ら
の
支
援
、
専
門
家
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
機
会
の

提
供
等
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
商
業
都
市
と
し
て
の
本
市
の
特
性
を
み
が
き
、
個
店
、

商
店
街
等
へ
の
支
援
や
、
都
心
商
業
か
ら
地
域
商
業
ま
で
、
地
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附属資料

　

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
体
育
大
会
の
開

催
や
、
様
々
な
世
代
を
対
象
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
を
開
催

す
る
な
ど
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
誰
も
が
芸
術
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
芸
術
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施

設
の
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

政策
4 　

生
涯
に
わ
た
る
学
び
を
支
援
し
、

　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
人
材
の

　
　
　
　

養
成
を
推
進
し
ま
す

　

市
民
の
多
様
な
学
習
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
自
主
的
・
自
発
的
な

生
涯
学
習
活
動
を
支
援
し
、学
習
機
会
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

多
様
な
利
用
者
に
配
慮
し
た
施
設
の
環
境
整
備
を
進
め
、
誰
も
が

生
涯
学
習
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
個
人
が
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
相
互
に
学
び
あ
い
、
高
め

あ
う
学
習
活
動
を
展
開
し
、
学
習
の
成
果
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か

す
こ
と
の
で
き
る
、
未
来
を
創
る
人
材
の
養
成
を
目
指
し
ま
す
。

５　

子
ど
も
・
教
育

健
や
か
で
、
た
く
ま
し
く
、
し
な
や
か
に

生
き
る
力
を
も
っ
た
子
ど
も
・
若
者
が

育
つ
ま
ち
を
実
現
し
ま
す

【
分
野
の
役
割
】

　

未
来
を
創
る
子
ど
も
た
ち
が
、
よ
り
よ
い
環
境
の
中
で
、
健

や
か
に
、
た
く
ま
し
く
、
し
な
や
か
に
生
き
る
力
を
持
ち
育
つ

こ
と
、
そ
れ
は
社
会
全
体
の
切
な
る
願
い
で
す
。
急
速
な
少
子

高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
の
中
、
経
済
・
雇
用
環
境
の
変
化
、

核
家
族
化
、
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
希
薄
化
に
よ
る
家
庭
や
地
域

の
子
育
て
力
の
低
下
な
ど
、
子
ど
も
・
若
者
を
取
り
巻
く
環
境

は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報
、
様
々
な
文
化
・
価
値
観

が
世
界
中
を
行
き
交
う
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
う
ね
り
は
、

よ
り
大
き
な
も
の
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
活
気
あ
ふ
れ
る
未
来
を
切
り
拓
く

た
め
、「
し
ず
お
か
」
の
総
力
を
結
集
し
、
安
心
し
て
子
ど
も

を
産
み
、
育
て
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
人
や
社
会
と
の
つ
な
が
り
に
喜
び
を
感
じ
、
そ
れ
ぞ

れ
が
持
つ
力
を
社
会
で
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
す
べ
て
の
子

ど
も
・
若
者
が
、
そ
の
置
か
れ
た
環
境
に
か
か
わ
ら
ず
、
活
き

活
き
と
輝
け
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
た
教
育
を

進
め
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
連
携
し
、「
社
会
を
生
き
抜
く

力
を
も
っ
た
子
ど
も
た
ち
」
を
育
む
と
と
も
に
、
地
域
社
会
や

世
界
で
活
躍
す
る
人
材
、
そ
し
て
、
本
市
の
発
展
を
け
ん
引
す

る
人
材
を
育
て
て
い
き
ま
す
。

【
重
点
的
な
取
組
】

政策
1 　

�

し
ず
お
か
総
が
か
り
で
子
ど
も
・
子
育
て

家
庭
を
支
援
し
、
子
ど
も
を
産
み

　
　
　
　

育
て
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す

　

し
ず
お
か
総
が
か
り
で
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
に
安

心
と
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。
そ
し
て
、子
ど
も
た
ち
が
自
立
性
や
社
会
性
を
身
に
付
け
、

一
人
ひ
と
り
が
個
性
を
発
揮
し
自
己
肯
定
感
を
も
っ
て
成
長
で

き
る
よ
う
、
子
ど
も
の
育
ち
へ
の
支
援
の
充
実
も
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
男
性
も
女
性
も
子
育
て
の
喜
び
を
実
感
し
、
働
き
な

が
ら
で
も
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
よ
う
、
子
育
て
と
仕
事

の
両
立
支
援
を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
希
薄
化
、
核
家
族
化
が
進
む

中
、
子
ど
も
・
子
育
て
家
庭
を
支
え
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

政策
2 　

学
校
、
家
庭
、
地
域
が
連
携
し
、

　
　
　
　

社
会
を
生
き
抜
く
力
を
も
っ
た

　
　
　
　

子
ど
も
た
ち
を
育
て
ま
す

　

学
校
生
活
の
中
で
、
確
か
な
学
力
・
豊
か
な
人
間
性
・
健
や

か
な
体
の
調
和
が
と
れ
た
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
信
頼
さ
れ
る
教
職
員
の
育
成
や
確
保
な
ど
、
教
育

力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
学
校
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、

計
画
的
に
施
設
整
備
を
行
う
な
ど
、
安
心
・
安
全
で
充
実
し
た

教
育
環
境
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
様
々
な
役
割
を
持
つ
異
な
る
年
齢
層
の
人
々
と
出

会
う
き
っ
か
け
と
な
る
、
地
域
活
動
も
重
要
で
あ
り
、
学
校
・

家
庭・地
域
の
連
携
強
化
を
図
り
、
社
会
を
生
き
抜
く
力
を
持
っ

た
、
た
く
ま
し
く
、
し
な
や
か
な
子
ど
も
た
ち
を
育
成
し
ま
す
。

政策
3　
地
域
社
会
や
世
界
で
力
を
発
揮
で
き
る

　
　
　
　

人
材
を
育
成
し
ま
す

　

変
化
が
著
し
く
、
生
き
る
こ
と
の
困
難
さ
が
増
し
て
い
る
社

会
の
中
で
、
様
々
な
物
事
と
柔
軟
に
向
き
合
え
る
力
を
養
い
、

自
己
有
用
感
を
持
っ
て
社
会
で
力
を
発
揮
で
き
る
自
立
し
た
若

者
の
育
成
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活
躍
し
、新
た
な
未
来
を
創
造
し
、

け
ん
引
す
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

域
特
性
に
見
合
っ
た
商
業
立
地
を
促
す
こ
と
に
よ
り
、
誰
も
が
安

心
・
安
全
に
快
適
な
買
物
が
で
き
る
環
境
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

政策
3 　

陸
・
海
・
空
の
社
会
基
盤
を
活
か
し
た

　
　
　
　

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
産
業
の

　
　
　
　

拡
大
を
推
進
し
ま
す

　

国
際
拠
点
港
湾
・
清
水
港
と
、
歴
史
・
風
土
に
育
ま
れ
た
多

様
な
生
産
拠
点
や
物
流
拠
点
を
活
か
す
た
め
、
よ
り
一
層
の
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ク
ス
産
業
の
集
積
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
国
際
物
流

の
拠
点
で
あ
る
清
水
港
を
中
心
と
し
た
広
域
物
流
の
促
進
を
図

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
静
岡
県
の
「
内
陸
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
を
拓
く
取
組

と
連
携
す
る
と
と
も
に
、
中
部
横
断
自
動
車
道
や
清
水
港
な
ど

の
社
会
資
本
の
着
実
な
整
備
を
国
、
県
に
要
請
す
る
こ
と
を
通

じ
て
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
産
業
の
基
盤
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

政策
4 　

次
世
代
を
担
う
優
れ
た
人
材
の
育
成
と
、

　
　
　
　

多
様
な
人
材
が
活
躍
す
る

　
　
　
　

雇
用
の
場
の
創
出
を
図
り
ま
す

　

少
子
高
齢
化
に
伴
う
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
に
よ
る
競
争
の
激
化
な
ど
、
雇
用
や
就
労
を
め
ぐ
る
環
境
は

年
々
厳
し
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

本
市
の
産
業
を
支
え
、
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
、
次
世
代
を

担
う
多
様
な
人
材
の
育
成
を
進
め
る
と
と
も
に
、
女
性
や
高
齢

者
、
障
が
い
者
な
ど
の
雇
用
機
会
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
や
り
が
い
や
充
実
感
を
感
じ
な
が

ら
働
き
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
が
で
き
る
よ
う
就
労
環
境
の
改

善
を
図
り
ま
す
。

４　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

歴
史
に
彩
ら
れ
た
静
岡
の
文
化
を
国
内
外
に
発
信
し
、

一人
ひ
と
り
が
輝
く
ま
ち
を
実
現
し
ま
す

【
分
野
の
役
割
】

　

歴
史
、
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
、
生
涯
学
習
な
ど
、
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
に
関
わ
る
活
動
は
、
人
々
の
豊
か
な
心
と
た
く
ま
し
い
体
を

育
む
と
と
も
に
、
生
活
の
質
を
高
め
、
ま
ち
づ
く
り
に
も
多
様

な
影
響
や
効
果
を
も
た
ら
す
も
の
で
す
。

　

長
い
歴
史
と
伝
統
が
息
づ
く
本
市
で
は
、
市
民
に
よ
る
文
化

創
造
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
世
界
文
化
遺
産
富
士

山
の
構
成
資
産
で
あ
る
三
保
松
原
や
、
登
呂
遺
跡
な
ど
、
市
内

各
地
に
遺
る
文
化
財
の
保
護
・
活
用
を
進
め
る
と
と
も
に
、
文

化
活
動
の
振
興
・
支
援
な
ど
を
通
し
て
、
全
国
・
世
界
に
向
け

て
静
岡
の
文
化
を
発
信
し
ま
す
。

　

市
民
の
健
康
・
体
力
づ
く
り
に
は
、
生
涯
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ

に
親
し
む
こ
と
の
で
き
る
環
境
整
備
が
重
要
で
す
。ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
機
会
の
提
供
や
、
全
国
に
誇
る
競
技
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
交
流
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
平

成
31
年
（
２
０
１
９
年
）
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
や
、
平

成
32
年
（
２
０
２
０
年
）
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
に
伴
う
合
宿
の
誘
致
、
世
界
レ
ベ
ル
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

開
催
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

地
域
社
会
で
は
、
す
で
に
幅
広
い
年
代
の
市
民
に
よ
る
生
涯

学
習
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
多
様
な
個
人
の
学
び
を
充

実
さ
せ
つ
つ
、
そ
の
成
果
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
よ
う
支
援

し
ま
す
。

【
重
点
的
な
取
組
】

政策
1　
静
岡
の
歴
史
的
価
値
の
み
が
き
あ
げ
と

　
　
　
　

世
界
へ
の
発
信
を
推
進
し
ま
す

　

長
い
歴
史
の
中
で
育
ま
れ
て
き
た
文
化
財
を
、
次
世
代
に
継

承
し
て
い
く
と
と
も
に
、
三
保
松
原
や
、
国
宝
を
有
す
る
久
能

山
東
照
宮
な
ど
世
界
に
誇
る
文
化
財
を
活
用
し
、
国
内
外
か
ら

の
訪
問
者
に
魅
力
あ
る
景
観
や
施
設
を
提
供
し
ま
す
。

　

ま
た
、
静
岡
の
発
展
の
礎
を
築
い
た
、
今
川
義
元
公
、
徳
川

家
康
公
の
功
績
を
改
め
て
見
直
し
、
本
市
が
有
す
る
歴
史
文
化

の
魅
力
を
世
界
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

政策
2　
世
界
レ
ベ
ル
の
芸
術
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
を

　
　
　
　

楽
し
む
機
会
の
拡
大
を
推
進
し
ま
す

　

世
界
レ
ベ
ル
の
特
色
の
あ
る
芸
術
文
化
事
業
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
世
界
に
向
け
て
静
岡
の
文
化
を
発
信
し
、
交
流
の
推

進
と
賑
わ
い
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

　

世
界
規
模
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
誘
致
や
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
チ
ー
ム

と
の
連
携
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
を
活
か
し
た
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
推
進
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
31
年
（
２
０
１
９
年
）
に
開
催
さ
れ
る
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
や
平
成
32
年
（
２
０
２
０
年
）
に
開
催
さ
れ
る

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
合
宿
等
の
誘
致

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

政策
3　
市
民
が
芸
術
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
を

　
　
　
　

楽
し
む
た
め
の
支
援
を
推
進
し
ま
す

　

芸
術
文
化
活
動
へ
の
市
民
の
参
加
を
促
す
と
と
も
に
、
こ
れ

か
ら
の
静
岡
の
文
化
を
担
う
人
材
育
成
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
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附属資料

　

さ
ら
に
、
よ
り
一
層
の
教
育
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
学
校
教

育
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
推
進
や
小
中
一
貫
教
育
の
導
入
検
討

な
ど
、
未
来
へ
向
け
た
教
育
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

政策
4 　

す
べ
て
の
子
ど
も
・
若
者
が
置
か
れ
た

　
　
　
　

環
境
に
か
か
わ
ら
ず
、
活
き
活
き
と
輝
く

　
　
　
　

環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す

　

す
べ
て
の
子
ど
も
・
若
者
が
、
そ
の
置
か
れ
た
環
境
に
か
か

わ
ら
ず
、
活
き
活
き
と
暮
ら
し
、
将
来
に
夢
を
持
て
る
よ
う
、

子
ど
も
の
貧
困
へ
の
対
応
な
ど
、
困
難
を
抱
え
る
子
ど
も
・
若

者
と
そ
の
家
庭
へ
の
支
援
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

特
別
支
援
教
育
の
推
進
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
の
急
速
な
情
報
化
、
人
間
関
係
の
希
薄
化
、
耐

性
・
自
立
性
の
不
足
な
ど
を
要
因
と
し
た
、
い
じ
め
・
不
登
校
・

ひ
き
こ
も
り
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
の
配
置
や
、
関
係
機
関
の
密

接
な
連
携
に
よ
る
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
子
ど
も
た
ち
を
虐
待
等
か
ら
守
る
と
と
も
に
、
保

護
者
の
い
な
い
子
ど
も
や
、
家
庭
で
適
切
な
養
育
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
、

社
会
的
養
護
の
充
実
も
図
っ
て
い
き
ま
す
。

６　

都
市
・
交
通

快
適
で
質
の
高
い
ま
ち
の
拠
点
と

交
通
環
境
を
充
実
さ
せ
、
新
た
な
交
流
と
活
力
を

生
み
出
す
ま
ち
を
実
現
し
ま
す

【
分
野
の
役
割
】

　

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
県
都
に
ふ
さ
わ
し
い
都
市
基
盤
を

構
築
す
る
た
め
、
都
市
拠
点
の
整
備
や
、
交
通
軸
の
整
備
、
市

街
地
の
整
備
を
重
点
的
に
行
い
、
都
心
・
副
都
心
を
中
心
と
し

た
東
西
に
広
が
る
都
市
構
造
を
充
実
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
都
心
･
副
都
心
の
魅
力
に
み
が
き
を
か
け
る
と
と

も
に
、
広
域
交
通
の
新
た
な
玄
関
口
と
な
る
中
部
横
断
自
動
車

道
の
開
通
や
、
大
谷
・
小
鹿
地
区
の
東
名
高
速
道
路
新
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
を
見
据
え
、
三
保
松
原
や
日
本
平
、
清
水
港

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
、
東
名
高
速
道
路
新
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周

辺
な
ど
の
交
流
拠
点
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
よ
り
高
い
効
果
や
付
加
価
値
を
創
出

す
る
た
め
、
多
様
な
主
体
に
よ
る
地
域
づ
く
り
、い
わ
ゆ
る
「
新

し
い
公
共
」
を
念
頭
に
置
き
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
基
盤
整
備
を
有
機
的
に
結
び
付
け
、
市
民
の
生
活

の
足
と
し
て
、
ま
た
観
光
に
訪
れ
た
方
々
も
快
適
に
移
動
で
き

る
よ
う
、
鉄
道
、
バ
ス
、
自
転
車
の
利
用
環
境
を
充
実
さ
せ
、

超
高
齢
社
会
・
低
炭
素
社
会
に
対
応
し
た
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
「
暮
ら
し
の
充
実
」
に
つ
な
が
る
、
建
築
物

の
耐
震
化
や
身
近
な
公
園
の
整
備
等
に
取
り
組
み
、
安
心
と
潤

い
が
感
じ
ら
れ
、
市
民
が
「
誇
り
」
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

【
重
点
的
な
取
組
】

政策
1　
魅
力
と
親
し
み
の
あ
る

　
　
　
　
「
ま
ち
の
顔
」
の
創
造
を
推
進
し
ま
す

　

静
岡
・
清
水
両
都
心
、
東
静
岡
副
都
心
は
、
商
業
、
業
務
、

医
療
、
情
報
な
ど
の
都
市
機
能
を
持
ち
、
今
後
も
静
岡
県
中

部
地
域
の
中
枢
機
能
を
担
い
つ
つ
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
核
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

静
岡
都
心
で
は
、
徳
川
家
康
公
の
築
い
た
城
下
町
を
基
礎
と

し
、
利
便
性
・
快
適
性
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
、
商
業
、
業
務
、

居
住
等
の
多
様
な
機
能
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
回
遊
性
を

向
上
さ
せ
る
取
組
を
進
め
ま
す
。

　
一方
、
清
水
都
心
で
は
、
J
R
清
水
駅
と
清
水
港
が
近
接
し
て

い
る
立
地
を
活
か
し
、
物
流
機
能
が
移
転
す
る
日
の
出
地
区
に
お

い
て
、工
業・物
流
機
能
か
ら
賑
わ
い・交
流
機
能
へ
の
転
換
を
図
り
、

「
み
な
と
」
と
「
ま
ち
」
を
つ
な
ぐ
取
組
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
取
組
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
静
岡
・
清
水
両
都
心
そ

れ
ぞ
れ
の
魅
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
官
民
が
連
携
し
て
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

政策
2　
地
域
の
魅
力
と
活
力
を
高
め
る

　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す

　

本
市
の
東
西
交
通
軸
上
に
位
置
す
る
J
R
草
薙
駅
及
び
J
R

安
倍
川
駅
の
周
辺
地
区
は
、
都
心
・
副
都
心
と
と
も
に
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
を
目
指
す
本
市
に
と
っ
て
重
要
な
地
域
拠
点
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
地
域
拠
点
は
、
交
通
結
節
点
と
し
て
の
役
割
だ
け
で

な
く
、
地
域
の
交
流
の
場
と
し
て
の
機
能
も
果
た
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
官
民
連
携
の
も
と
都
心
・
副
都
心
の
機
能
を
補
完
す
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
一方
、
中
部
横
断
自
動
車
道
の
開
通
や
、
東
名
高
速
道
路
新
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
な
ど
の
大
規
模
社
会
資
本
の
整
備
に
伴

い
、
本
市
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
三
保
松

原
や
日
本
平
と
いっ
た
交
流
拠
点
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

政策
3　
安
心
と
潤
い
の
あ
る

　
　
　
　

住
環
境
の
整
備
を
推
進
し
ま
す

　

市
民
の
安
心
・
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
公
共
建
築
物
の
耐

震
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
民
間
建
築
物
の
耐
震
化
を
支
援
す

る
こ
と
で
、
都
市
全
体
と
し
て
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
日
常
生
活
の
中
で
、
ゆ
と
り
や
潤
い
、
憩
い
を
感
じ

ら
れ
る
よ
う
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
な

ど
、
付
加
価
値
の
高
い
住
宅
の
整
備
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

高
齢
者
や
子
育
て
世
帯
へ
の
優
遇
施
策
や
、
身
近
な
公
園
の
整

備
を
進
め
、
人
や
自
然
に
や
さ
し
い
住
環
境
の
創
出
を
目
指
し
、

調
和
の
と
れ
た
都
市
景
観
の
形
成
や
、
身
近
で
緑
が
感
じ
ら
れ

る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

政策
4　
多
彩
な
交
流
と
活
動
を
支
え
る

　
　
　
　

交
通
環
境
の
充
実
を
推
進
し
ま
す

　

超
高
齢
社
会
の
到
来
を
目
前
に
し
て
、
交
通
機
能
の
充
実
や

安
全
の
確
保
に
関
す
る
施
策
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
活
力
向
上
等
を
見
据
え
た
集
約
型
の

都
市
構
造
を
目
指
す
た
め
に
、
都
心
・
副
都
心
を
は
じ
め
と
す

る
各
拠
点
間
を
結
ぶ
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
含
む
新
た
な
総
合
交
通
体
系

の
構
築
を
交
通
事
業
者
等
と
連
携
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

公
共
交
通
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
は
、
鉄
道
駅
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
や
超
低
床
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
の
導
入
な
ど
、
誰
も
が
安

全
で
利
用
し
や
す
い
環
境
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
世
界
水
準
の
自
転
車
都
市
を
目
指
し
、
自
転
車
の
利

用
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
安
全
で
快
適
に
自
転
車
が
利
用
で

き
る
環
境
の
整
備
に
も
努
め
て
い
き
ま
す
。

７　

社
会
基
盤

活
発
な
経
済
活
動
や
快
適
な
市
民
生
活
を
支
え
る

強
靭
な
社
会
基
盤
を
有
す
る
ま
ち
を
実
現
し
ま
す

【
分
野
の
役
割
】

　

道
路
や
上
下
水
道
な
ど
の
社
会
基
盤
施
設
は
、
本
市
に
お
け

る
活
発
な
経
済
活
動
や
安
心
・
安
全
・
快
適
な
市
民
生
活
を
確

保
す
る
上
で
、
不
可
欠
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

道
路
に
つ
い
て
は
、
中
部
横
断
自
動
車
道
や
国
道
１
号
静
清

バ
イ
パ
ス
な
ど
、
本
市
へ
の
広
域
的
な
接
続
性
を
高
め
る
大
規
模

社
会
資
本
の
整
備
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
へ
の
ア
ク
セ

ス
道
路
の
整
備
や
渋
滞
対
策
を
推
進
し
、
観
光
拠
点
へ
の
高
い

ア
ク
セ
ス
性
や
物
流
の
効
率
性
を
有
す
る
、
機
動
性
の
高
い
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
市
の
持
続
的

な
発
展
を
支
え
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
進
展
す
る
超
高
齢
社
会
や
多
発
す
る
交
通
事
故
に

対
応
す
る
た
め
、
誰
も
が
安
全
で
快
適
に
利
用
で
き
る
道
路
環

境
の
整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
安
全
で
お
い
し
い
水
を
安
定
し
て
供
給
す
る
水
道
事

業
と
、
衛
生
的
な
ま
ち
づ
く
り
や
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
、

浸
水
か
ら
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
下
水
道
事
業
は
、
と
も
に

市
民
生
活
を
支
え
る
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

施
設
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
安
定
的
か
つ
効
率
的
な
運

用
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
整
備
し
て
き
た
社
会
基
盤
施
設
を
、
今

後
も
継
続
し
て
安
心
・
安
全
に
利
用
す
る
た
め
、
老
朽
化
が
進

む
膨
大
な
施
設
の
計
画
的
な
維
持
管
理
・
更
新
を
行
う
と
と
も

に
、
自
然
災
害
発
生
時
に
お
い
て
も
、
そ
の
機
能
を
発
揮
し
、

本
市
の
復
旧
・
復
興
を
支
え
る
基
軸
と
し
て
の
役
割
を
果
た
せ

る
よ
う
、
災
害
対
応
力
の
強
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

【
重
点
的
な
取
組
】

政策
1 　

�

地
域
連
携
や
交
流
の
拡
大
に
貢
献
す
る

　
　
　
　

道
路
の
戦
略
的
な
整
備
・
活
用
を

　
　
　
　

推
進
し
ま
す

　

本
市
の
経
済
活
動
の
活
性
化
や
交
流
人
口
の
増
加
を
図
る
た

め
、
中
部
横
断
自
動
車
道
の
整
備
促
進
を
は
じ
め
、
国
道
１
号

静
清
バ
イ
パ
ス
の
４
車
線
化
や
立
体
化
の
促
進
な
ど
、
広
域
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
効
果
を
活
か
す
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ
の
ア
ク
セ

ス
強
化
や
、
渋
滞
対
策
な
ど
を
着
実
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

来
訪
者
の
回
遊
性
の
向
上
を
図
る
な
ど
、
道
路
網
の
整
備
に
よ

る
市
内
の
交
流
機
能
の
強
化
を
推
進
し
ま
す
。

政策
2 　

利
用
者
の
安
全
性
・
快
適
性
の

　
　
　
　

向
上
の
た
め
、
道
路
環
境
の

　
　
　
　

改
善
を
推
進
し
ま
す

　

交
通
事
故
の
少
な
い
安
全
な
道
路
環
境
を
構
築
す
る
た
め
、

交
通
安
全
対
策
施
設
の
整
備
や
歩
道
整
備
に
よ
る
安
全
性
確
保

な
ど
、
交
通
事
故
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
自
転
車
を
よ
り
安
全
・
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
、

自
転
車
レ
ー
ン
等
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
連
続
性
を

高
め
る
こ
と
で
、
観
光
時
の
移
動
手
段
と
し
て
も
活
用
さ
れ
る
よ

う
、
自
転
車
走
行
空
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
快
適
に
道
路
を
利
用
で
き
る
よ

う
、
歩
道
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
ま
ち

の
景
観
向
上
に
も
資
す
る
無
電
柱
化
を
推
進
す
る
な
ど
、
道
路

環
境
の
快
適
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
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附属資料

政策
3 　

上
下
水
道
の
適
正
な
維
持
・
管
理
を

　
　
　
　

図
る
た
め
に
、
効
率
的
な
事
業
運
営
を

　
　
　
　

推
進
し
ま
す

　

水
質
の
適
正
な
管
理
・
監
視
な
ど
を
図
り
、
上
質
な
水
道
水

を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
適
正
な
汚
水
処
理
の
推
進
の
た
め
、

下
水
道
の
普
及
や
処
理
施
設
の
適
切
な
運
転
管
理
な
ど
の
事
業

を
『
し
ず
お
か
水
ビ
ジ
ョ
ン
』
に
基
づ
き
、実
施
し
て
い
き
ま
す
。

政策
4 　

持
続
可
能
な
運
営
を
図
る
た
め
、

　
　
　
　

維
持
管
理
・
更
新
を

　
　
　
　

計
画
的
に
推
進
し
ま
す

　

老
朽
化
の
進
む
社
会
基
盤
施
設
を
適
切
に
維
持
管
理
し
て
い

く
た
め
、
各
施
設
の
特
性
を
考
慮
し
、
こ
れ
ま
で
の
事
後
保
全
に

加
え
、
予
防
保
全
を
適
切
に
行
う
こ
と
に
よ
り
長
寿
命
化
を
図

る
な
ど
、
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
た
維

持
管
理
計
画
や
更
新
計
画
に
基
づ
く
対
策
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
縮
減
や
環
境
負
荷
の
低
減
を
図

る
た
め
、
道
路
照
明
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や
下
水
汚
泥
の
燃
料
化
な

ど
を
推
進
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
道
路
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
や
河
川
愛
護
事
業
の
さ
ら

な
る
普
及
・
拡
大
に
努
め
る
な
ど
、
市
民
・
企
業
と
の
協
働
・

連
携
に
よ
る
維
持
管
理
や
活
用
を
推
進
し
ま
す
。

政策
5　
自
然
災
害
に
耐
え
う
る
社
会
基
盤
の

　
　
　
　

強
靭
化
を
推
進
し
ま
す

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
発
生
時
に
も
、
社
会
基
盤
施
設
と

し
て
の
機
能
を
維
持
で
き
る
よ
う
、
施
設
の
耐
震
化
や
道
路
の

法
面
対
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
自
然
災
害
が
発
生
し
た
際

は
、
早
期
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
、
地
籍
調
査
事
業
の
推
進

や
、
道
路
啓
開
体
制
の
構
築
、
道
路
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
「
し

ず
み
ち
ｉｎ
ｆｏ
」
の
効
果
的
な
運
用
な
ど
、
災
害
発
生
時
の
対

策
、
体
制
強
化
を
着
実
に
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
増
加
し
て
い
る
大
型
台
風
や
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な

ど
に
よ
る
浸
水
被
害
か
ら
市
民
生
活
を
守
る
た
め
、
河
川
の
改

修
や
雨
水
ポ
ン
プ
場
の
整
備
な
ど
、
浸
水
対
策
推
進
プ
ラ
ン
に

基
づ
く
事
業
を
着
実
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
渇
水
時
に
あ
っ
て
も
、
市
内
全
域
で
安
定
的
に
水

を
供
給
で
き
る
よ
う
、
静
岡
地
区
と
清
水
地
区
の
水
の
相
互
運

用
体
制
を
整
備
す
る
な
ど
、
渇
水
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

８　

健
康
・
福
祉

誰
も
が
健
や
か
に
自
分
ら
し
く
、
地
域
で
共
に

生
き
る
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
を
実
現
し
ま
す

【
分
野
の
役
割
】

　
本
市
は
、
温
暖
な
気
候
と
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
、
ま
た
長
い

歴
史
に
培
わ
れ
た
多
様
な
食
文
化
に
育
ま
れ
た
「
健
康
長
寿
の

都
市
」
と
し
て
、
豊
か
な
地
域
社
会
を
築
い
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
の
進
行
、
個
人

の
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
に
よ
り
、
地
域
社
会
の
中
で
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
る
な
ど
、
地
域
で
の
支
え
合
い
の
力

の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
、
あ
る
い
は
日
々
の
暮
ら

し
の
中
で
様
々
な
困
難
を
抱
え
て
い
る
人
に
対
し
て
は
、
地
域
で

の
支
援
体
制
を
充
実
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
何
ら
か
の
支
え
を
必
要
と
し
て
い
る
人
々
が
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
活
き
活
き
と
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
て
い
く
た

め
、
医
療
、
介
護
、
予
防
、
住
ま
い
、
生
活
支
援
が
一
体
的
に

提
供
さ
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
と
、
権
利
を
守
る
取
組
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

【
重
点
的
な
取
組
】

政策
1 　

す
べ
て
の
人
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

　
　
　
　

安
心
し
て
共
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

　
　
　
　

地
域
社
会
を
推
進
し
ま
す

　
一
人
ひ
と
り
が
互
い
に
個
性
を
尊
重
し
、思
い
や
り
の
心
を
持
っ

て
支
え
合
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ま
ず
自
助
の
考
え
に
基
づ

き
、
福
祉
の
心
を
育
む
た
め
の
教
育
や
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育

成
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、
地
域
福
祉
を
担
う
人
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
や
自
治
会
・
町
内
会
、
民
生
委
員
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
や
各
種
団
体
な
ど
が
連
携
し
、
共
助
に
よ
っ
て
地
域
に
お
け

る
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
市
民
と
の
協
働
に

よ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
自
助
や
共
助
に
基
づ
く
取
組
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
す
べ
て
の
人
が
家
庭
や
地
域
で
安
心
し
て
生
活
を
送
る
た

め
、
公
助
と
し
て
日
常
生
活
を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス
の
量
の
確
保

や
質
の
向
上
を
図
り
、
適
正
に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

一
人
ひ
と
り
に
必
要
な
支
援
を
実
施
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

政策
2 　

高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持
ち
、

　
　
　
　

地
域
で
自
分
ら
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
が

　
　
　
　

で
き
る
長
寿
社
会
を
推
進
し
ま
す

　

活
き
活
き
と
毎
日
を
過
ご
し
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で
元
気
な

高
齢
者
を
増
や
す
た
め
、
介
護
予
防
事
業
の
ほ
か
、
活
き
活
き

と
暮
ら
せ
る
た
め
の
施
策
を
推
進
し
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
図

り
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
社
会
活
動
へ
の
参
加
や
、
自
ら
の
経
験
や

技
術
、
知
識
を
身
近
な
地
域
社
会
に
お
い
て
発
揮
し
た
い
と
考

え
る
高
齢
者
も
多
い
こ
と
か
ら
、
誰
も
が
「
生
涯
現
役
」
で
生

き
が
い
を
持
っ
て
活
動
・
生
活
で
き
る
よ
う
、
施
策
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
や
家
庭
の
中
で
、
尊
厳

を
持
っ
て
豊
か
に
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
住
民

や
民
間
企
業
、
医
療
・
福
祉
の
関
係
者
と
の
連
携
を
進
め
、
見

守
り
や
ケ
ア
体
制
の
充
実
な
ど
、
地
域
で
支
え
合
う
体
制
の
強

化
を
図
り
ま
す
。
介
護
や
支
援
が
必
要
に
な
っ
て
も
、
一
人
ひ
と

り
が
自
分
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
確
保
を
図
り

ま
す
。

政策
3 　

障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、

　
　
　
　

地
域
で
共
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

　
　
　
　

社
会
を
推
進
し
ま
す

　

障
が
い
の
あ
る
人
が
、
自
分
ら
し
さ
を
大
切
に
し
、
個
々
の

生
き
る
力
を
高
め
、
生
き
が
い
を
実
感
で
き
る
よ
う
、
社
会
参

加
へ
の
支
援
や
、
雇
用
・
就
労
を
促
進
し
、
一
人
ひ
と
り
の
充
実

し
た
社
会
生
活
の
た
め
の
支
援
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
障
が
い
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

交
流
を
通
じ
て
互
い
に
理
解
し
合
い
、
助
け
、
支
え
合
う
環
境

づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
、
生
涯

を
通
じ
て
、
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
支
援
体
制
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

政策
4 　

安
心
・
安
全
な
生
活
を
支
え
、

　
　
　
　

生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
を

　
　
　
　

推
進
し
ま
す

　

健
康
的
な
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
健
康
支
援
施
策

を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ

な
げ
る
た
め
の
健
康
診
査
・
が
ん
検
診
等
を
実
施
し
、
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

病
院
医
師
と
診
療
所
（
か
か
り
つ
け
医
）
と
が
役
割
分
担
し

な
が
ら
、
患
者
を
支
え
る
た
め
の
医
療
連
携
の
推
進
を
図
る
と

と
も
に
、
医
療
従
事
者
の
確
保
や
救
急
医
療
体
制
の
整
備
を
推

進
し
ま
す
。

　

市
立
病
院
に
お
い
て
は
、
地
域
医
療
の
核
と
し
て
高
度
で
良

質
な
医
療
を
安
定
的
・
継
続
的
に
提
供
し
、
市
民
一
人
ひ
と
り

が
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
地
域
医
療
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

感
染
症
や
食
中
毒
な
ど
、
市
民
の
生
命
、
健
康
を
脅
か
す
事

態
に
対
し
、
危
機
管
理
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
食
の
安

全
に
関
す
る
情
報
の
積
極
的
な
提
供
な
ど
、
安
心
・
安
全
に
暮

ら
せ
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

９　

防
災
・
消
防

災
害
か
ら
市
民
の
生
命
や
財
産
を
守
り
、

安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
実
現
し
ま
す

【
分
野
の
役
割
】

　

市
民
生
活
を
脅
か
す
災
害
に
は
様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

発
生
予
測
が
困
難
で
甚
大
な
被
害
が
想
定
さ
れ
る
「
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
」
や
、
頻
発
す
る
大
型
台
風
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ

る
風
水
害
、
日
常
生
活
に
お
い
て
発
生
し
う
る
火
災
や
救
急
要

請
な
ど
、
私
た
ち
は
規
模
や
頻
度
の
異
な
る
災
害
に
対
応
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

災
害
か
ら
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に
は
、
市
民
自
ら
が
主

体
的
に
取
り
組
む
「
自
助
」、
地
域
住
民
が
互
い
に
手
を
取
り

合
い
助
け
合
う
「
共
助
」、
そ
し
て
、
行
政
が
市
民
や
地
域
の

活
動
を
支
援
し
、
自
助
、
共
助
で
は
対
応
で
き
な
い
課
題
に
取

り
組
む
「
公
助
」、
そ
れ
ぞ
れ
が
最
大
限
に
役
割
を
果
た
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

い
か
な
る
災
害
に
対
し
て
も
、
生
命
を
守
る
こ
と
を
最
優
先

と
し
、可
能
な
限
り
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
、す
べ
て
の
主
体
が
、

協
力
・
連
携
し
て
災
害
に
備
え
、
災
害
に
立
ち
向
か
う
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

【
重
点
的
な
取
組
】

政策
1　
自
助
・
共
助
・
公
助
に
よ
り
、

　
　
　
　

巨
大
地
震
に
対
す
る
減
災
を
推
進
し
ま
す

　

地
域
防
災
訓
練
の
充
実
・
強
化
や
防
災
教
育
の
推
進
に
よ
り
、

市
民
や
地
域
の
防
災
・
減
災
意
識
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
整
備
や
災
害
時
の
要
援
護
者
避
難
支
援
体

制
を
整
え
る
こ
と
に
よ
り
、
避
難
対
策
の
充
実
、
強
化
を
進
め

ま
す
。

　

ま
た
、
水
道
を
は
じ
め
と
す
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
、
公
共
施

設
は
も
と
よ
り
民
間
の
住
宅
を
含
め
た
建
築
物
等
の
耐
震
化
を

進
め
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

そ
し
て
、
大
規
模
災
害
発
生
後
速
や
か
に
市
民
生
活
や

経
済
活
動
が
再
開
さ
れ
る
よ
う
、
官
民
と
も
に
業
務
継
続

計
画
や
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
作
成
を
進
め
ま
す
。

101102

静岡市基本計画第 3 次 静 岡 市 総 合 計 画

The 3rd General Plan of Shizuoka City 2015⇒ 2022



附属資料

　

さ
ら
に
、
素
晴
ら
し
い
自
然
の
保
全
に
と
ど
ま
ら
ず
、
市
民

が
よ
り
身
近
に
自
然
の
魅
力
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、
自
然
に
親

し
む
機
会
を
充
実
さ
せ
る
な
ど
、
持
続
可
能
な
利
活
用
を
推
進

し
ま
す
。

政策
3　
住
み
良
さ
を
実
感
で
き
る

　
　
　
　

生
活
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す

　

地
域
に
お
け
る
犯
罪
を
防
ぐ
た
め
に
、
地
域
ぐ
る
み
の
防
犯

活
動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
交
通
安
全
教
育
や
消
費
者
教
育

等
を
通
じ
て
、
自
ら
を
守
る
と
い
う
交
通
安
全
意
識
の
向
上
や
、

自
ら
考
え
行
動
す
る
消
費
者
市
民
の
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
の
生
活
環
境
に
対
す
る
不
安
を
軽
減
す
る
た
め
、

大
気
や
水
質
等
の
環
境
監
視
の
強
化
や
斎
場
、
霊
園
の
整
備
な

ど
、
安
心
・
安
全
な
生
活
環
境
の
確
保
と
充
実
を
図
り
ま
す
。

政策
4　
環
境
に
配
慮
し
た
廃
棄
物
政
策
を

　
　
　
　

推
進
し
ま
す

　

市
民
・
事
業
者
・
行
政
の
協
働
に
よ
り
、
静
岡
版
「
も
っ
た
い

な
い
運
動
」
を
引
き
続
き
推
進
し
て
い
く
こ
と
で
、
さ
ら
な
る

ご
み
の
減
量
や
資
源
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
廃
棄
物
中
間
処
理
施
設
の
老
朽
化
や
、
最
終
処
分
場

の
残
余
年
数
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
廃
棄
物
処
理
施
設
の
計
画

的
な
修
繕
の
実
施
や
、
新
た
な
最
終
処
分
場
の
整
備
に
向
け
た

検
討
な
ど
、
安
定
的
な
廃
棄
物
処
理
体
制
の
確
立
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

各
分
野
の
政
策
・
施
策
を
力
強
く
推
進
し
て
い
く
た
め
、
全

て
の
取
組
に
共
通
し
て
必
要
と
な
る
２
つ
の
視
点
を
掲
げ
ま
す
。

１　

市
民
自
治

　

多
様
な
個
人
が
能
力
を
発
揮
し
つ
つ
、
自
立
し
て
共
に
社
会

に
参
加
し
支
え
あ
う
、「
共
生
社
会
」
の
実
現
の
た
め
に
、
次

の
４
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
、
市
民
自
治
の
意
識
を
高
め
て
い

き
ま
す
。

　

こ
の
ス
テ
ッ
プ
の
中
で
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
く
、
自
分
ら
し

く
輝
く
こ
と
の
で
き
る
社
会
を
目
指
し
、
市
民
協
働
・
男
女
共

同
参
画
・
多
文
化
共
生
の
意
識
の
醸
成
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

「
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
が
発
揮
さ
れ
る
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

⑴ 

知
ら
せ
る

　

地
域
の
中
で
暮
ら
し
、
市
民
と
し
て
の
義
務
を
果
た
し
、
権

利
を
行
使
し
て
い
く
た
め
に
は
、
市
民
と
行
政
が
必
要
な
情
報

を
共
有
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
誰
も
が
自
由
に
、
お
互
い
の

情
報
を
活
用
で
き
る
よ
う
、
様
々
な
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
、
積

極
的
に
情
報
の
交
流
を
推
進
し
ま
す
。

⑵ 

や
っ
て
み
る

　

市
民
が
、「
学
ぶ
」「
働
く
」「
支
え
合
う
」
と
い
っ
た
、
暮

ら
し
の
様
々
な
場
面
に
お
い
て
、
自
ら
の
思
い
を
行
動
に
移
し

て
み
る
こ
と
が
、
大
切
な
一
歩
と
な
り
ま
す
。
多
く
の
市
民
が
、

社
会
の
た
め
の
活
動
に
興
味
・
関
心
を
持
ち
、
自
分
な
り
の
活

動
に
結
び
付
け
て
い
く
こ
と
を
促
進
し
ま
す
。

⑶ 

深
め
る

　

市
民
の
始
め
た
活
動
が
一
過
性
で
終
わ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

活
動
を
持
続
し
、
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
市
民

と
行
政
が
活
動
上
の
課
題
を
共
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
っ
て
い
る

力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
体
制
を
整
え
、
社
会
的
課
題
の
解
決

が
図
れ
る
よ
う
活
動
の
深
化
を
推
進
し
ま
す
。

⑷ 

つ
な
が
る

　

地
域
で
暮
ら
す
私
た
ち
に
は
、
様
々
な
つ
な
が
り
が
存
在
し
、

こ
れ
ら
の
つ
な
が
り
は
市
民
生
活
を
支
え
る
根
幹
で
あ
り
、
大

き
な
力
と
な
り
ま
す
。
多
様
な
知
識
と
経
験
を
持
つ
市
民
と
行

政
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
理
解
し
た
上
で
、
そ
の
力
を
結
集

さ
せ
、
協
働
事
業
を
促
進
し
ま
す
。

２　

都
市
経
営

　

豊
か
な
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
次
の
４
つ
の
柱
を
中

心
に
行
政
の
基
盤
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
最
適
な

行
財
政
改
革
を
積
極
的
に
実
施
し
、
市
民
と
と
も
に
持
続
可
能

な
都
市
経
営
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

⑴ 

質
の
高
い
行
財
政
運
営

　

質
の
高
い
行
政
運
営
を
実
現
す
る
た
め
、
最
適
な
行
政
組
織

の
構
築
、
職
員
の
人
材
確
保
と
自
ら
考
え
行
動
で
き
る
職
員
の

育
成
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
を
円
滑
か
つ
着
実
に
推
進
さ
せ
る
た
め
の
財
政

運
営
を
確
立
し
、
単
な
る
コ
ス
ト
削
減
で
は
な
い
、
市
民
生
活

の
豊
か
さ
を
目
指
し
た
自
治
を
追
求
し
ま
す
。

政策
2　
多
発
す
る
風
水
害
に
備
え

　
　
　
　

防
災
体
制
整
備
を
推
進
し
ま
す

　

土
砂
災
害
を
想
定
し
た
訓
練
や
講
座
開
催
に
よ
り
、
風
水
害

に
対
す
る
危
機
意
識
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
緊
急
情
報
防

災
ラ
ジ
オ
の
導
入
や
メ
ー
ル
配
信
の
拡
大
に
よ
り
、
気
象
警
報
等

の
発
表
時
に
お
け
る
情
報
伝
達
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

　

災
害
対
策
本
部
を
は
じ
め
と
す
る
災
害
時
活
動
拠
点
整
備

を
進
め
、
災
害
時
に
お
け
る
情
報
の
収
集
、
共
有
化
、
対
策
立

案
な
ど
災
害
対
策
本
部
の
機
能
を
強
化
し
ま
す
。

　

ま
た
、
治
山
施
設
整
備
や
各
種
河
川
改
修
な
ど
に
よ
り
、
風

水
害
に
強
い
社
会
基
盤
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

政策
3 　

火
災
、
救
急
、
救
助
に
対
し

　
　
　
　

迅
速
・
的
確
に
対
応
す
る
た
め

　
　
　
　

消
防
力
の
強
化
を
推
進
し
ま
す

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
を
促
進
し
、
消
防
法
令
違
反
の

是
正
指
導
を
行
い
、
火
災
予
防
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
一
人

で
も
多
く
の
命
を
救
う
た
め
、
応
急
手
当
普
及
啓
発
活
動
や
救

急
車
の
適
正
利
用
を
推
進
し
、
救
命
体
制
を
充
実
し
ま
す
。

　

ま
た
、
大
規
模
災
害
時
に
ス
ム
ー
ズ
に
消
防
活
動
が
展
開
で

き
る
よ
う
、
活
動
拠
点
の
確
保
と
支
援
情
報
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
進

め
、
緊
急
消
防
援
助
隊
の
受
入
体
制
を
充
実
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
消
防
車
両
の
計
画
的
更
新
や
消
防
団
装
備
の
充
実
、

消
防
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム
や
消
防
施
設
の
整
備
な
ど
を
進
め
る

と
と
も
に
、
消
防
救
急
広
域
化
を
推
進
す
る
構
成
市
町
と
の
連

携
に
よ
り
、
消
防
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

政策
4　
様
々
な
危
機
へ
の
体
制
整
備
を

　
　
　
　

推
進
し
ま
す

　

広
く
市
民
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
の
あ
る
事
態
を
常
に
意

識
し
、
新
た
な
危
機
を
捉
え
た
際
に
、
迅
速
か
つ
的
確
な
対
応

を
行
う
た
め
、
危
機
管
理
体
制
を
確
立
し
ま
す
。

　

ま
た
、必
要
に
応
じ
国
民
保
護
計
画
を
修
正
す
る
と
と
も
に
、

危
機
管
理
指
針
に
速
や
か
に
反
映
さ
せ
る
な
ど
、
危
機
管
理
体

制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

10　

生
活
・
環
境

人
と
自
然
が
共
に
生
き
、
誰
も
が
住
み
続
け
た
い
と

思
え
る
ま
ち
を
実
現
し
ま
す

【
分
野
の
役
割
】

　

本
市
は
、
南
ア
ル
プ
ス
か
ら
駿
河
湾
ま
で
山
、
川
、
海
の
豊

か
で
美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
平
成
26
年

６
月
に
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
登
録
さ
れ
た
南
ア
ル
プ
ス
は
、
世

界
的
な
自
然
環
境
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
自
然

と
共
生
し
な
が
ら
持
続
的
に
発
展
し
て
き
た
地
域
で
あ
る
こ
と

が
世
界
に
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
近
年
急
速
に
進
む
地
球
温
暖
化
、
外
来
種
の
生
息
域

拡
大
、
さ
ら
に
は
新
た
な
開
発
な
ど
に
よ
り
、
こ
れ
ら
豊
か
な

自
然
環
境
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
豊
か
な
自
然
環
境
を
守
り
、
将
来

の
世
代
へ
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
本
市
が
有
す
る
地
域
資
源
の

素
晴
ら
し
さ
を
国
内
外
に
伝
え
る
こ
と
で
、
環
境
の
保
全
と
活

用
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
生
活
に
お
い
て
は
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
犯
罪

や
交
通
事
故
が
多
く
発
生
し
、
消
費
者
問
題
も
複
雑
化
・
多

様
化
し
て
い
ま
す
。
誰
も
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
自
立
し
、
ま
た
地
域
の
一
員
と
し
て
、
互
い

に
助
け
合
う
こ
と
で
、
誰
も
が
住
み
続
け
た
く
な
る
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
重
点
的
な
取
組
】

政策
1　
地
球
温
暖
化
に
対
し
総
合
的
な
取
組
を

　
　
　
　

推
進
し
ま
す

　

地
球
温
暖
化
対
策
に
向
け
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
推
進
や
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
活
か
し
、
市
街
地
や
海

岸
部
で
は
太
陽
光
や
風
力
な
ど
、
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
に
燃
料
電
池
や
蓄
電
池
な
ど
を
確
保
す
る
こ
と

で
、
災
害
に
強
く
環
境
に
や
さ
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
分
散
化
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
風
水
害
の
激
甚
化
や
農
作
物
被

害
な
ど
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
気
候
変
動
に
対
し
自
然
生

態
系
や
人
間
社
会
が
適
応
す
る
た
め
の
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

政策
2　
豊
か
な
自
然
環
境
を

　
　
　
　

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
取
組
を
推
進
し
ま
す

　

本
市
の
豊
か
な
自
然
を
守
り
、
将
来
の
世
代
へ
引
き
継
い
で
い

く
た
め
に
、
定
期
的
な
環
境
調
査
や
保
護
活
動
の
実
施
に
よ
り
、

南
ア
ル
プ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
貴
重
な
自
然
環
境
の
保
全
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
や
環
境
教
育
を
推
進
す

る
こ
と
で
、
自
然
を
大
切
に
思
う
心
を
育
み
、
市
民
一
人
ひ
と

り
が
自
然
の
価
値
を
改
め
て
認
識
す
る
と
と
も
に
、
自
然
を
守

る
人
材
や
団
体
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

第
6
章

各
分
野
の

政
策
・
施
策
を

推
進
す
る
た
め
の
視
点
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附属資料

取
組
の
方
向
性

　

区
役
所
に
は
、
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
と

い
う
役
割
と
、
効
率
的
で
市
民
の
皆
さ
ん
が
利
用
し
や
す
い
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
進
め
て
い
く
と
い
う
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、「
つ
な
が
る
力
」
に
よ
る
暮
ら
し
の
充
実
を
図
る
べ

く
、
利
便
性
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
も
と
よ
り
、
地
域

と
連
携
し
、
地
域
の
魅
力
や
特
性
を
活
か
し
た
住
民
主
体
の
ま
ち

づ
く
り
の
最
前
線
と
し
て
、
区
役
所
を
位
置
付
け
て
い
き
ま
す
。

◉ 

葵
区

１　
「
人
と
自
然
」
「
都
会
と
自
然
」
が

　
　

共
生
し
た
ま
ち
づ
く
り

　

 

◦�

都
市
機
能
の
向
上
・
集
積
、
産
業
の
活
性
化
、
賑
わ
い
の

創
出
を
進
め
ま
す
。

 　

◦�

オ
ク
シ
ズ
の
豊
か
な
自
然
と
、
そ
の
自
然
を
守
る
人
々
の

生
活
・
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
を
維
持
す
る
た
め
、
産
業
振
興
や
定

住
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

 

◦�

都
市
部
と
オ
ク
シ
ズ
を
人
と
モ
ノ
が
活
発
に
行
き
交
う
よ

う
取
り
組
み
ま
す
。

２　

�「
絆
」
「
安
心
・
安
全
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

 　

◦�

地
域
資
源
や
文
化
を
活
か
し
、
身
近
な
課
題
に
取
り
組

む
市
民
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　

 

◦�

住
民
同
士
の
結
び
つ
き
や
絆
を
強
め
、
安
心
・
安
全
で
快

適
な
ま
ち
づ
く
り
を
住
民
主
体
で
進
め
ま
す
。

◉ 

駿
河
区

１　

地
勢
、
特
色
を
生
か
し
た

　
　

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

 　

◦�

「
安
心
・
安
全
」、「
自
然
環
境
」、「
歴
史
・
文
化
」、「
人

の
交
流
」
を
中
心
に
、
区
内
の
地
勢
、
特
色
を
資
源
と

し
て
活
用
し
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
「
誰
も
が
住

み
や
す
い
駿
河
区
の
実
現
」
を
目
指
し
ま
す
。

２　

若
い
力
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

 　

◦�

そ
の
地
域
に
住
む
人
々
が
、
地
域
の
歴
史
的
・
文
化
的
資

源
、
自
然
等
を
学
び
、
そ
れ
ら
を
次
の
世
代
へ
つ
な
げ
て

い
く
若
い
人
材
を
育
て
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
若
い
世
代

が
、
主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
こ
と
に
喜
び
を
感

じ
て
、
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
で
き
る
仕
組
み
を

構
築
し
ま
す
。

◉ 

清
水
区

１　

地
域
の
魅
力
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

 　

◦�

清
水
港
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
や
オ
ク
シ
ズ
な
ど
、
陸
・
海

の
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
賑
わ
い
を
創
出
し
、
山
と
海

の
多
彩
な
特
産
物
を
活
か
し
て
、
国
内
外
の
交
流
を
促
進

し
ま
す
。

 　

◦�

世
界
文
化
遺
産
富
士
山
の
構
成
資
産
で
あ
る
「
三
保
松

原
」
を
は
じ
め
、
数
多
く
の
歴
史
的
・
文
化
的
資
源
を

大
切
に
保
存
、
継
承
、
活
用
し
ま
す
。

２　

地
域
と
連
携
し
た
ま
ち
づ
く
り

 　

◦�

地
域
が
抱
え
る
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
社
会
環
境

の
変
化
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
、
住
民
と
意
見
交
換
を
行

い
、
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

⑵ 

効
果
的
な
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

次
世
代
に
健
全
な
都
市
を
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
重
要
な

資
産
（
ア
セ
ッ
ト
）
で
あ
る
公
共
施
設
を
効
果
的
か
つ
効
率
的

に
管
理
・
運
営
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
に
最
適
な
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
の
た
め
、
静
岡
市
ア
セ
ッ
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
総
資
産
の
適
正
化
、
長

寿
命
化
の
推
進
、
民
間
活
力
の
導
入
を
進
め
ま
す
。

⑶ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
高
度
利
用

　

誰
も
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
市
民
や
来

訪
者
の
利
便
性
・
効
率
性
を
高
め
、
市
民
の
活
力
の
向
上
に
つ

な
が
る
電
子
自
治
体
を
実
現
す
る
た
め
、
行
政
内
部
の
情
報
化

を
推
進
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
と
暮

ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑷ 

多
面
的
な
広
域
行
政

　

静
岡
県
中
部
地
域
の
活
力
の
維
持
・
向
上
の
た
め
、
中
枢
都

市
と
し
て
周
辺
市
町
等
と
の
一
層
の
連
携
を
図
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
静
岡
都
市
圏
で
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
よ
り
広
域

的
な
観
点
か
ら
国
・
県
と
の
連
携
、
協
力
を
推
進
し
、
静
岡
県

は
も
と
よ
り
、
山
梨
県
や
長
野
県
と
の
連
携
の
強
化
を
推
進
し

ま
す
。

　

本
市
の
均
衡
あ
る
発
展
を
目
指
し
、
計
画
的
に
都
市
機
能
の

集
積
や
産
業
活
動
の
充
実
を
図
り
、
魅
力
と
活
力
に
あ
ふ
れ
た

市
域
を
実
現
す
る
た
め
、「
都
市
構
造
軸
」
を
定
め
ま
す
。

❶ �

葵
・
駿
河
ラ
イ
ン

　

大
谷
小
鹿
新
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、
日
本
平
、
東
静
岡
、
麻
機

遊
水
地
、
新
東
名
新
静
岡
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
結
ぶ
軸
上
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
に
応
じ
た
都
市
機
能
の
集
積
を
図
り
、
地
域

経
済
の
発
展
を
支
え
ま
す
。

❷ 

清
水
ラ
イ
ン

　

三
保
半
島
、
清
水
港
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
、
庵
原
か
ら
山
梨

県
に
向
か
う
軸
上
に
、中
部
横
断
自
動
車
道
の
開
通
を
活
か
し
、

さ
ら
な
る
交
流
と
賑
わ
い
の
拠
点
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
地
域

経
済
の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

❸ 

オ
ク
シ
ズ

　

南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
代
表
さ
れ
る
雄
大
な
自
然

の
魅
力
、
里
地
・
里
山
と
し
て
の
機
能
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
人
々
に
憩
い
と
安
ら
ぎ
を
提
供
し
ま
す
。

❹ 
東
海
道
歴
史
街
道

　

旧
東
海
道
の
沿
線
に
点
在
し
て
い
る「
東
海
道
二
峠
六
宿
」の
、

そ
れ
ぞ
れ
に
残
る
歴
史
資
源
を
活
用
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化

を
目
指
し
ま
す
。

❺ 

し
ず
ま
え

　

駿
河
湾
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
様
々
な
地
域
資
源
を
活
か
し
、
新

た
な
価
値
の
創
造
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

第
8
章

各
区
の
取
組

第
7
章

都
市
構
造
軸
の
考
え
方
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静岡市まちみがきアドバイザー

　伊藤　元重　　東京大学大学院経済学研究科教授
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　山崎　　亮　　東北芸術工科大学コミュニティデザイン学科教授
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官民連携地域活性化会議

　秋野　　薫　　静岡県立大学グローバル地域センター主幹

　五十嵐　仁　　静岡市地域活性化アドバイザー

　岩崎　清悟　　静岡県経営者協会会長

　江﨑　和明　　静岡経済同友会副代表幹事

　酒井　公夫　　静岡商工会議所副会頭

　桜井　俊秀　　静岡県中小企業家同友会副代表理事

　谷　　和実　　静岡産業大学 情報学部 特任教授
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　中嶋　壽志　　静岡経済研究所顧問

　西　　雅寛　　静岡県産業振興財団評議員

Voice of しずおか　市民討議会

静岡市番町市民活動センター

静岡市清水市民活動センター

日詰　一幸　　静岡大学人文社会科学部法学科教授

春風亭昇太　　落語家

原田　夏希　　女優

静岡市議会
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